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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　四季童子
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　音おん程ていは哀かなしく、射しや程ていは遠く【前編】










「はいよ！　焼やき鳥とり盛もり合わせ、おまち」


　卓たく上じように出された大きな皿さら。同どう心しん円えん状じように、ずらりと焼き鳥が並ならんでいる。うっすらと立ちのぼる湯ゆ気げにのって、かぐわしいタレの香りが二人の鼻び腔こうをくすぐった。


「さあ来た！　じゃんじゃん食おうぜ！」


　ぱちんと手を合わせ、クルツ・ウェーバーが宣せん言げんした。飲みかけの生ビールをぐいっとあおってから、ほどよく脂あぶらの乗のったネギマにかぶりつく。


「んぐ。……っあー、うめえ。変わってねえなあ、この味！　五年前のまんまだよ。感動だね。俺おれも世界中、あちこち歩き回った方だけどよ、食いもんは東京！　絶ぜつ対たいまちがいねえよ。特にここの地じ鶏どりは特とく別べつなんだ。稲いな城ぎの方にある、昔むかしながらの農のう家かでのびのびと育てた鶏にわとりを、産さん地ち直ちよく送そうでその日の朝に出しゆ荷つかしてだな……っクウ──！　生きてて良かった！」


「クルツ……」


　テーブルを挟はさんで正面に座すわる相良さがら宗そう介すけが、気のない視し線せんで彼を眺ながめていた。


「どうした。食わねえのか？」


「訊ききたいことがある。ここは、なんだ？」


「なんだ、って……焼き鳥屋やに決まってるだろ」


　ここは東京。有ゆう楽らく町ちようのガード下にある焼き鳥屋である。立て付けの悪い粗そ末まつなテーブル。仕し事ごと帰りのサラリーマンたち。もうもうと立ちこめる煙けむりと、仕事に疲れたおじさんたちの笑い声。店のラジオからは、古くさい演えん歌かが流れている。


　世界を股またにかける傭よう兵へいが休日を過すごすにしては、生活感ありすぎの空くう間かんなのであった。


「おまえが電話口で『重じゆ大うだいな用件がある』と言って呼び出すから、先せん約やくを断ことわって来たのだぞ。まさか、ここでの飲いん食しよくがその『重大な用件』か？」


　先約というのは、千ち鳥どりかなめが腕うでを振ふるった夕食のことだったりする。そんなことなど知らないクルツは、臆おく面めんもなく答えた。


「おう。昔、何度か食いに来た店でよー。せっかく休きゆう暇かで、東京にブラっと来たもんだから。一人じゃつまんねえし」


「…………」


「そんな恐こわい顔してねえで、とにかく食えよ。ほら、これ。そう、七しち味みかけて。そのままぱくっと」


　クルツにいそいそと面めん倒どうを見てもらいつつ、宗介は慣なれない仕し草ぐさで焼き鳥を食べた。たちまち彼は、両目をぱちくりとさせて、手にした串くしを眺め回す。


「……確たしかにうまい」


「だろ？　だったら問もん題だいねえじゃん。いいからもっと、どんどん食う。あ、串はそこの器うつわに入れて。タレるから気を付けろよ。おっちゃーん！　生なま中ちゆう追つい加かねー！　あと、ハツとカワ、もう一皿ずつ頼たのむわ」


「うーい」


　よどみなく注ちゆう文もんするクルツの横顔を、宗介はしげしげと眺めた。


「妙みように馴な染じんでいるな……」


「ふぐ……なにが？」


「こういう環かん境きようにだ。日本語など、俺よりもはるかに堪たん能のうではないか。おまえがドイツ人で、しかも狙そ撃げき兵へいだというのが、俺には今ひとつ信じられん」


　宗介の疑ぎ問もんはもっともだった。クルツの仕草やしゃべり方は、そこいらにいる日本の若者となんら変わるところがないのだ。


「んー。ま、そうかもね」


　これといった感想もない様よう子すで、クルツはアツアツのツクネを幸せそうに頰ほおばった。


「前も言ったろ。俺、中坊ンときまでは、東京に住んでたんだってば」


「そういえば、そうだったな」


「物もの心ごころ付いたときは、もうこっちだったよ。大森にドイツ人学校があって、普ふ通つうはそこに通うんだけどさ。家が江え戸ど川がわで遠いから、地じ元もとの小中学校に通ってた。ブン屋やってた親おや父じが変わりもんで、下町に住みたがってたんだよ」


「それは変わっているのか？」


「変わってるんだよ。在ざい京きようのドイツ人っつったら、たいていは品川区か大田区あたりの高こう級きゆうマンションに住んでるもんさ。その辺のコミュニティとは、全ぜん然ぜん付き合いなかったみたいだし。まあ、親父がなにを考えてたのかも、いまとなっちゃあ──」


　頭上の高こう架かを電車が通つう過かした。あたりにけたたましい音が響ひびき渡り、クルツの話の終わりのあたりがかき消された。


「いまとなっては、なんだ？」


「なんでもね。それより食え、食え。冷さめるとまずいぞ」


　クルツはビールのジョッキを飲み干ほすと、すっくと立ち上がった。


「どこへ行く？」


「タバコ買ってくる。全部食うなよ」


　席を離はなれ、店の奥へ。用を足してから、クルツはカウンターの奥のおやじに『マルボロある？』とたずねる。案あんの定じよう、『ああ？　そんな洒落しやれたもん置いてねえよ』と言われた。


「自じ販はん機きどこだっけ？」


「店ここ出て、右。すぐ見えるよ」


「サンキュ」


　言われたとおり、クルツは焼き鳥屋を出て右へ向かった。すこし歩くと、雑ざつ居きよビルの前に自販機が並んでいる。タバコを買って店に戻ろうとしたとき、雑居ビルの角から、若い女が早足で飛び出してきた。


「おっと。危ないよー」


　ぶつかりそうになったところを、ひょいと避よける。その女は軽く謝あやまろうとして、クルツの顔を見上げた。


　その両目が、小さな驚おどろきに見開かれる。


「……ウェーバーくん？」


　女が言った。年ねん齢れいは三〇前後くらいだろうか。ロングの髪かみに、丸みを帯おびた顎あご。濡ぬれたような赤い口くち紅べにが印いん象しよう的てきだった。


「あの……ウェーバーくんでしょ？」


「そうだけど？　あんたは──」


　そこでやっと彼は気付いた。


　そばの高架の上を、電車が通り過ぎる。轟ごう音おんが鳴なりやむのを待ってから、クルツは半はん信しん半はん疑ぎで言った。


「椎しい原はら……先生？」


　女はこくりとうなずいた。





「捜さがしたのよ」


　タバコの自販機からほど近い、バス停のベンチに並んで座り、その『先生』──椎原那な津つ子こがクルツに言った。


「ご家族があんなことになって……それから、ウェーバーくんが中学校に来なくなって。一人で出国したことまでは分かったけど、そのあとの足取りが全然つかめなくて……」


「まあ、そうだろうな」


　ぼんやりと遠くのネオンを眺め、クルツは言った。


　一個人の力では、日本を飛び出した後の自分を調べることは不ふ可か能のうだったはずだ。たとえプロの探たん偵ていを雇やとったとしても。アテネ空港でトルコ行きの便びんに乗り換かえて、陸りく路ろでレバノンへ。その後は消しよう息そく不ふ明めい……そんなところだろう。


　過か酷こくな数年間を話すわけにもいかず、彼は当たり障さわりのない説明をした。


「ささやかな財ざい産さんが残ってたもんでね。何年か、世界中をふらふらと。貧びん乏ぼう旅行してた」


「そう……。いまはどこに？」


「ん……。シドニーに住んでる。きょうはたまたま、休みでぶらりと遊あそびに来てね」


　もちろんシドニーというのは噓うそだった。彼が暮くらすメリダ島基き地ちの存そん在ざいは、一いつ般ぱん人じんには秘ひ密みつにされている。シドニーには〈ミスリル〉の作戦本ほん部ぶがあり、その本部を偽ぎ装そうするための警けい備び会がい社しやに、クルツは所しよ属ぞくしていることになっている。


「働いてるのね」


「ああ」


「音楽関係？」


「え？」


　クルツが思わず訊きき返すと、那津子は寂さびしそうに微笑ほほえんだ。


「……な、わけないか。ごめんなさい」


「いや──ち、ちがうって。そうなんだよ。よくわかったじゃん」


　とっさにそんな言葉が出てきてしまった。


「ギター、まだやってるの？」


「き、決まってるだろ!?　その……まだ、あちこちの店で演やらせてもらってるくらいなんだけどさ。わりと評ひよう判ばんいいんだぜ？　デモテープ聴きいたレコード会社のプロデューサーが、『会ってみたい』って言ってくれてよ」


「本当？」


「ウソなんかつくかよ。手て応ごたえもあってさ。メジャーデビューまであとすこし、ってとこかな。ははは」


　じんわりと、こめかみのあたりに脂あぶら汗あせが浮うかんでくる。その一方で、那津子の顔はみるみると明るくなっていった。


「すごい。びっくりした」


「ま、まあな。いまに見てろって。どどーんと故こ郷きように錦にしきを飾かざってやるからよ」


「そんな、調ちよう子しいいこと言って。そういうところは相変わらずなのね。……ふふ」


「なに言ってんだよ!?　マジだって！　あ、先生、俺おれの話、信じてねえだろ!?」


　ようやく、那津子は声に出して笑った。


「そんなことないわよ。信じてるかな……半分くらい」


「なんだよ、その半分って」


　黒い瞳ひとみが、彼の青い瞳をいたずらっぽくのぞきこんだ。


「ウェーバーくんが、がんばってるってこと」


　がらにもなく、心しん臓ぞうの鼓こ動どうがとくん、と高たか鳴なる。涼すずしい夜だったが、顔や胸むな元もとが熱くて仕し方かたなかった。


「そ……そういう先生こそ、なにやってんだよ？　こんな時間に、こんな場所で」


「職しよく場ばの飲のみ会よ」


「あ、そう。まだ四中？」


「ううん。……別のところ」


　彼女はベンチから立ち上がった。


「そろそろ行かなくちゃ」


「え、もう？」


「ええ。人、待たせてるから。それじゃ」


「あ……待てよ。連れん絡らく先教えろよ」


「捜してみなさい。五年前の仕し返かえしよ」


「おいおい……！」


「がんばってプロになりなさい。あなたのギター、また聴けるの楽しみにしてるから」


「先生！」


「きょうは嬉うれしかったわ」


　クルツが後を追う間もなく、椎原那津子は夜の雑ざつ踏とうの中に消えていった。


　夢でも見ているような気分だった。


　そのまま焼き鳥屋に戻ろうかとも思ったが、遅おそまきの未み練れんが彼を引き留とめた。あわてて界かい隈わいの飲食店を覗のぞいて回り、那津子の影かげを捜し求めたが、けっきょく、彼女を見つけることはできなかった。


　あきらめて焼き鳥屋に戻ると、むっつり顔の宗介が彼を出で迎むかえた。


「なにをしていた」


「言っただろ。タバコだよ。……なんだ、その仏ぶつ頂ちよう面づら？　気が滅め入いるんだよ、バーロー」


「…………。人を一時間待たせておいて、そのコメントか」


「うるせえ。……って、おい。焼き鳥、俺の分はどこだよ？」


　空からっぽの大おお皿ざらを見下ろし、クルツは叫さけんだ。


「冷さめたら不ま味ずくなると言ったのは、おまえだろう。安心しろ。すべての焼き鳥は、俺が適てき切せつに処しよ理りした」


　心なしか満ち足りた様よう子すで告げる宗介に、クルツは仮か借しやくのないヘッドロックをきめた。





　　　　●





　椎原那津子は、クルツの中学時代の副ふく担たん任にんだった。赴ふ任にんして二年目の教きよう師しだったから、当時は二三、四歳だったはずだ。


　担当教科は音楽。若くて美人、温おん厚こうな人ひと柄がらとくれば、生徒の人にん気きも高そうなものだったが、なぜか一人でいることが多い教師だった。


　一方、当時のクルツはといえば、日本人だらけの学校の中で、すこし浮いた存在の少年だった。女にはモテたが、嬉うれしくもなんともなかった。彼女らが彼の金きん髪ぱつと碧へき眼がんに恋してるだけなのを、よく知っていたからだ。


　悪友は何人もいたし、いろいろバカもやったが、そのころのいちばん親しい友人は、ブルース・ギターだった。父親から貸かしてもらった、ギブソンの古いモデル。暇ひまさえあったら、それを熱ねつ心しんに弾ひいていた。


　ギター好きの生徒は校内に何人もいたが、クルツは彼らとそりが合わなかった。なにせ、連れん中ちゆうときたら最近のミーハーな曲しか演やろうとしないのだ。ロバート・ジョンソンを知らないのは──まあ、仕方ないとしよう。だが『ＢＢキング？　だれ？』だなどと吐ぬかす奴やつらと、ギターの話なんぞをする気にはなれなかった。けっきょく、連中は女にモテたいだけなのだ。


　そんなクルツが椎原那津子とはじめてまともに話したのは、中二の文化祭のときだった。


　学校側が定さだめた『軽音楽』禁きん止しの方ほう針しんに腹はらを立てた彼は、体育館で勝かつ手てにギターをかき鳴らした。ギャラリーもずいぶんと集まり、盛り上がったが、けっきょく体育科の教師に三人がかりで取り押さえられ、職しよく員いん室しつへと連れん行こうされた。


　二時間ばかり、床ゆかに正せい座ざ。『指し導どう』という形の罵ば倒とうを浴あびせられ、竹刀しないで小こ突づかれ、内ない申しん書しよのことで脅おどされた。


　学校という監かん獄ごくの看かん守しゆたちの仕し打うちにも屈くつすることなく、クルツはふてぶてしい態たい度どをとり続けたが──彼らが大切なギターに魔まの手を伸ばしたときには、さすがに血けつ相そうを変えた。押さえつけられ、『やめろ』と叫ぶ彼の前で、四〇歳独どく身しんの体育教師が、ギターのネックをへし折おろうとして──


　それを止めたのが、椎原那津子だった。


　彼女はやんわりと、『楽がつ器きに罪つみはありませんよ』と言った。『それで彼が、なにかを反はん省せいすると思いますか？』とも。まったくの正せい論ろんに抗弁もできず、体育教師たちはすごすごと矛ほこを収めた。


　それから数日後、クルツは那津子のところに顔を出した。黄昏たそがれ時どきの音楽室で、彼女はピアノを弾ひいていた。


　知らない曲だった。夕日がつくる陰いん影えいと、透とう明めいなメロディ。クルツは棒ぼう立だちして、彼女にずっと見とれていた。


『どうしたの？』


　曲を弾き終えてから、彼女がたずねた。本当は礼を言おうと思っていたのに、いざとなると、クルツの口からはまるで違う言葉が出てしまった。


『恩おんを売ったなんて思うんじゃねえぞ？』


　すると彼女は、こう言った。


『好きなんでしょ？』


『なにがだよ』


『ギター』


『そうだよ。悪いかよ』


『わたしもよ。このピアノが壊こわれたら、とても悲しい。それが理り由ゆうじゃ、だめかな』


　彼にはなにも言えなかった。なぜか、自分がひどく矮わい小しような存そん在ざいのような気がした。


　その日以い来らい、彼は足しげく音楽室に通うようになった。力仕事を手伝い、自分のギターを聴きいてもらい、他た愛あいもない自じ慢まん話ばなしをした。彼女のピアノを聴くのも、彼にとっては大切な時間だった。そうした放ほう課か後ごが、いつのまにか彼の日につ課かになっていた。


　ずっと前の、銃じゆうなど触さわったこともなかった時代の話だ。


　そのあと、傭よう兵へいになった。


　いまの部隊の仲間は、カラオケでポップスや演えん歌かを歌うクルツの姿すがたしか知らない。


　ギターに触らなくなって、ずいぶんたっている。


　ブルースも聴いていない。





　　　　●





　その朝、メリッサ・マオが例れいによって、メリダ島基地のオフィスで無数の書類と格かく闘とうしていると、休きゆう暇か明けのクルツが顔を見せた。


「うーっす。おはよう」


　彼は大きなライフルケースを背せ負おっていた。いや──これはギターケースだ。


「なによ、それは」


「見ての通り、ギターだよ。……よっと」


　クルツはケースの中身を取り出し、おもむろにチューニングをはじめる。それは深い赤に塗ぬられた、木もく製せいのギターだった。


「あ、レス・ポールだー。ホンモノ？」


　楽器のことをすこしはかじっているので、マオにはすぐに判わかった。


「本物だよ。これはそのセミホロウ版。四〇年前の特とく注ちゆう品ひんでね。音がいいんだ。ソリッドにはないマイルドさがあって」


「へー、すごい。売ったら一万ドルはするんじゃない？　どこから盗ぬすんできたの？」


　マオの言葉にクルツは顔をしかめた。


「親父の形かた見みだよ。さて……」


　試ためしに弦げんをぽろんとはじく。


「練習ならよそでやってよ。っていうか仕事しな。仕事」


「訓くん練れんの計けい画かく書しよなら、もう出しといたぜ」


「だとしても、ズブの初しよ心しん者しやのレッスンなんか聴きたくねーわよ。どうせ『禁きんじられた遊び』くらいしか弾けないんでしょ？」


「初心者？　ふふん」


　鼻を鳴ならし、左手をにぎにぎさせてから、クルツは演えん奏そうをはじめた。


　力強いイントロと、ブルース調ちようの旋せん律りつ。マオは一発で、超ちよう有名なエリック・クラプトンの名曲『レイラ』だとわかった。初心者なんぞには、とうてい手が出せないほど難むずかしい曲だ。長く、しなやかな指が動き、複ふく雑ざつなフレーズを危あぶなげもなく紡つむいでいく。


　歌声もなかなかのものだった。オフィスにいた他の隊員たちが、あっけにとられて彼に注ちゆう目もくする。マオもぽかんと口を半開きにして、クルツの独どく演えんを聴いていた。


　サビの部分をひとくさり演やってから、彼はぱたりと手を止め、にんまりとした。


「どうでえ」


「しゃくだけど……ちょっとだけクラっときた。でも驚おどろいたわ。カラオケ専せん門もんかと思ってたのに」


　渋しぶ々しぶとマオが認みとめると、彼はぐっと拳こぶしを握にぎった。


「よしっ、まだイケるぜ！　ブランクは取り戻もどせる！」


「どーいうこと？」


「姐ねえさん、来週の土日、ヒマだろ!?」


「いちおう休みだけど。でも土曜はノーラとグァム行って買い物を──」


「キャンセルだ、キャンセル。東京行こう」


「はあ？」


「キーボード用意しとけよ。それとドラムやってた奴やついたよな。整せい備び中ちゆう隊たいの……そう、ルイスだ。あいつもメチャクチャうまかった。ベースはミノーグがいい。中隊長ブルーザーにナシ付けて、連れてかないと」


「ちょ、ちょっと待ってよ。あんたなに言ってんの？」


　マオがあわてて問といつめると、クルツはギターのネックをぐいっと引き上げ、意い気きも盛さかんに宣せん言げんした。


「臨りん時じ編へん成せいだ。ちょっとしたコネで、下北沢の店に時間とってもらった。渋しぶめのナンバーをいくつか演えん奏そうするぜ」


「あのー、説明になってないんだけど……」


「ちょっとプロのふりするだけだよ。バンド名は『ミスリル』ってことで、ひとつよろしく」





　自分の知人の消しよう息そくなら、自分で調べればいいではないか──


　そう思いながらも、宗介がわざわざ江戸川区の葛か西さい第四中学へと足を運んだのは、クルツにあれこれと借かりがあるからだった。彼の援えん護ご射しや撃げきに命を救すくわれたことは、一度や二度では済まない。


　まず、その椎原那津子とやらの現住所を突つき止める。レコード会社のバイトだと名な乗のって、特とく別べつライブの招しよう待たい状じようを渡す。


　そういう頼たのまれごとだった。


　高校の授業が終わってから来たので、もう夕方だ。最も寄よりの駅を降おりて、歩くこと二〇分。住じゆう宅たく地ちのただ中に、その中学校はあった。


　平和なたたずまいだ。


　こんな場所に通っていたような男が、どう間ま違ちがったら傭よう兵へいになるのだろう？


　実はこの中学校には、昼休みに電話をかけて椎原那津子の転てん任にん先さきをたずねたのだが、『すみませんが、そういったことは直ちよく接せつお越こしいただいて、身分を証しよう明めいしていただかないとお答えできません』と言われてしまった。


　応おう対たいに出た職しよく員いんは、宗介の学生証しようを見ただけで、今度はあっさりと彼を受け入れた。


「いえね。近ちか頃ごろはいろいろ物ぶつ騒そうでしょう？　個人情じよう報ほうは慎しん重ちように扱あつかう方ほう針しんになってまして」


「賢けん明めいな判はん断だんです」


「それで……椎原さんのことでしたね」


「はい。以前に彼女に世せ話わになった人物が、ぜひとも礼をしたいと」


「そうでしたか。……だとすると、残ざん念ねんなことです」


「と、言いますと」


「椎原さんは、三年前に退たい職しよくされました」


「……退職？」


「ええ。その──いろいろと問題がありまして。学校に内ない緒しよでアルバイトをしていたことが発覚したんです。再さい三さん再さい四しにわたって警けい告こくしたんですけど……けっきょく、学校の方を辞やめられました」


「……そのアルバイトとは？」


「夜のお店ですよ。たぶん、水商売だったのでしょうね。詳くわしいことは知りませんけど」





　メリダ島基き地ちの薄うす暗ぐらいパブに、軽けい快かいなサウンドが響ひびきわたる。小こ気き味みのいいドラムとベース、マオの流りゆう麗れいなキーボード、そしてクルツのギターと歌声。アマチュアにしては、かなりの演奏だったが──


「……あー、だめだめ。ストップ、ストップ」


　クルツがうんざりと手を振った。人のいないパブの店内は、たちまちしんとなる。


「また？　もういい加か減げんにしてよ」


「そうはいかねえ。このフレーズが大事なんだ。なんか、こう……やるせない響きっつーのかよぉ。そういう、アレ。ブルージーな感じが必ひつ要ようなんだよ！」


「わけのわからんことを……」


「休きゆう憩けいだ、休憩。ちょっと考えを整せい理りする」


　ＭＴＶ世代のマオにとっては、クルツの言いたいことがどうにもわからない。まだ二〇そこそこで、しかも白人のくせに、曲の趣しゆ味みが妙みように渋しぶくて南部風で、泥どろっぽいのだ。


　そのおり、基地の戦せん隊たい長ちよう、テレサ・テスタロッサ大佐が店内にひょこりと顔を出した。


　といっても、一六歳の少女である。


　ドラムのルイス二等兵と、ベースのミノーグ一等兵があわてて直ちよく立りつして、戦隊長に敬けい礼れいしたが、ほかの面メン子ツはくつろいだままで会え釈しやくするだけだった。


「お疲れさま。本当に練習してるんですね」


「テッサ。このバカに言ってやってよ。無む茶ちやにもほどがあるわ。たった一週間で、プロ並なみの演奏やってみせろって言うのよ？」


　するとテッサは、ほんわかとした笑顔を浮うかべ、


「いいんじゃないですか？　わたし、ロックとかはよく分かりませんけど。いまの演奏を聴きいた限りでは、すごく上手だと思いましたよ」


「そうかなあ……」


「ええ。特にウェーバーさん。こんな特とく技ぎがあったなんて、びっくりです」


　当のクルツは彼女のほめ言葉も耳に入っていない様よう子すで、ぶつぶつ言いながら一人で弦げんをはじいていた。


「まあ、確たしかに巧うまいけどね。でも、あれくらい巧い奴は、世せ間けんにはゴロゴロいるもんよ」


「そうなんですか？」


「そ。ボロ出して恥はじかくのが関の山なのに。まったく……」


「でも、真ま面じ目めなウェーバーさんって、ちょっとかっこいいです」


　声を弾はずませたテッサを、マオは横目でじーっと見つめる。それに気付いて、テッサはうつむき、顔を赤らめた。
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「も……もちろん、わたしはサガラさん一ひと筋すじですけど……」


「…………。別にいいんじゃない？　あちこちにツバつけといても」


　むっとしてにらみ付けるテッサから視線をそらして、マオはクルツに声をかけた。


「ねえ、クルツ。あんたさ……マジでその先生、騙だませると思ってるわけ？　仮にも音楽教師なんでしょ？」


「んー？　まあそうだけど。やってみなけりゃ、わかんねーさ」


　マオはがっくりと肩かたを落とす。


「あのねえ……そんなデタラメで、こんな茶番に付き合わされる方はたまったもんじゃないわ。あんたヘンよ」


　するとクルツはギターを弾ひく手を止めて、何度かうなずいた。


「変じゃねえさ」


「？」


「なんていうのかなあ……こういう稼か業ぎようしてると、たまに思わない？　もっと別のことで、なんかを表現してみたい、って。特にクリーンなところにいるだれかには」


「…………」


「彼女に会って、思い出したんだよ。昔の感覚を。もともと、俺が持つべきなのはライフルじゃなかったはずなんだ。本当はこっちなんだよ」


　クルツはギターをぽんと叩たたいた。


「見きわめようと思ってさ……。もしかしたら、まだ戻れるかもしれないから。だから、ちょっとだけ付き合ってくれよ。頼たのむわ」


　そう言って彼は笑った。


「…………」


　他人が聞いたら、やはり『なにを自分に酔よってるんだか……』と思ったことだろう。だがマオには想そう像ぞうできた。彼のそういう気分というのは、実は切せつ実じつなものなのだ。


　彼の過か去こは、彼自身が語らなくても想像できる。


　クルツは狙そ撃げき兵へいの出身だ。


　超ちよう凄すご腕うでのスナイパーといえば、聞こえはいい。だが現げん実じつは、そうではない。狙撃兵に要よう求きゆうされる過か酷こくさ、冷れい酷こくさ……それは常じよう人じんの想像をはるかに超こえるものだ。


　狙撃兵はひどく長い時間、敵を待ち続ける。時には何日間も、キャンプで暮くらす標ひよう的てきを観かん察さつすることもある。スコープの中に映るその人物の、習しゆう慣かんや趣しゆ味みを見つめ、食べるところや笑うところを見つめ──その上で、相手の頭を吹ふき飛ばす。


　普ふ通つうの神しん経けいではできないことだ。


　有名なのは『友とも釣づり戦せん法ぽう』だ。これをやられると、一〇〇人の部隊でも一人のスナイパーによって行こう動どう不ふ能のうになる。


　まず、敵の一人の足を撃うち抜く。動けなくなった戦友を救おうと、ほかの敵が物もの陰かげから出てきたところを、撃ち殺す。狙撃を恐おそれて敵が出てこなくなったら、動けない敵の指や耳を吹き飛ばしてやる。苦しむ仲間を見るに見かねて、飛び出してきた敵を──また撃ち殺す。その繰くり返しだ。


　悪あく魔ま的てきな狡こう知ち。


　非ひ情じような戦術。


　そして孤こ独どく。


　それらを友とし、実じつ践せんできる者だけが『狙撃兵』と呼ばれる。射しや撃げきがうまいだけの兵士は、ただの『射しや的てき屋や』だ。


　かつてのクルツがそこまでやったかどうか、マオは知らない。だが少なくとも、彼にはそうするだけの技ぎ能のうがあったし、そういう手て管くだも必要としたはずだ。


　これまで彼女は、クルツが眉まゆひとつ動かすことなく、『敵』を──実のところは、泣きも笑いもする人間を──正せい確かく無む比ひに射しや殺さつする場ば面めんを、何度か目もく撃げきしていた。七・六二ミリの狙撃銃で。五六ミリのＡＳ用狙撃砲で。


　そうして彼は、静かに言うのだ。


『やったぜ』


　ときおり、マオはこう思う。


　彼の日ひ頃ごろの陽気さは、陰いん惨さんな本性の裏うら返がえしなのではないか？　本当のところ、彼が心を開いているのは、自分のライフルだけなのではないか？　あの相良宗介よりも、彼は生命というものを突つき放して見ているのではないか……？


　クルツ・ウェーバーの存そん在ざいは、そういう意味で異い質しつに思える。正直に言って、すこし怖こわいときがある。


　そんな彼が、ライフル以外のものに自分の価か値ちを見いだそうとしている。かつて愛した楽器と、それが象しよう徴ちようする別の世界に惹ひかれている。ほかの生き方を模も索さくしている。


　ひょっとしたら、彼はこの稼業をやめる気になりかけているのかもしれない。


　いつものように、鼻で笑って邪じや険けんに扱あつかうことなど、マオにはとてもできなかった。





　簡かん単たんな郵ゆう便びん配はい達たつのはずが、なにやら本格的な探たん偵ていごっこになってきた。


　三日間、宗介はあちこち歩き回っている。椎原那津子が何年も前に住んでいたマンションまで出かけて、近きん隣りんの住民に聞き込みをしたり、引ひっ越こし業者に電話をかけまくってみたり、夜中に区役所に忍しのび込んで、書類をあれこれと当たってみたり。


　六時間目の授じゆ業ぎようが終わって、宗介があくびをかみ殺していると、千鳥かなめが声をかけてきた。


「眠そうねぇ。どしたの？」


「毎晩、人捜しだ」


「人捜し？」


「女だ。いろいろあってな」


「？…………!?」


　怪け訝げん顔がおのかなめにそれ以上の説明はせず、宗介は教室を後にした。電車に乗って数十分。中野の住じゆう宅たく街がいへとやって来る。


　きのうまでに椎原那津子の現住所は調べがついていた。プロの諜ちよう報ほう員いんならまだしも、数度引っ越しただけの素しろ人うとの行方ゆくえだ。大都市には不ふ慣なれな宗介でも、目星をつけるのはそう難むずかしくなかった。ポケット地図を片手に、駅から歩いて十数分。目的の住所へと到とう着ちやくする。


　そこは二階建だて、木造の古いアパートだった。階かい段だんを上って、奥の戸へ。


　チャイムを押して、ノックをする。


　返事はない。


「…………」


　留る守すではないと、すぐにわかった。扉とびらの向こうから、かすかな息づかいと緊きん張ちようの匂においが漂ただよってくる。


　いや──これは？


　耳をすます。


　おそらく男性。おそらく大おお柄がら。たぶん、おびえている。じんわりと、敵てき意いのようなものも漂ってくる。


　妙みようだった。


　宗介は用心深く、足音を立てずに、扉のそばにあった洗せん濯たく機きの脇わきにかがみこんだ。


　待つこと数分。


　訪ほう問もん者しやが去ったことを確かく認にんしようとしたのだろう。部屋の扉が開き、男が一人、通つう路ろに顔を出した。宗介は間かん髪はつ容いれずに扉をつかむと、相手の手首をつかみ、その体を通路の床ゆかへと引き倒たおした。


「ひっ……？」


　武器は持っていないようだった。年ねん齢れいは二十代半ばくらいか。ロンゲの茶ちや髪ぱつで、細身の体つきだった。


　開いた戸口から室内が見えたが、ほかにだれかがいる様子はなかった。


　乱らん雑ざつな部屋だ。玄げん関かん口ぐちにはたくさんの酒さか瓶びんが転がっており、ゴミ袋ぶくろや段だんボールが無む造ぞう作さに積つみ上げられている。女の住んでいる部屋のようには、とても見えなかった。


「は……放せ、コラァ！　殺すぞ!?」


　手首をひねられた苦く痛つうをこらえながら、男がすごんだ。宗介はコンバットナイフを相手の鼻先に突きつけ、


「死にたくなければ暴あばれるな」


　と、冷たい声で告げた。


「や、やってみやがれ、バーロー!?」


「いいだろう。まず俺おれが本気だということを教えてやる」


　ナイフの切っ先を耳に押し当てると、男は悲ひ鳴めいをあげた。


「や、やめ……！」


「言え。貴き様さまは何者だ。椎原那津子はどこにいる」


「な、那津子だぁ？　あのクソアマ、どういうわけだ、ちくしょう！」


　男はいまいましげに悪あく態たいをつく。


「どこにいるかと訊きいている」


「し、知らねえよ。あいつはちょっと買い物に行ってるだけで、オレはなんにも──」


　新たな人の気け配はい。宗介は男を押さえつけたまま、階かい段だんを上ってきた人影に、すかさずナイフを投とう擲てきしようとして──その手を止める。


　女が、買い物袋をさげて立ちすくんでいた。


「な、那津子ぉ……」


　哀あわれっぽい男の声。宗介はナイフをおろし、女に向かってこう言った。


「椎原、那津子さん？」


「……はい」


「クルツ・ウェーバーの使いで来た者です。この男は？」


　椎原那津子は躊ちゆう躇ちよしてから、うつむき加か減げんで口を開いた。


「その……わたしの、夫です」





　ジャズピアニストを目め指ざして教きよう職しよくを離はなれ、体たい調ちようを崩くずして夢に破やぶれて、場ば末すえのバーで働いているうちに、ろくでもない男に引っかかり、その男が何度も安あん易いな金かね儲もうけに手を出して、挙あげ句くに借しやつ金きんまみれになって──


　そんな日々を送っているうちに、行き着いてしまったのが彼女の境きよう遇ぐうだった。


　いまの仕事はクラブのホステス。ピアノは長いこと弾ひいていない。彼女の『夫』とやらは、働きもせずに昼間から、部屋に閉じこもって飲んだくれている。


「ひどい話だ」


　衛えい星せい電話に向かって、宗介は言った。


「俺が見てきた貧まずしい国には、ああいう男がごろごろいたがな。東京のような街にもいるとは」


『まちがいないの？』


　回かい線せんの向こうで、マオが言った。


「肯こう定ていだ。彼女から聞いたままを説明した」


　ちらりと、そばに立つ椎原那津子を見る。宗介と彼女がいるのは、アパートのそばを流れる小さな川の、橋の上だった。問題の旦だん那なは、アパートに待たせてある。


　流りゆう暢ちような英語で会話する宗介を、那津子は不安げに眺ながめていた。


『そう……。で？　招しよう待たいの件は話した？』


「一応は。だが──」


『当とう然ぜん、行きたくないと』


「そういうことだ。〝自分は、彼の招待を受けるような人間ではない〟と。本人がそう言うのなら、是ぜ非ひもない」


　ため息混まじりのマオの声。しばらくの黙もつ考こうのあと、彼女はゆっくりとこう言った。


『ソースケ……。あんたには荷にが重いかもしれないけど、もうすこし説せつ得とくしてみてくれない？　その……あいつ、わりとマジみたいなのよ。その彼女は、クルツにとってはまだ先生で、たぶん……特別な女ひとなの』


「ふむ……」


『ただの見み栄えとか、カッコつけとか、そーいうのとは違うの。なんとなく、わかる。こういう因いん果がな稼か業ぎようやってるとね』


「…………」


『馬ば鹿かげてるとは思うけど。あたしの借りにしとくから。お願い』


　マオがこんな風に、なにかを頼たのんでくるのは珍めずらしいことだった。


「わかった。ただし期き待たいはしないでくれ」


『ありがと。クルツには、このことは内ない緒しよにしておくのよ』


「了りよう解かい」


　電話を切る。ふっと息をついて、こめかみを指先で揉もんでから、宗介は那津子に話しかけた。


「ご心配なく。彼の仕事仲間に相談しただけです。あなたの境遇は、ウェーバーには知らせていません」


「ありがとう……。できればこのまま、わたしのことは放っておいてもらえませんか？」


「そうするのは簡かん単たんですが──」


「じゃあ、そうしてください」


　語ご気きを強めて彼女は言った。


「わたしは、あなたが『事じ情じようがわからなければ、帰れない』と言うから正直に話したんです。いまのわたしは、先生じゃない。ただの弱い人間です。ウェーバーくんと偶ぐう然ぜん会ったのは、もちろん嬉しかった。でも、もう会いたくありません」


　小川の水みな面もに映った夕日が、燃えるように輝かがやいていた。それだけ赤い光に照てらされているのに、彼女の顔は青白く見えた。


「ですが、彼は──」


「ええ。彼がわたしを慕したってたのは知ってます。だからこそ、いまのわたしには──それがつらいの。彼に軽けい蔑べつされたくない。このままひっそりと、彼の人生から消えたいんです。そんなささやかな望みでさえ、あなたは許してくれないんですか？」


　懇こん願がんというよりは非ひ難なんだった。辛しん辣らつさと、恨うらみがましさの混まじった目。クルツがこれを見たら、どんな顔をするだろうか。


「そこまで言うなら、もう干かん渉しようはしません」


　宗介は言った。


「……だが、あいつがあなたをこうして呼んだのは、たぶん、あなたを必要としたからだ。くだらないやり方だとは思うが、それが自分が何者なのかを再さい確かく認にんする作業なのでしょう。それに──俺の知る限り、あいつは度ど量りようのある男だ。あなたを軽々しく軽蔑するとは思わない」


「でも、哀あわれむわ」


「それは彼の責任ではない。第一、彼はそれを知ることはない」


　宗介は招しよう待たい状じようと店のパンフレットが入った封ふう筒とうに自分の携けい帯たいの番号を書き込むと、那津子の前に差し出した。
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「無む理り強じいはしないが、渡しておきます。気が変わったら連れん絡らくを」


「ええ。でも、そんなことは、ありえませんけど……」


　そう言いながらも、彼女は封筒を受け取った。





　宗介と別れ、那津子がアパートの部屋に戻ると、彼女の夫──幸こう田だ史し朗ろうが待ちかねたようにすがりついてきた。


「あ、あいつは？」


「帰ったわ」


　那津子は力なく答えた。


「昔の教え子の友達よ。同どう窓そう会かいの招待状を、渡すように頼たのまれたんですって。あなたのことは、だれにも喋しやべらないとも。たぶん、信用していいと思う」


「信用？　そんな簡かん単たんに信用できるのかよ!?　『たぶん』って何だよ!?　ああっ!?」


　怒ど鳴なって、史朗はテーブルの上のビール缶かんを薙なぎ払はらった。たんすに缶がぶつかって、けたたましい音が部屋に響く。


　那津子はびくりと肩を震ふるわせ、一歩半ほど、後じさった。


「お、落ち着いて……」


「落ち着けるわけねえだろうが!?　あのガキ、普通じゃなかったぞ!?　オレだって、ちょっとは格かく闘とう技ぎやってたんだ。そのオレを、ああも簡単に……絶ぜつ対たいカタギじゃねえよ」


「お酒、飲んでたんでしょう？　だからよ。もっとしっかりしてれば──」


「オレがしっかりしてねえ、ってのか？」


「そうは言って──」


「うるせえっ！」


　灰はい皿ざらを投げつける。


　これだけ乱らん暴ぼうに扱あつかわれても、彼女は腹を立てる気にはなれなかった。もう慣なれっこだったし、疲れ果てていたし──この男が、どうしようもない小心者で、怯おびえているだけだということがよく分かっていたからだ。


　一度は離り婚こんしていた間あいだ柄がらだが、数か月前に彼が着の身着のままで転がり込んできてから、こんな生活がずっと続いていた。


「ど……どうすんだよ……」


　頭を抱かかえて、史朗が言った。


「あのガキが、だれかにチクるかもしれねえんだぞ？　オレがここに隠かくれてるってバレたら、おまえだって困るだろうが。ええ!?」


「そ、それは……」


「……ちくしょう。当分は気が抜けねえぞ。しっかり備そなえておかねえと……」


　男は立ち上がり、慌あわただしく押し入れの奥を探りはじめた。その様子を見て、那津子は真っ青になる。


「まさか……あなた、まだ捨ててなかったの!?　約束してくれたじゃない！」


「仕し方かたねえだろ。オレは追われてるんだよ。ヤクザを二人も撃うっちまったんだ！　サツも組も、きっとオレを血ち眼まなこになって捜してる。そろそろほとぼりが冷めたころかと思ってたけどよ……くそっ！　とんでもねえ！」


　取りだした古新聞の包つつみを、がさがさと開ける。中から出てきたのは、一いつ挺ちようの自じ動どう拳けん銃じゆうだった。


　安っぽい銀色。グリップの星印。トカレフだ。


「やめて。捨ててちょうだい！　そんな怖こわいもの──銃なんて最低だわ！」


「うるせえ。今度だれかが来たら、もう油ゆ断だんはしねえ。ブッ殺してやる……！」


　弾だん倉そうに残った弾たまを数えながら、男はつぶやいた。







［後編に続く］













　音程は哀しく、射程は遠く【後編】










　錯さく乱らん気ぎ味みの男──幸こう田だ史し朗ろうは、怒ど鳴なるのに疲れて眠ってしまった。何度か揺ゆり動かしてみても、目を覚さますことはない。


（…………）


　那な津つ子こは携けい帯たい電話を手に取り、『一一〇』を押そうかと迷まよう。それで全部が済すむはずなのだ。『別べつ居きよ中ちゆうだった夫が、ここに銃じゆうを持って逃げ込んできた』。『はやくここに来て、捕つかまえて欲しい』。『わたしは何も悪くない』。


　そう言えば、解かい決けつするだろうか。


　でも、もし『なぜ何か月も通つう報ほうしなかったのだ』と問いつめられたら、どうすればいいのだろう？　『けっきょく、かくまっていたんじゃないのか？』と非ひ難なんされたら？


　縁が切れていたとはいえ、一時は一いつ緒しよに住んでいた関係だ。警けい察さつも、暴ぼう力りよく団だん関係者もここをたずねてきた。そのたび彼女はしらを切り、『一年以上も会っていない』と噓うそをついた。


　通報すべきだ。でもそれができない。どうしたらいいのか、わからないのだ。相そう談だんする相手もいない。自分は同情にも値あたいしない、弱い人間だ。


　電話を手て放ばなし、途と方ほうに暮くれる。


　そんな彼女が凝ぎよう視しするのは、相良さがらと名乗る少年から渡された書しよ状じようだった。


　クルツ・ウェーバーの招しよう待たい状じよう。彼のバンドのシークレット・ライブ。期き日じつは来週の日曜日。


　夫のことを警察に通報しなければならないのは事じ実じつだ。だが、行こう動どうに移うつすのは、そのライブの後でもいいんじゃないだろうか。それまでは、なんとかいまの生活を続けた方がいいのでは？　それからでも、遅おそくはないはずだ。


　そう思うと、すこしだけ気分が楽になったような気がした。だがそれは、タバコや酒と同じ種しゆ類るいのものだ。彼女は似たような口実で、結けつ論ろんを何度も先さき延のばしにしてきた。いつも『これが最後だから』と自分に言い聞かせて。今度も同じだった。


　口実など、なんでもいいのだ。





　翌よく日じつ、宗介のところに椎しい原はら那津子から電話があった。


　授業中の彼が口を開くより先に、彼女はこう言ってきた。


『ふたつ確かく認にんしておきたいんです』


「どうぞ」


『本当に……彼はいまのわたしを知らないのね？』


「肯こう定ていです。彼は、あなたが今でも教きよう職しよくについていると思っている」


『彼は……本当に、いまでもギターをやってるの？』


　わずかに沈ちん黙もくしたあと、宗介は答えた。


「肯定です。相そう当とうな腕うでだ」


『わかりました。では、うかがわせてもらいます』


「感かん謝しやします」


『お礼なんて要いりません。これが最後でしょうし……』


　電話が切れた。


　宗介はすぐにメリダ島の衛えい星せい回かい線せんを呼び出し、マオにその旨むねを告げた。


『でかした。あんたにしちゃ、上じよう出で来きよ』


　マオが声を弾はずませる。


「問題ない。それから、ついでなのだが──」


　宗介はマオに、自分のアーム・スレイブ──〈アーバレスト〉の整せい備びについて、あれこれと専せん門もん的てきな要よう望ぼうを出しておいた。ここのところ、基き地ちに戻っていなかったので、気になることがいくつかあったのだ。


「──つまり、火か器き管かん制せいシステムの設せつ定てい時じも〝アル〟には触さわらないでおいてくれ。あいつの言う通りにしておいてくれればいい」


『わかった。伝えとく』


「頼たのむ」


　回線を切る。宗介は携帯電話を見下ろし、何度かうなずいた。


「あのね、相良くん……。いま、授業中なんですけど？」


　顔を上げると、目の前に英語担たん当とうの神楽かぐら坂ざか恵え里りが、しかめっ面つらで立っていた。周しゆう囲いの生徒たちの視し線せんも、彼に集中している。


「…………。先生。いまの会話を？」


「いいえ。あなたの私語なんて興きよう味みありません。ずいぶんと流りゆう暢ちような英語だとは思うけどね」


　宗介は胸をなで下ろした。


「よかった」


「なにがいいんです!?」


「最高機き密みつの話でしたので。聞かれたら先生を殺さなければなりませんでした」


　宗介はそれから三分間、恵里にこっぴどく説せつ教きようされ、昔の漫まん画がの小学生みたいに、バケツを持って廊ろう下かに立たされるはめになった。





「来るってさ」


　格かく納のう庫この片かた隅すみで、整せい備び兵へいとあれこれ相談をしていたクルツに、マオが言った。


「先生が？」


「うん。いまソースケと話してたの」


「？　なんだ、あいつ。きのう電話したときは変に歯切れが悪かったのによ。ちゃんと招待状、渡したのかね」


「大だい丈じよう夫ぶよ。……ったく、何から何まで人まかせにして。ちゃんとソースケにもお礼言うのよ？　いい？」


　クルツはしかめっ面で耳をほじる。


「わーってるよ。うるせーなあ、もう。だいたい、こんな僻へき地ちに基地がなけりゃ、全部自分でやってるよ。……あーあ、東京が恋しいぜ。ここには牛ぎゆう丼どん屋やもソバ屋もねえんだから。食堂もガイジン向けのメニューばっかだし」


「あんたもガイジンでしょうが」


　マオの指し摘てきに、クルツは肩かたをすくめた。


「俺おれは自分のこと、日本人だと思ってるよ。東京に戻ると、左側通行の車道やら、巨人の野球中ちゆう継けいやら──そういうの見て、ホッとするし。いや、俺はヤクルトファンだけどな」


「はあ」


「彼女に会ったことも、そうさ。元気そうだったし、いまでも先生やって頑がん張ばってるみたいだったし……」


　ふと、彼は目を細める。


「ちょっと化け粧しよう濃こくなってたけど、やっぱり綺き麗れいだった。なんか、妙みように嬉うれしかったよ。まだ独どく身しんみたいだったな」


「…………」


「どしたの、姐ねえさん？　やおら暗い顔して」


「へ？　いや、別に」


　首を小こ刻きざみにふるふると振ふったマオを見て、クルツはにんまりと笑った。


「なんだよー。まさか嫉しつ妬としてんの？　心配すんなよ。俺の愛は無む限げんだから。姐さんも俺のハーレムには、ちゃんと呼んでやるからさ。暗くなるなって、な？」


　いつものノリの軽口だとは分かっていたが、彼女は妙に腹が立った。


「…………。気楽なもんね、ったく」


「ん？」


「こっちのこと。それよりさっさと、仕事片づけてよ。今夜も練れん習しゆうするんでしょ？」


「おおっと、そうだった！　さっさと報ほう告こく書しよ書かねえと──」


　格納庫の出口へと駆かけていくクルツの背せ中なかを、彼女はため息混まじりに見送った。


（あんなに張はり切って……）


　見ていて、痛いた々いたしい。彼がなにも知ることなく、無ぶ事じに終わればいいのだが。





　演えん奏そうの当日──


　日曜日の昼前に、クルツたちを乗せた輸ゆ送そうヘリが調ちよう布ふ飛ひ行こう場じように到とう着ちやくした。


　実じつ際さいにライブをやる面メン子ツのほかにも、物もの好ずきな非ひ番ばんの隊員たちが、ぞろぞろと四〇人ばかりすし詰づめで同どう乗じようしてきた。彼らはライブの聴ちよう衆しゆう──つまりサクラだ。クルツが『カナメも聴ききに来るぜ』と言いふらしたら、大おお喜よろこびで付いてきた。長ちよう距きよ離りヘリの使用は、普ふ通つうの休きゆう暇かでは許ゆるされていなかったが、テッサが特とく別べつに便べん宜ぎをはかってくれた。


『ただし燃ねん料りよう代だいは、お給料から引いておきますからね？』


　仕事が忙いそがしくて遊びにいけないテッサは、こめかみをひくひくさせながらも、朗ほがらかにそう告げたのだった。


　ライブの会場になる店は、新宿から西に数キロの町の一角にあった。煉れん瓦が造りの外がい装そうに、ニューヨークの倉そう庫こ街がいを思わせる内装だ。天てん井じようは高く、調ちよう度ど類るいの品もいい。海外の有名なミュージシャンも、ここで演奏したことがあるらしい。


「わお」


　店内を見渡して、マオが口くち笛ぶえを吹いた。


「立りつ派ぱじゃん。なんでこんなとこに、コネあったの？」


　マオが聞くと、クルツは肩かたをすくめた。


「前にアルジェリアで仕事してさ。そん時、たまたま助けた日本人商社マンの親おや父じが、ここのオーナーだったんだよ」


「ふーん……。あんたも色々あったのね」


　ステージに据すえ付けたキーボードをいじりながら、彼女は鼻を鳴ならした。


「それで？　問題のセンセーはいつ来るんだっけ？」


　いまは一五〇〇時。演奏開始まで、あと二時間といったところか。サクラ役の非番隊員たちは、空き時間を利用して観かん光こうに出かけているので、店の中はがらんとしていた。


「じきに来るよ。いまソースケとヤンが迎むかえに行ってる。ベンツで」


「至いたれり尽つくせりね」


「まーな。礼は尽くさねえと。これも自じ腹ばらだぜ。『わ』ナンバーだって、気付かなけりゃいいんだけどなー」


「なにそれ？」


「『わ』のナンバーは、レンタカーなんだよ」


　そのおり、一人の少女が店に踏ふみ込んできた。千ち鳥どりかなめである。


「ちーっす！」


「おっ。いらっしゃーい」


　手を振ったマオに、ぴっと軽めの敬けい礼れいを送って、かなめは店内を見回した。
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「うわー。なんか、すごいカッコいいお店じゃない。タダでいいの？　マジで？」


「飲み代はクルツにツケとくから」


「うん、わかったー。じゃあさっそく、ウーロン茶くださーい」


　かなめが陽よう気きに言った。





「クルツの気持ちは、よく分かるんだよ」


　慣なれないメルセデス・ベンツの運転席で、ハンドルを握にぎったヤン伍ご長ちようがぼやいた。


「こういうイベントも楽しいもんさ。協力も惜おしまない。でも……僕の仕事って、なんか、こんなのばっかりだ。確たしかアッシーていうんだよね……」


「よくわからんが、急げ。二つ目の角を右だ。予定から一〇分遅れている」


　カーナビのパネルをつつき、助じよ手しゆ席せきの宗介が告げた。


「はいはい……ん？」


　ヤンが車を減げん速そくさせた。道路の先に、回転する赤せき色しよく灯とうが見えたのだ。


　地元の警けい察さつのパトカーだった。


　道どう路ろの脇わきに立っていた制服警官が、こちらに『止まれ』と指し示じを出す。


「どうする？」


「俺が話す。向こうの指示に従したがえ」


　たいして広くもない車道の路ろ肩かたに、宗介たちは停てい車しやした。言われたとおりにヤンが偽ぎ造ぞう免めん許きよ証しようを提てい示じしてから、宗介がたずねた。


「なにか事件が？」


「君たちには関係ない。行っていいよ」


　ぞんざいな口く調ちようで警官が言った。


　宗介たちの車は早々に、警官の前を離はなれた。目的地のアパートの近くまでくると、その周しゆう辺へんにパトカーが集中的に停とまっているのが見えた。


「停まるな。そのまま通り過すぎろ」


「ああ」


　さすがにヤンも、こういうときは冷静だ。あわても騒さわぎもせずに、近くの通りをゆっくりと走りすぎていく。


　たくさんの赤色灯。野や次じ馬うまと無む線せんの入り混まじった雑ざつ音おん……。


「──どうなってるんだ？　目的地って、さっきのアパートだろ？」


「そうだ」


　答えながら、宗介は後部座ざ席せきに置いてあった鞄かばんから高こう性せい能のうのデジタル通つう信しん機きを取りだした。スイッチを入れ、あれこれといじっているうちに、彼の顔はみるみる曇くもっていく。


「警察無線を傍ぼう受じゆした」


「で？」


「招待客と、その夫が追われている。警官に発はつ砲ぽうして重傷を負わせ、いまも逃とう走そう中ちゆうだ」





　時間の問題だったのだ。


　着飾って、化粧して──出かける仕し度たくをしているときに、玄げん関かんのチャイムが鳴った。


　那津子が出ると、黒い手て帳ちようを持った男が二人、射いるような眼がん光こうで彼女の前にいた。男たちと彼女が二言三言、話しているうちに、夫が隠かくし持っていた拳けん銃じゆうで、彼らを撃うっていた。


　刑けい事じが倒れた。


　もうひとりの刑事にも、夫は撃った。刑事は左腕を押さえながら、その場から逃げた。


　その後の夫の興こう奮ふんの仕し方かたといったら。


（──やっぱりあのガキがチクった）


（──おまえのせいだ）


（──逃げるんだ。おまえも来い）


　那津子の説せつ得とくなど、無む意い味みだった。彼は彼女の手首をつかみ、アパートから逃げ出した。


　あちこちから聞こえてくる、パトカーのサイレン。追ってきた制服警官に発砲。また重傷を負わせる。


　おしまいが来たのだ。


　走って。走って。


　逃げられるわけもないのに。


　彼女は手首を引かれるまま、商店街の一角の雑ざつ居きよビルに駆け込んだ。年とし老おいた警けい備び員いんを人ひと質じちに、ビルの八階のオフィスに侵しん入にゆうし、その場で籠ろう城じようする。


　周しゆう囲いには警官が数十名。


　夫──もう何の感情も抱いだくことのない男は、ののしり声をあげて、オフィスの机つくえを蹴け飛とばしていた。


　こんな結末だろうとは思っていた。すべて、自分の優ゆう柔じゆう不ふ断だんが招まねいた結果だ。


　だが、しかし。よりにもよって、きょうでなくても良かったのに。


　いつの間にか、自分はきょうのことを楽しみにしていた。どんな格かつ好こうで、彼のライブに行こうかと、あれこれ考えていた。花はな束たばを買っていこうかと思い立ち、彼の喜ぶ顔を想そう像ぞうしていた。


　馬ば鹿かだった。やっぱり、自分は彼とは住む世界がちがうのだろう。


　彼女は、もう二度とは会えないだろう少年の名を思った。





「うん。……そう。わかった。こっちはあたしに任まかせて。じゃあ」


　マオは宗介からの電話を切った。


　まいった。発砲沙ざ汰たで、籠城とは。


　なにかヤバそうな気はしていたが、その『先生』の境きよう遇ぐうが、ここまでひどい状じよう態たいだとは、思ってもみなかった。


　聞けば、大おお勢ぜいの警官に包ほう囲いされているらしい。もはや打つ手なしだ。日ひ頃ごろから対テロ作戦を遂すい行こうしているマオたちでも、彼女を救う手しゆ段だんはない。


　なるようになる、もう忘れよう──薄はく情じようだが、そう結けつ論ろんするしかなかった。宗介とヤンには口止めをして、内うち輪わのささやかなライブをやって、隊たいの連れん中ちゆうを楽しませてから、さっさと基き地ちに帰るべきだ。


　マオは『親しん戚せきの不幸で彼女は来ない』とクルツに告げようと思っていた。伝でん言ごんを預あずかったと言って、あれこれとそれらしい文もん句くを伝えるのだ。やれ『本当にごめんなさい』だの、『大好きなクルツくん、ずっとあなたを応おう援えんしてるわ』だの。そうして、自分からも『まあ、仕し方かたないじゃない。きょうは部隊の連中にサービスしてやんなよ』などと言って、背せ中なかを叩たたいてやる。


（うん、それで行こ……）


　マオはうなずきながら、ステージ裏うらの控ひかえ室──物もの置おきを改かい装そうしただけのスペースに向かった。開始まであとちょっと。クルツはその控え室にいるはずだった。


　扉とびらの前で、ぱちんと自分の両りよう頰ほおを叩いて、無む理りに元気な顔を作る。


（よっし……）


　戸を開ける。


「ねえ。さっきソースケから連れん絡らくがあって。あの先生のことなんだけど。どうも──」


　マオに背を向け、クルツは部屋の隅すみのテレビを見ていた。


「……クルツ？」


　彼は返事をしなかった。身じろぎひとつせず、民みん放ぽうの五分間ニュースを見ていた。


『──です。発砲事件を起こしたと見られるのは、住所不定・無む職しよくの幸田史朗容よう疑ぎ者しや二五歳と、椎原那津子容疑者二九歳とのことです。幸田容疑者は新宿区で起きた発砲事件の重要参さん考こう人にんとされており、警察もその行方ゆくえを追っていました。両容疑者はビルの八階に、人質をとって籠城している模も様ようです。現在も捜そう査さ員いんが説得を試こころみていますが──』


　その番組は、ごていねいに二人の写真まで流してくれた。


　やがてニュースは終わり、ＣＭに入る。


　一四インチのおんぼろテレビが、一いつ切さい合がつ財さいをぶちまけてしまった。


「なんだ、こりゃ」


　しばらくしてから、クルツがぽつりと言った。背中を向けたままなので、マオには彼の表情が読みとれなかった。


「クルツ……」


「……冗じよう談だんにしちゃあ、たちが悪いし、笑えもしない。俺は体たい調ちよう万ばん全ぜん。錯さく乱らんもしてねえし幻げん覚かくも見てねえ。酒もクスリもやってねえ。……するってえと、こりゃマジか」


　抑よく揚ようのない声だった。


　マオが黙だまっていると、彼は繰くり返した。


「なあ。マジなのかよ」


「そうよ」


　クルツは半身をわずかに回し、すぐそばの鏡かがみに目を向けた。冷ややかな視線で、鏡の中の自分を眺ながめてから、


「……だっせえ」


　と、吐はき捨すてるように言った。


　自分の道どう化けっぷりに突とつ然ぜん気付き、ほとほと嫌いや気けがさしたような横顔だった。甘あまいまどろみからたたき起こされて、不ふ機き嫌げんにうなるような──そんな声だった。


　長い沈ちん黙もくのあと、彼は言った。


「知ってたんだな？」


「ええ。ソースケとあたしだけね」


　マオはかいつまんで、真しん相そうを彼に話した。いまの那津子の境遇、どんな男と一いつ緒しよにいるのか……。クルツは冷静を装よそおって話を聞いていたが、ふと、


「なぜ黙ってた。なぜ助けなかった」


　と、険けんのある声で言った。


「こんな事になるとは……思わなかったから。彼女は『干かん渉しようしないで』と望のぞんでたし──」


「俺が知ってりゃ、手をさしのべた」


「だめよ。彼女はあなたに知られるのを、いちばん恐れてたの。だから──」


「勝かつ手てに決めるな」


「ねえ、クルツ。あたしが心配してたのは、あなたの──」


「うるせえ！」


　クルツは力任せに、目の前のテレビを横よこ殴なぐりに薙なぎ払はらった。床ゆかにぶつかったブラウン管が、けたたましい音を立てて割われる。


「あんたは俺のオフクロか!?　なにもかも分かったようなツラしやがって。バカにしてんじゃねえ！　ガキ扱あつかいかよ。『かわいそうに』とでも思ってたのか？　うかれてる俺を哀あわれんでたのか!?　ええっ!?」


　怒ど鳴なり、肩で息するクルツ。マオは暴あばれる相手に動どう揺ようしたそぶりさえ見せず、静かに彼を見つめていた。


　辛しん抱ぼう強く待ってから、彼女は言った。


「立場が逆ぎやくだったら、どうしてた？」


「…………」


「あたしが昔の男に、いいところ見せようとして、うきうきしてたら。その男が、実はどん底の人生送ってたとしたら。あなたはどうする？」


「それは──」


　クルツはうつむき、けっきょく、苦しそうに認みとめた。


「わかってるよ。あんたの言うとおりだ。そんなことはわかってるんだよ。くそっ」


　安物のパイプ椅い子すに腰こしを落とし、うなだれる。金色の長ちよう髪はつが真下に垂たれて、彼の顔を覆おおい隠かくした。


　マオは彼のそばまで歩いていって、そっと肩に右手を置いた。


「一人になりたい？」


「ああ。……いや」


　うなだれたまま、彼女の細い指に手を伸ばし、きゅっと握にぎり返す。


「すこしだけ、このままでいてくれねえかな……」


「うん……」


　いつものセクハラみたいに、肩やら腰やらを触さわってくるのとは、全然ちがう感かん触しよくだった。ためらいがちで、力が弱く、すこしおびえるような──そんな握り方だ。


　彼女は、はじめて彼に触ふれた気がした。


　なぜ自分は、しばしばクルツ・ウェーバーを『こわい』などと思っていたのだろう？　いまでは、そんな自分が信じられなかった。


　何分がたっただろうか。


　やがて彼は独ひとりごとのように言った。


「カッコ悪すぎだよな。……俺、あの先生に会ってさ。なんか……戻れるんじゃないか、って思ったんだよ。ギターやって、彼女がほほえんでくれて、そんな世界。そういう実感が手に入ったら、本気で宗しゆう旨し替がえもできるんじゃねえかな、ってさ」


　もちろん未み来らいはわからない。だが、それは可か能のう性せいの問題だ。


「因いん果がなもんだよ。なんで彼女が……。俺って女運、悪いのかな」


「だとしたら、日ひ頃ごろの行いのせいね」


「ずばり言うなあ……」


　彼が顔を上げた。泣いていたわけではないようだった。涙なみだの痕こん跡せきなど微み塵じんもない。


「で、どうするの？」


「ん……。クサい青春ドラマだったら、このあと一世一代のライブをやるんだろうな。そこのステージじゃなくて、彼女に聞こえるようなロケーションで。せつない思いを唄うたにこめ、彼女の胸を熱あつく揺ゆさぶる……と。カッコいいかもな」


　冗談めかして、クルツは言った。


「だが、おまえは音楽家ではない」


　新たな声。


　戸口に宗介が立っていた。


「ソースケ？　もう戻ったの？」


「肯定だ。つい先ほどな。なにがあったのかは知らないが──クルツ──おまえの友人を二人連れてきた」


　宗介は両手にそれぞれ持っていたものを、軽々と掲かかげて見せた。


　左手には、表のステージから持ってきたギター。


　右手には、ドイツ製の高こう性せい能のうライフル。


「どちらと出かける。選ぶといい」


「…………」


　クルツはそっとマオから手を放すと、自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑いながら、立ち上がった。


「やれやれ……。粋いきな計はからいだとは思うけどな。きょうはおまえが死神に見えるぜ」


「それがこの道だ。……まだ答えを聞いていないぞ」


「決まってるだろ」


　クルツはそれをつかんだ。





　偶ぐう然ぜんに逃げ込んだ場所とはいえ、そこは籠ろう城じようするのに好こう都つ合ごうな場所だった。


　周しゆう囲いの市街の中では、いちばん高いビルの最上階。非ひ常じよう階かい段だんの扉とびらは頑がん丈じようで、爆ばく薬やくか散さん弾だん銃じゆうでも使わない限りは破やぶることができない。


　警察がここに突とつ入にゆうしたければ、それ相そう応おうの訓くん練れんを受け、火器で武ぶ装そうした精せい鋭えいチームを派は遣けんするしかないだろう。銃を持ち、興奮した男を制せい止しするためには、発砲もやむをえないことかもしれない。


　もちろん、那津子にはそんな事じ情じようなど知りようもないことだったが。


「ふざけやがって！」


　彼女の夫は興奮していた。口こう角かく泡あわを飛ばす勢いきおいで、悪あく罵ばを連発する。


「なんで俺ばかりこんな目に遭あうんだ？　よってたかって追い回しやがって。……もっとタチの悪い野郎なんて、いくらでもいるじゃねえか。そういう奴やつらを捕まえてりゃいいってのによ。え？　どうなってるんだよ!?」


　無む抵てい抗こうの老警備員を、彼は蹴けり飛ばす。人質は身を硬くして床の上に丸まり、けなげに悲ひ鳴めいをこらえていた。


「やめて。この人は関係ないでしょう!?」


　自分の体を覆い被かぶせ、老警備員をかばう那津子。その彼女にも、男は容よう赦しやない暴力を加えた。


「ふざけるな！　いまさら善ぜん人にんぶってんじゃねえよ!?　全部おまえのせいなんだぞ!?」


「っ……！」


「デカを撃っちまったのも！　警察に見つかっちまったのも！　俺がカネを稼かせごうと必ひつ死しになったのも！　全部だ！」


　身み勝がつ手て、責せき任にん転てん嫁か、現げん実じつ逃とう避ひ……そんなことを言っても無む駄だだった。この男は救いようのない負け犬なのだ。


　どうして自分は、こんな男をほんの一時でも愛してしまったのだろう？　いや、愛したと錯さつ覚かくしたのだろうか……？


　いったいどこで、自分はなにを見み誤あやまってしまったのだろうか？


　もうわかっていた。自分の弱さが招まねいたことだ。自分はなにもかも中ちゆう途と半はん端ぱだった。教職も、音楽も、恋愛も。すこしでも壁かべにぶつかると、ほかの世界に自分は逃げた。戦う勇気を持てなかったのだ。


　その挙あげ句くが、この地じ獄ごくだ。


　一〇も年下の少年から見れば、自分は成せい熟じゆくした大人の女に見えただろう。あの生徒の自分への気持ちは、滑こつ稽けいなまでに哀かなしかった。だが彼は知らない。違うのだ。その羨せん望ぼうはただの虚きよ像ぞう。退たい屈くつで、弱虫で、自信のない女──それが本当の自分なのに。


　たとえ一流になれなくても、負けるとわかっていても、戦うべきだった。自分のために。自分が納なつ得とくするために──


「那津子っ!!」


　男の怒鳴り声で、彼女はわれに返った。


　オフィスの卓上の電話が、耳みみ障ざわりな電子音を奏かなでていた。


「出ろっ！　話せっ！　俺の注意を逸そらす作戦かもしれねえからなっ……！」


　銃を握り、窓まどや出入り口を見回し、男が言った。那津子はのろのろと立ち上がり、受話器を手に取った。


　雑ざつ音おんの向こうで、だれかが言った。


『あー、警視庁の藤田です。お待たせしました。さきほどお話しした、そちらのご希き望ぼうの件なのですがね──もしもし？』


「はい……」


『あれ。聞こえますか。──おい、つながってないんじゃないのか？　すみません。どうも回線の具ぐ合あいが──』


　ノイズがひどくなった。ぶつん、と音が切れてから、打って変わってクリアーな沈黙がやってくる。


『…………』


「……あの？」


『椎原先生？』


　さっきまでとは別の男がたずねた。よく覚えている声だった。


『聞こえるね、先生』


「う……ウェーバーくん？」


『ああ。俺だよ』


「ど、どういうこと？　わたしいま、警察の人と──」


『そっちの回線は、仲間が眠らしてる。安心しな。だれも聞いてないよ』


　湖こ水すいのように静かな声だ。


　わけがわからなかった。なぜこの場に、彼が割り込んでくるのだろうか？　警察に呼ばれたわけではなさそうだ。だとしても、ただのギタリストの彼が、いったいどうやってここに？


『これから、そこの茶ちや髪ぱつのクソ野郎を黙らせてやるからな。あんなビクビクして……見てられねえぜ。これだから素しろ人うとはよ』


　ここはビルの最上階だ。窓の外を見ても、近くに同じ高さの建物はない。この部屋を視し界かいに収めることはできないはずだ。せいぜい、ずっと遠くに、マッチ棒ぼうくらいにしか見えない高層マンションがあるくらいだが──


「こ、ここが見えるの？　ウェーバーくん、いったいどこから……」


　彼は答えた。


『世界でいちばん遠い場所だよ……』





　現場から一キロ離はなれた、建けん設せつ中ちゆうの高層マンション。夕焼けに照てらされ、無数の鉄てつ筋きんと建けん築ちく資し材ざいが影を落とす一角に、クルツは横たわっていた。


　臥ふせ撃うちのポジションだ。狙そ撃げきライフルを抱だくようにして、その銃口を標的へと向ける。


　鋼こう鉄てつと、プラスティックの感かん触しよく。


　12倍のスコープから望む彼女の姿すがた。


　世界でいちばん遠い場所──ふと出た言葉だったが、ある意い味み、その通りだった。それは狙撃用ライフルの常じよう識しき的てきな射しや程てい距きよ離りを、はるかに超こえている。一流の腕を持つ狙撃兵でも、条じよう件けん次し第だいで当たるか、当たらないか……という距離だ。


　いや。物ぶつ理り的てきな距離だけではない。


　彼女と自分の距離は、もはや救いがたいほど、遠く、おぼろで──


「先生……」


　クルツは無む線せん機きに呼びかけた。


「白はく状じようするよ。俺……本当はさ、もう、何年もギターやってなかったんだ」


『え……』


「あの空港の爆ばく弾だんテロで、家族がみんなくたばっちまって……あのあと、俺、仇かたき討うちみたいなことやろうとしてさ。しばらく中東にいたんだ。そこでいろんなことを覚えた。いろんな──武器の扱い方をね」


『ウェーバーくん？　なにを……』


「中でもライフルが最高だった。天てん賦ぷの才、ってやつだな。二年もたたないうちに、だれも真ま似ねできない腕前になったよ。……だから、先生。俺、もうギターやってないんだ」


『…………』


　当とう惑わくした声。クルツはライフルの銃じゆう床しようを固定し、その機き構こうと一体化し、ひとつの精せい密みつ機き械かいとなった。


「これから旦だん那なを、すこしの間、動けないようにする。その間に、人質の爺じいさんを連れて逃げるんだ」


『う、ウェーバーくん？　よくわからないわ。それに、わたし、そんなことできない』


「できるさ」


　まったくの素人にとっては、たったそれだけでも荷にが重い……それはわかっていた。だが、それができなければ、自分はあの男を射しや殺さつするよりほかない。手にした拳銃をはねとばすような芸げい当とうは、テレビドラマの中だけでの話だ。いや、それすら可か能のうな技能を持つ自分だったが、今度ばかりは難むずかしい。


　あまりにも、距離がありすぎる。


『無む理りよ』


「勇気を出して、先生。戦うんだ」


『……戦う？』


「そう。一度だけでいい。俺のために戦ってくれよ」


『え……』


　そのとき、男が大おお股またで近付き、彼女から受話器を奪うばい取った。


『貸せ！　なにをコソコソ喋しやべってやがる!?』


『あ──』


　それが、クルツが聞いた最後の彼女の声だった。『さようなら』の一言さえ、告げるゆとりはなかった。その声を耳にすることは、彼の生しよう涯がいでもう二度となかった。


『なにを話してやがった!?　おかしな真似しようってんじゃねえだろうな！　え!?』


「てめえか。彼女の男ってのは……」


　スコープの中の十字線が、呼こ吸きゆうに合わせて微び動どうする。上へ。下へ……。


　一キロ先の男の頭に、弾だん丸がんを叩きこむのは簡かん単たんなことに思えた。いちばん容よう易いで、いちばん心ここ地ちよい選せん択たく。


　だが、彼はこう告げた。


「お望みのものを用意したぜ。窓の外を見てみろよ」


『……なに？』


　スコープ越ごしに、男の顔がこちらを向いた。


「ビルの下だよ。確かく認にんしてみてくれ」


　怪け訝げん顔がおで、男が窓に近付いてくる。


　そう。そうだ。前に出ろ。もっと前だ。窓に近寄れ。そう。いい子だ……。


『なにもねえぞ。いったい──』


「よく見な。もっと下」


　男が動いた。


　最良の角度。


　クルツはトリガーを引き絞しぼった。


　薬室の中で火薬が爆ばく発はつし、弾丸が高速で撃ち出された。理り想そう的てきな弾だん道どう。無数の民家や道路、警官隊や野次馬のはるか頭上を飛ひ翔しようし、標的のビルの最上階へと飛び込んだ。


　男の眼前の窓に、七・六二ミリ弾だんが命中する。弾丸そのものは、ぎりぎりで男の頭部をそれ、部屋の奥の壁かべに当たって潰つぶれた。


　だが、放ほう射しや状じようにひび割れた窓ガラスが、細かく鋭するどい破は片へんとなって、男の顔面に襲おそいかかった。


　すべて計算ずくの射しや撃げきだ。


『…………っう!!』


　スコープの中で、男が受話器を放ほうり出し、両目を押さえてうずくまる。その向こうで、那津子がうろたえ、立ちすくんでいた。


「さあ、はやく……」


　那津子は逃げない。


「逃げるんだ、先生……」


　その声はもう届とどかない。


「先生……！」


　那津子が動いた。


　事じ務む机づくえの角に腰を打ち付け、よろめきながら、彼女は人質に駆かけ寄る。老人をもたもたと助け起こし、部屋の扉へと歩いていく。


　もどかしく、遅ち々ちとした移い動どうだったが──照しよう準じゆんの向こうの彼女は、たしかに戦っているように見えた。


　男が両目を拭ぬぐい、顔を上げる。なにかを怒鳴っている。まだ見えるようだ。男が那津子に向かって、銃口を向ける。


「…………！」


　もはや是ぜ非ひもない。


　クルツはその背中めがけて、二発目を撃った。一キロ彼方かなたで、男が前のめりに倒れるのが見えた。


　人質の手を引き、那津子が扉の向こうに消える。遠く、小さな後ろ姿。


　それが椎原那津子を見た最後だった。





「殺したのか？」


　クルツのかたわらで、無線機をいじっていた宗介が言った。もう夕方で、彼らのいる工事現場には、冷たい風が吹き抜けている。


「ん……いや」


　ライフルのスコープから目を離はなし、クルツは言った。


「肩けん胛こう骨こつの上あたりに当たった。たぶん、助かるだろうな」


「そうか」


　宗介は、これといった感想もない様よう子すだった。


「……傍ぼう受じゆした。いま警察が踏ふみ込んだようだ。彼女と人質は無ぶ事じ保ほ護ごされるだろう。ゲームセットだな」


「ああ」


　床に転がった二つの空から薬やつ莢きようを拾って、クルツは立ち上がった。気のない手つきでライフルをケースにしまい、ジャケットから、よれよれになったタバコを一本取り出す。


「なあ、ソースケ……」


「なんだ？」


　ちょっと考えてから、クルツは言った。


「カナメのこと、大事にしてやれよ」


「……いきなり、何の話だ」


「うるせえ。そういうときは『そうだな』とか『わかった』とか言ってりゃいいんだよ」


「そうだな。わかった」


　クルツは顔をしかめ、ライターを探してポケットをまさぐった。


「火ィあるか」


　宗介がオイル・ライターを差し出した。手のひらで風から火を守って、タバコを一息、大きく吸すう。


「うまいのか？」


　宗介がたずねる。


　クルツは一度、にっと笑った。


「いや。まずい」


　宗介は相あい棒ぼうの横顔をじっと見つめていたが、やがて無線機の入ったバッグを担かついで、こう言った。


「行こう。マオや千鳥が待っている。今夜はあの店で、盛せい大だいに宴えん会かいをやるつもりらしい」


「そうかい」


「みんな喜んでいる。すべておまえのおごりだそうだからな」


「…………。まあ、いいよ。そういう筋すじだもんな。出すよ。くそっ」


　建設中のビルの外に、タバコを放り捨てる。


　夕ゆう闇やみの中、煙けむりの尾おを曳ひいて、タバコはゆっくりと眼下に落ちていった。
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　けっきょくその晩、いちばん飲んで食って騒さわいだのはクルツ本人だった。かなめや部隊の女性隊員に抱だきついてセクハラして、男たちからしばき倒され、いつにも増まして冷れい淡たんな宗介に撃うち殺されそうになったりした。


　べろんべろんに酔よっぱらって、動けなくなって、意い識しきを失う直前──


（バカ。……でもまあ、今夜だけは大目に見てあげる）


　だれかがクルツのブロンドをやさしく撫なでて、そう言っていた。







［了］













　エド・サックス中ちゆう尉いのきわめて専せん門もん的てきな戦い










　俺の職場の話をしよう。


　西太平洋の絶海に、ぽつんと浮かぶこのメリダ島──〈ミスリル〉の西太平洋戦隊基き地ちは、亜あ熱ねつ帯たい気き候こうに分ぶん類るいされている。とりわけ雨う期きのころは、一日に数度は突とつ然ぜんのスコールが降ふり注そそぎ、地下に設もうけられた安やす普ぶ請しんの基地に大量の雨あま漏もりが発生しやがる。


　この気候は頭痛の種だった。収しゆう容ようされているアーム・スレイブの電子部品が、誤ご作さ動どうを起こす原因になることが多いからだ。


　もちろん、〈ミスリル〉に様々な兵器システムを提てい供きようしているジオトロン社やロックウェル社、ロス＆ハンブルトン社などの技術屋たちは、こう言うだろうな。


『そんなはずはない。高度にユニット化されたＭ９系列の部品は、それぞれ過か酷こくな環かん境きよう下かでの動作テストを数百時間にわたって実じつ施しされている。それはまず間違いなく、ヒューマン・エラーだろう』


　……だのと。


　おそらく連中の想定する『過酷な環境』ってのは、エアコンが壊こわれたオフィス・ビルくらいのことを言うんだ。すくなくとも奴やつらは、暑苦しい熱ねつ風ぷうの吹き抜けるミャンマーの熱ねつ帯たい雨う林りんや、魂たましいさえも凍いてつかせるシベリアの大地で、黙もく々もくと働く兵器と、それを操あやつる兵士たちのことは考えたことがないのだろう。


　そうでなければ、俺おれの仕事がこうも増えるはずがないからな。


　俺は、エドワード・〝ブルーザー〟・サックス中ちゆう尉い。


〈ミスリル〉作戦部、〈トゥアハー・デ・ダナン〉戦隊、兵へい站たんグループ第一一整備中隊の指し揮き官かんだ。俺が責任を持つ中隊は、おもにアーム・スレイブＡＳの整備を担たん当とうしている。


　もっとも、俺を将しよう校こうらしく扱あつかう兵はほとんどいない。『サー』呼ばわりされると、背せ筋すじがむず痒がゆくなるってもんだよ。尉官になった最初のころは得意顔だったが、いまは反対だ。『サー』を付けて俺に話す奴は、とりあえず尻しりを蹴け飛とばすことにしている。


　通り名は〝ブルーザー〟だ。なんでも、二メートル近くある俺の体格と、たっぷり蓄たくわえた黒いあごひげが、どこぞのプロレスラーにそっくりらしい。


　もっとも俺は、プロレスラーなんぞになろうと思ったことは一度もない。これでもインテリなんだぜ。学士さまさ。陸軍時代、夜学でな。こいつは俺の自じ慢まんの一つだ。


　生まれはフロリダの貧乏白人プアー・ホワイトの家だった。親おや父じはアル中で、俺が一三のときに手て前めェのリボルバーで頭撃うち抜いて、死んじまった。


　兄あに貴きは強ごう盗とうの常じよう習しゆう犯はんで、ム所とシャバとを行ったり来たり。姉貴はどーしようもねえ淫いん売ばいで、俺が一六のときに家を出ていった。それきり音信不ふ通つうだが──風の噂うわさじゃ、二、三本のポルノに出演してから、どこぞの金持ちと結婚したらしい。


　ろくでなしの家族の話なんぞしてもしょうがねえな。──おっと、ママは元気だ。ママは最高さ。年に二度、別れたワイフから二人のガキを預あずかって、ママのミートパイを食いに里帰りするのが、俺の最高の楽しみだ。


　俺は一八のときに陸軍に入って歩兵をやってたんだが、二二のとき作戦中に大おお怪け我がをして、肩の障しよう害がいを理由に除じよ隊たいされそうになった。ほかに食うあてがなかったんで、気の弱い軍医を脅おどして軍に居い残のこり、整備兵になった。


　どうやら俺には、機き械かいいじりの才能があったようだ。いろいろと経験して、腕うでを上げていくうちに、俺はＡＳ整備兵としてわりと名前が知られるようになった。


　信じられるかい？　薄うす汚ぎたない町でぶらぶらするだけのガキだったこの俺が、最さい先せん端たんのハイテク兵器を任されるようになったんだぜ。それも攻こう撃げきヘリや戦車じゃねえ。次世代型のＡＳだ。大だい出しゆつ世せだよ。


　ただ……まあ、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだと思っていた陸軍時代、厄やつ介かいなトラブルが起きてな。そのせいで、俺は軍から放り出されちまった。そこに折良く、〈ミスリル〉から誘さそいがきたってわけだ。


　そうして、俺はいまこのメリダ島にいる。蒸むし暑くてメシのまずい、ママのミートパイから何万マイルも離はなれたこの島にな。





　俺がはじめてアーム・スレイブＡＳって代しろ物ものに触さわって、もうかれこれ一〇年くらいになるか。たぶん、この畑じゃあ、俺は最さい古こ参さんの部ぶ類るいに入るだろう。


　なにしろＡＳは歴史の浅い兵器だ。世界最初のＡＳ、Ｍ４が、レーガン時代のアメリカ軍で発表されてから、まだ十数年しかたっていない。だというのに、この全高八メートルの『着る巨人機械』は、いまやすさまじい運動能力と知覚力、そして図ず抜ぬけた攻撃力を獲かく得とくするに至いたっている。


　特に俺が面めん倒どうをみているこヽいヽつヽ、Ｍ９〈ガーンズバック〉は特別だ。最さい新しん鋭えいの中の最新鋭。俺がもといた米軍でも、実じつ戦せん配はい備びは当分先だと言われている。


　それまでのＡＳに比くらべて、Ｍ９のどこが優すぐれているか──それを一口に説明するのは難むずかしい。


　だが、まず俺が挙あげるとするならば、それは『核融合電池パラジウム・リアクターによる完全な電気駆く動どう』ってことになる。


　ＡＳってのは、人体の構こう造ぞうを真ま似ねてスケールアップした機械だ。肩かた、肘ひじ、股また、膝ひざ、足首……そうした関かん節せつ部分を動かす『筋きん肉にく』は、電気で収しゆう縮しゆくする、特とく殊しゆな形状記憶プラスティックでできている。これは『電磁筋肉ＥＭＭＵ』または『マッスル・パッケージ』なんて名前で呼ばれている。


　ところがこの電でん磁じ筋きん肉にくは、瞬しゆん発ぱつ力りよくには優れていても、出力パワーについてはちょっと限げん界かいがあった。Ｍ６〈ブッシュネル〉や、ソ連のRk─92〈サベージ〉などの『第二世代型ＡＳ』までがそうだ。だからその出力不足を補おぎなうために、動どう力りよく源げんのエンジンの回転力を、上手に取り出して関節に伝える機き構こうが設もうけられていた。頑がん丈じようなパイプとオイルを使ってトルクを伝えるこの仕し組くみは、専門的には『流体継手フルード・カツプリング』と呼ばれているんだが──それ自体は、ＡＳが最初というわけじゃない。ほかの機械でも、昔から応用されていた技術だ。ただ、ＡＳの場合はそれがえらく複ふく雑ざつで、精せい度どの高いものになっている、ってことだ。


　ともかく第二世代型までのＡＳは、電磁筋肉と油ゆ圧あつ駆く動どうの二つを組み合わせて動いている。それを上手に制せい御ぎよするのは、それだけでも大変な技術なんだが……かといって理り想そう的てきなシステムでもなかった。


　なにしろ重たい油圧駆動の仕組みを積つんでいるせいで、それまでのＡＳは、それだけ余よ計けいに重量がかさんでいた。部品構こう成せいも複雑になるので、その整備は──そりゃあもう、大変なものだった。


　新世代型ＡＳのＭ９〈ガーンズバック〉は、そうした油圧駆動と電気駆動の併用バイナリー方式が要いらなくなった、最初のＡＳだ。


　Ｍ９の外見──スマートで、引き締しまった体つきは、好みが分かれるかもしれない。それまでの第二世代型ＡＳに比くらべて、Ｍ９はえらく華きや奢しやでひ弱そうに見える。だが、それには秘ひ密みつがあるんだ。


　素そ材ざい系けいの技術が発達し、高出力・高反はん応のう速そく度どの電磁筋肉が完成したおかげで、Ｍ９はそれまでの油圧駆動系を積つんでいない。電磁筋肉の収しゆう縮しゆく力りよくだけで動いているんだ。


　わかるか？　つまりそれだけ劇げき的てきに軽く、シンプルになった、ってことだ。Ｍ６よりもはるかに贅ぜい肉にくを落として、しかも前より力持ちになった驚きよう異いの機き体たい……それがＭ９だ。


　Ｍ９は、Ｍ６に比べてとんでもなく身軽になった。片手で逆立ちをすることくらい、朝飯前だ。その跳ちよう躍やく力りよくは、すさまじいの一語に尽つきる。こいつの戦せん闘とう機き動どうを目まの当たりにすると、ショー・コスギのニンジャ映画か、ジェット・リーのカンフー映画でも見ているような気分になる。これ以上運動性をアップさせても、使える人間がいるはずない……とまで言われているほどだ。


　機体のスペースにも余よ裕ゆうができたから、たくさんの装そう備びを積むことが可か能のうになった。不ふ可か視しモード付きの電磁迷彩ＥＣＳや、内ない蔵ぞう式しきのウェポン・ベイ、贅ぜい沢たくなほどのセンサー類、余裕を持って設計された駆動系……。すべて、完全電気駆動の恩おん恵けいだ。


　しかもＭ９の電磁筋肉は、防ぼう弾だんベストに使われる超アラミド繊せん維いとよく似た機き能のうも兼ね備えている。つまり、筋肉が装そう甲こうの役目も果たしているんだ。おかげでＭ９は、Ｍ６以上のタフさを獲かく得とくしている。


　ありていに言ってＭ９〈ガーンズバック〉は、それまでのＡＳとは、まったく違う兵器といっていいだろうな。戦闘機でいったら、レシプロ機とジェット機くらいの差がある。Ｍ４などの『第一世代型』は第一次大戦中の複ふく葉よう機き。Ｍ６などの『第二世代型』は第二次大戦中の単たん葉よう機き。そして『第三世代型』のＭ９は、超ちよう音速ジェット機……といったところか。


　しかも革かく新しん的てきなステルス性を持ち、敵てきに圧あつ倒とう的てきな奇き襲しゆうをかけることができる。発達したＡＩシステムのおかげで、操縦者オペレータは戦闘に専せん念ねんできる。


　そういうわけで、Ｍ９が『強い』のには理由がある。マンガや映画の中のヒーロー兵器みたいに、ただ単に『素す速ばやい』だの『重じゆう装そう甲こう』だのってわけじゃない。新技術に裏うら打うちされた、確かな戦場での『優位』を保ほ有ゆうしている──それがＭ９〈ガーンズバック〉という機き体たいだ。


　いや、『優位スペリオリテイ』ではなく『覇権ドミナンス』といってもいい。それほどに強力な機体なのだ。


　……だというのに。


　どうしてうちのガキＳＲＴどもは、作戦に出るたび、ああも派は手でに、機体をぶっ壊こわしてくるんだろうな……？　つい先日のミッションの後も、そうだった──





「あー、終わった、終わった」


　メリダ島基地の格かく納のう庫こで、機体から降りてくるなり、ＳＲＴ（特別対応班）のメリッサ・マオ曹そう長ちようは言ったものだった。


　マオは二〇代半ば、中国系の小娘だ。『マオ』という発音は中国語で『猫』とも表記するそうだったが──なるほど、マオの容よう貌ぼうは、どことなく猫を思い出させる。


　しなやかで、抜け目がなく、気位の高そうな毛け並なみのいい美女……などといえば聞こえはいいかもしれん。だが俺おれに言わせりゃ、乳ちちばかりデカい、やせっぽっちのジャジャ馬だ。だいたい、女は太ってる方がいいに決まっている。要するに、こいつはぜんぜん俺の好みじゃないってことだ。


　まあ、俺もいい加か減げん大人だからな。そういう考えはおくびにも出さず、チェック項目が入力された情報端たん末まつを無む言ごんで差し出したよ。


　マオは顔を『うえっ』とゆがめた。


「えー……。いまやらなきゃ、ダメ？」


「当たり前だ。整備中隊おれたちの仕事はこれからだぞ。さっさと記入しろ」


「ねえ、ブルーザぁー……。実はあたし、きょう、二日目なの。もう待たい機き室しつ戻って寝たいんだけど……」


「噓うそつけ！　先週も同じことを、俺の部下に言って逃げただろう。ちゃんと聞いてるぞ？　サイモンの純じゆん情じようにつけ込みおって。俺は騙だまされんからな」


　女って生き物のずるさは、ガキの頃からよく心得てる。ずるくないのはママだけだ。


「うー。じゃあ、その先週のが噓。いまが本当。そういうことで、お願い～～」


「馬ば鹿か野や郎ろう。甘ったれるな」
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「っ……。ったく。この悪役レスラーが」


　ぶつぶつと言いながら、マオは携けい帯たい端末のペンを外して、液えき晶しよう画面にあれこれと入力をしていく。


「あのさー。あたしのＭ９、パワー・レベルを戦闘ミリタリーから最大マツクスにするとき、足下から変な音がするんだけど。たぶん、動力炉ジエネレーターの冷れい却きやくユニットのあたり」


「どんな音だ」


「こう、『ジリジリジリ……』って感じの。パソコンのハード・ディスクの音が大きくなったような」


「ふむ」


　Ｍ９の動どう力りよく源げん、パラジウム・リアクターは、胸部コックピットの真下、腹ふく部ぶにある。人間の内ない臓ぞうでいったら、ちょうど胃いのあたりだ。冷却装そう置ちは、その後ろから下にかけて位置している。勘かんの鋭するどい操そう縦じゆう兵へいなら、その異い音おんや異変にはすぐ気付く。


　冷却装置の問題なら、下手へたをすると全力運転中にリアクターが異い常じよう過か熱ねつして、破は損そんする恐おそれがある。そうなったら最悪、戦闘中に機体が行こう動どう不ふ能のうになってしまうかもしれない。


「わかった、調べておこう」


「頼たのむわよ。あたし、整備ミスで死にたくないし」


「大だい丈じよう夫ぶだ。俺の整備で死人は出さん」


　俺はちらりとマオのＭ９を見る。よく観かん察さつすると──いや、たいして注意深く見なくても、機体の腹部を覆おおう装そう甲こう版ばんが、微び妙みようにひん曲がっていた。


「……おい、マオ。あれはなんだ？　俺には腹部装甲が、思い切りひしゃげているように見えるんだが……」


「ああ、それ。回かい避ひ運動のとき、鉄てつ筋きんコンクリートのビルに激げき突とつしちゃってさ。たぶん、そん時の損そん傷しようじゃない？」


　端末をいじりながら、マオは呑のん気きに答える。


「……冷却系の異音は、それが原因だ。フレームが曲がって、部品が干かん渉しようして、空冷用のファンの先せん端たんが内ない壁へきを擦こすってるんだ」


「ははあ。なるほど」


「つまり、おまえの乱らん暴ぼうな操縦のせいだ。断だんじて俺たちの整備ミスじゃない」


「そーなの。じゃあ直しといて」


　ずいぶんと気楽に言いやがる。フレームを矯きよう正せいするだけでも、どれだけの手間がかかると思ってるんだ。それに今後のことを考えたら、応力検査もしておいた方がいい。検査用の機材はえらく高価で、このメリダ島にはないから──部品を研究部の施設か、ジオトロン社の工場に送るしかない。だが、交換用の部品のストックは心細いし……。ただでさえ、『故障が頻発する機体ハンガー・クイーン』のＥ─００５号機に悩なやまされてるって時に、この女ときたら……！


「なによ、怖こわい顔して」


　俺の眉み間けんに、無む数すうの深い縦たて皺じわができたのに気付いて、マオが言った。


「…………。マオ、おまえだって工学畑の勉強はしたはずだろう。もう少し、機体を大事に扱あつかえねえのか。だいたい、装そう甲こうがあんなにひん曲がる衝しよう突とつなんて、滅めつ多たにねえぞ。普通の操縦兵なら、失神してるところだ」


「しょうがないでしょ。敵てき弾だんがバラバラ飛んできたのよ？　多少の無む理りな機動でもしないと、そもそもこの機体が帰って来なかったわよ」


　マオの言い分はいつもこうだ。


　実のところ、機体の損そん傷しよう率りつがいちばん高いのはこいつだった。そりゃあ、タフなミッションが多いのは分かるがな。こう毎回毎回、あちこち壊されて帰ってくると、さすがの俺だって、文もん句くの一つも言いたくなる。


「そう言う割りには、ずいぶんと弾たまァ食らってきたじゃねえか」


　俺は腕組みして、マオの使ったＭ９──Ｅ─００３号機を見上げた。灰色の装甲のあちこちに、小口径の銃じゆう弾だんや破は片へんが当たった痕あとが残っていた。


「ほとんど歩兵のライフル弾よ。小雨みたいなもんでしょ」


「噓つけ。左肩の装甲の弾だん痕こん。ありゃ、ダッシュＫだぞ」


　ダッシュＫは、デグチャレフ・シュパーギンＤｓｈＫ──つまりソ連製の一二・七ミリ機銃のことだ。もっとも、あちらさんは一三ミリと呼んでるが。歩兵が使う七・六二ミリに比くらべりゃ、ずいぶんとデカい口径だ。


「う……」


「一四・五ミリの痕もある」


　こちらはダッシュＫとは比べものにならない威い力りよくの、ちょっとした大砲キヤノンだった。たぶん、マオはRk─92〈サベージ〉とやり合ったんだろう。直立歩行するカエルみたいな外見の、あの機体の頭部には、一四・五ミリの機関銃が搭とう載さいされている。


　まったく、『敵に撃うたせない、照しよう準じゆんさせない』ってのがＭ９のアドバンテージだってのに。


「いや、その、ほら。敵さんが人ひと質じちに向かって撃とうとしたもんだから。それを庇かばったのよ」


「だから、なんだ。感動して涙なみだを流すとでも思ってたのか。そうなる前に敵を撃げき破はするのが、この機体のモットーじゃなかったのか？　え？」


「まあ……悪かったとは思ってるわよ。なるべく気を付けるから。……ほら」


　マオが口をとがらせて、携けい帯たい端たん末まつを突き返す。俺はそれを受け取って、赤字の灯ともった項目にざっと目を通した。


「これで全部か」


「うん。あとはフライデーに聞いて」


『フライデー』は、マオが使うＡＩのコールサインだった。機体のＡＩの自じ己こ診しん断だんと、操縦兵の申しん告こく──その両方を入力して、支し障しようのある箇か所しよを推すい論ろんするのが、〈ミスリル〉でのＡＳ整備の慣かん例れいだ。


「大変なことになりそうだ、こりゃ……」


「ご愁しゆう傷しよう様さま。じゃあ、がんばってねー」


　右手をひらひらと振りながら、マオは格かく納のう庫こを後にした。その後頭部めがけて、携帯端末を思い切り投げつけてやりたい気分だったが、俺はその衝しよう動どうをぐっとこらえた。


　そう。俺もいい年だ。好き勝手に暴あばれてばかりもいられん。それにママの言いつけで、女は殴なぐらん主しゆ義ぎだからな。





　機体を乱暴に扱うジャジャ馬娘にも困ったもんだが、逆に、やたらと変なこだわりのある奴やつも考えものだ。


　クルツの野や郎ろうなんぞ、その最さいたる例だよ。


　ＳＲＴのクルツ・ウェーバー軍ぐん曹そう。傭よう兵へい出身の狙そ撃げき屋やで、金きん髪ぱつ碧へき眼がんのドイツ人。これまたヤワな体格の持ち主で、兵隊なんぞ辞やめて、モデルでもやってた方がよさそうな男だ。


　ところが奴は、相当に腕の立つ兵隊で──狙撃も、ＡＳの操縦でも、部隊の中ではトップクラスだ。訓くん練れんが大嫌いで、およそ努力ってもんとは無む縁えんのタイプなんだがな。


　要するに、天才肌なんだ。……なもんだから、奴の整備中隊おれたちへの注文ときたら、ロクなもんじゃない。


　マオが去ってから、機体の冷却系の問題で、俺がイライラしていると、クルツが近付いてきてこう言った。


「ブルーザー！　俺のＭ９の火器管制システムＦＣＳ、勝手にいじったな!?」


　なにやら、ひどく気に入らないことがあったらしい。


「調ちよう節せつはしたぜ。それがなんだ」


「戦せん闘とう中ちゆう、イイ感じで敵てつ機きを照しよう準じゆんしたときに、勝手に制せい振しんシステムが働いたぞ!?」


「……なぜ働いちゃいかん？」


　Ｍ９の火器管制システムは、実に優すぐれている。強力なコンピュータのおかげで、機体の振しん動どう、周辺の温度と湿しつ度ど、風向きや大気のゆがみ──そうしたあれこれを勘かん案あんし、最さい適てきな弾だん道どうを瞬しゆん時じに計算して、照準を補ほ正せいするんだ。


　こうした自動照準機構に、わざわざ難なん癖くせを付けてくるのはこいつだけだった。


　クルツは派は手でな身み振ぶり手振りを入れて、一気にまくし立てた。


「だってアレじゃ、ダメなんだよ！　俺の場合はああなの。こう、あっちがヒューンと来たら、バッて感じ。そこでアレをクイっとああして、こうするんだよ！　わかるだろ!?」


「わかるわけねえだろ」


「あー……。じゃあ、こんな感じだよ。敵機がこっち側からドドーってきたところで、こう、ズシャーって動いてるとき、あそこがあっちをピピピピってやってると、アレなんだってば。な？」


　こいつはバカか……？


「…………」


「そこで、ＦＣＳのアレが、あんな感じにキツキツだろ？　機体のあの辺がフラフラして、そのせいであそこがマニョマニョと──」


「うるせえ！」


　たまりかねて、俺は言った。


「なにがマニョマニョだ。ふざけるな。得え体たいのしれない注文で、いつも部下を困らせおって。もっと的てき確かくに指し示じを出せ」


「えー。そう言ってるじゃん」


「だとしたらおまえは、とんだ芸術家だ。もう少し兵隊らしい語ご彙いを身につけろ」


「そう言われてもなあ……。戦闘中のアレって、理り屈くつじゃねえだろ？　フィーリングなんだよ、フィーリング」


　この調子だ。戦闘中の記録を見ると、こいつが掛かけ値ねなしの天才なのはわかる。特に射しや撃げきのセンスは、どんな優秀な弾道計算ソフトでも、真似できないだろうな。クルツはどういうわけだか、『銃』や『砲ほう』といった機械から、高速で飛び出していく弾丸の軌き道どうを、完かん璧ぺきにイメージできるらしい。自分自身の手で持つ狙撃銃で、それができるのは、ちょっとは想像できるが──ＡＳでも同じ真似ができるってのは、こりゃ驚きよう異いの技だ。


　オーケー、それは認みとめよう。だがな──


「俺らはギターの職しよく人にんじゃねえんだ。もう少し分かりやすく説明できねえのか」


「できねえよ。俺の中からわき上がってくる、この微び妙みようなニュアンス！　あんたなら、分かってくれると思うんだけどなあ」


「……ったく、好き勝手吐ぬかしやがって」


　不ふ機き嫌げんな声でそう言ったものの、実のところ、こいつの言いたいところは──まあ、俺には想像がつく。俺らが親切心で調ちよう整せいしておいた火器管制システムの設せつ定ていが、このアマデウス・モーツァルトにはお気に召めさなかった、ってことだ。一ミルの誤ご差さまで面めん倒どうを見てくれる、振動制せい御ぎよプログラムでさえ、クルツにとっては邪じや魔まになるらしい。


「要するに、チャーリー２のＢレベルだけ、モーション・マネージャを手動マニユアルにしときゃいいんだろ。制御系をＡＭ12のゼローイングの数値と切り離して」


「そうそう！　それが言いたかったんだよ!!　なんだ、ブルーザー。分かってるじゃん！」


　自分の頭をぱちんと叩たたき、クルツが叫さけんだ。だったら最初からそう言ってみろ、ってんだ。てめえの『マニョマニョ』で、そこまで想像できるクルーなんて、この基き地ちじゃ俺くらいしかいねえぞ？


　ところがクルツは感かん謝しやするどころか、さらにこう言ってきた。


「それでさ、次に下半身周りの衝しよう撃げき吸きゆう収しゆうシステムなんだけどよ。あれ、あのあたりの高さからこう落ちると、ドシャー！　って感じでブッキャン、ブッキャンするんだ。膝ひざ関かん節せつからメメタア！　って。これが後になってくると、ドギャーン！　てやったときに、こう、ズギューン、となってくるんだよな。なんての？　ザックザックのアッグアッグー、って感じで、駆動系のゴロゴロするあれがフモッフ、フモッフと──」


「いい加か減げんにしやがれっ!!」


　熱心に両手を振り回すクルツを、俺は横から蹴けり飛とばした。





　で、サガラ・ソースケ軍曹だ。


　マオやクルツに比くらべれば、サガラはまず間違いなく優等生の部ぶ類るいに入る操縦兵だな。ゲリラ出身のあいつは、物ぶつ資しの窮きゆう乏ぼうや機体の疲ひ労ろう、過か酷こくな環かん境きようで起きるトラブルについて、よく心得てる。


　律りち儀ぎな性格だから、作戦後のチェックはきっちりと済すましてくれるし、口頭での報ほう告こくもよく要よう点てんを押さえている。


　あいつは前衛ポイントマン──つまりチームの中で一番前に出て戦う役なんだが、それにしては機体の損そん傷しようが少ない方だ。冷れい静せい沈ちん着ちやく、機体のスペックをしっかり頭に入れた上で、次の行こう動どうを選ぶタイプだよ。


　サガラは整備員受けのいい操縦兵だ。だが奴についても、あの厄やつ介かいな試し作さく機きのせいでいろいろと面めん倒どうは起きる。


　ＡＲＸ─７〈アーバレスト〉。


〈ミスリル〉用Ｍ９の試作段だん階かいで、ひそかに製せい作さくされた機体のうちの一つだ。装甲の形けい状じようなどが異ことなるので、外見はいくらか違って見えるが、基本的な駆動系や電子兵へい装そうは、普通のＭ９と同じだ。実じつ際さい、部品の多くは共用できる。


　普ヽ通ヽのヽ性能についていえば、〈アーバレスト〉は通つう常じよう型がた（Ｅ系列）のＭ９とほとんど変わらない。むしろ、余ヽ計ヽなヽもヽのヽを積んでるせいで、いささかハンデを背せ負おってるくらいだ。


　運動性はあまり変わらないが、作戦行動の可か能のうな時間が、Ｍ９よりずいぶんと短い。ＡＳという兵器は、戦闘ヘリなどよりも長いこと戦場に居い座すわって、敵に脅きよう威いやプレッシャーを与え続ける──そういう役割も要よう求きゆうされる。だから行動時間が短くなるのは、あまり感心できないってわけさ。


〈アーバレスト〉がそういう問題を抱かかえているのも、また機き構こうが複ふく雑ざつになるのも──すべて、あの余よ計けいなシステムのせいだ。


　余計なシステム。


　研究部の話では、そのシステムは『ラムダ・ドライバ』と呼ばれているそうだ。


　詳くわしいことは知らん。


　なんでも操縦兵オペレータの士し気きを検けん出しゆつして増ぞう幅ふくし、機体のパフォーマンスを劇的に上じよう昇しようさせる装そう備びなのだそうだ。場合によっては、敵の砲ほう弾だんを跳はね返したり、どんな分ぶ厚あつい複ふく合ごう装甲でも破は壊かいできるという。


　その仕組みについても、研究部のレミングから何度か説明されたが──俺なんぞには、とうてい理り解かいできなかった。


　だが俺に言わせりゃ、そんな胡う散さん臭くさい装置の『驚きよう異いの機能』なんてのは、ヨタ話にしか思えない。『操縦兵のやる気』だけで機体の性能が上がるんなら、だれも苦労しねえよ。


　とにかく、〈アーバレスト〉は隊の中でもいちばん特別なＡＳで──本格的な整備のときには、必ずレミングが立ち会うことになっている。やれ『そこには触さわるな』だの『その部品は丁てい寧ねいに扱あつかえ』だの。うるさいったらないぜ、まったく。


　俺がクルツのＭ９の様よう子すを見て、部下にあれこれ指し示じを出していると、サガラ・ソースケが近付いてきた。


　むっつり顔にへの字口。操縦服を上半身だけ脱ぬいで、小こ脇わきに携帯端末を挟はさんでいる。


「サックス中尉」


「なんだ」


　こいつだけは、なかなか俺をブルーザーとは呼ばん。律りち儀ぎなのは結けつ構こうだがな。


「相談があります。〈アーバレスト〉の件なのですが」


　サガラは格納庫の隅すみに駐ちゆう機きしてある、白いＡＳをちらりと見た。どこか、いまいましげな表情だった。


「問題でもあったのか？　出しゆつ撃げき前に言っただろう。設せつ定ていはアルの要求通りにしたぞ」


「そのアルの問題です」


〈アル〉ってのは、〈アーバレスト〉搭とう載さいのＡＩのことだ。複ふく雑ざつな機体システムを統とう合ごう管かん理りし、効こう率りつよく制せい御ぎよするためのもので、Ｍ９系の機体にはすべて装備されている。ＡＳを騎き馬ばにたとえるなら、ＡＩはその馬の頭ず脳のうってところだな。


「実は……どうも最近、アルの様子が妙みようでして。なんというのか……」


　サガラが口ごもる。自分でも、どう説明したらいいのか判はん然ぜんとしていない様子だ。


「誤ご作さ動どうでも起こしたのか」


「いえ」


「音声認にん識しきの反応速そく度どが遅いのか？」


「充じゆう分ぶんな速さです」


「優先ターゲットの選せん定ていに問題がある？」


「むしろ前より気が利きいてるくらいです」


「ＥＣＳの起き動どう時じに電力不足が起きて、マッスル・パッケージのテンションが落ちる？」


「いえ。ＭＰＣ（主電力制御装置）の管理も理り想そう的てきです」


　俺が挙あげる様々な障しよう害がい──これまでＡＩのプログラムがらみで起きたＭ９のトラブルを、サガラはことごとく否ひ定ていしていった。


「じゃあ、なんなんだ。はっきり言え。イライラするじゃねえか」


「恐きよう縮しゆくです。つまり……自分が感じている違い和わ感かんというのは……。どうもアルが……以前に比べて、『おしゃべり』になったような気がするんです」


　確かく信しんのなさそうな声で、サガラは言った。


「おしゃべり？　そりゃ、あれか。例の香港ホンコンのころからか」


「おそらく」


「……どれ、見てみよう」





　俺とサガラは〈アーバレスト〉の駐機スペースへ歩くと、台車に乗った診しん断だん用ようのコンピュータをいじった。すでに〈アーバレスト〉に有ゆう線せんで接せつ続ぞくしてあったので、問題のアルが応おう答とうするのはすぐだった。


《チェック。メンテナンス・モード。Ａ１アルフア・ワンで稼か働どう中ちゆう。整備中隊長殿、ご命令を》


　低い男の声でアルが告げる。この声は、Ｍ９シリーズのＡＩに共通の初しよ期き設定だ。ほかの操縦兵は、それぞれ自分のＡＩを好みの声に設定したりしている。クルツなんぞは、日本のアイドル歌手の声を、わざわざサンプリングしてきて入力し、スケベなことを言わせて遊んだりしてやがる。


「アル。コミュニケーション・チェックだ。自由会話モード」


《アラート・メッセージ。すでに自由会話モードに設定済みです。今後のために忠ちゆう告こくさせていただきますが、私のこの設定は変へん更こうできません》


　確かに。妙な感じだ。ほかのＭ９のＡＩなら、こういうときは『設定済みです』だけで済ますところだろうが……。サガラをちらりと見ると、奴は『この調子です』とでも言うように、片方の眉まゆを吊つり上げた。


「どうですか」


「うーむ。ジオトロン社の人工知ち能のう担当者なら、いろいろとわかるだろうが……」


　試ためしに俺は告げてみた。


「アル。おまえ最近、おしゃべりが過すぎるそうだな。サガラが嘆なげいてたぞ」


《それは間かん接せつ的てき表現による、『操縦兵への提てい供きよう情報を制せい限げんせよ』というご命令でしょうか》


「そうだ」


《そのご命令はナンセンスです。私はこの機体唯ゆい一いつの操縦兵たる、サガラ軍曹の支し援えんを意い図として、各種助じよ言げんを実行しております。それは機体システム情報・戦術情報の分野にとどまりません。操縦兵の健康状じよう態たい、生活、余よ暇かの過ごし方、恋愛問題などについてまで、私は責任を負っています》


　これには俺もサガラも目を丸くした。


「恋愛問題ラブ・アフエアだと？」


《肯こう定ていです、整備中隊長殿》


「たまげたな。おまえに恋愛がわかるのか？」


《肯定です、整備中隊長殿》


　渋しぶい顔をするサガラの背中を叩たたきながら、俺はひとしきり大笑いした。


　さすがにこりゃあ、だれかのいたずらだろう。貴き重ちような実験機に変な細さい工くをしやがったのはけしからんが、ジョークとしては気が利きいてる。ま、とりあえず犯人を捜さがしてとっちめりゃ、元通り普通のＡＩに戻るだろう。


「くっく……。アル！　それじゃあ、恋愛の意味を言ってみろ」


《はい。恋愛は人間にとって重要な活動です。恋愛は美しく、気け高だかく、豊かな行こう為いであり、この活動によって、人間は比ひ類るいなき強さを獲かく得とくします。その見えない力は、いかなる兵器システムの優ゆう劣れつさえ、覆くつがえすポテンシャルを保ほ有ゆうしています》


　俺はさらに笑った。


「いやはや、こりゃあ一本とられた。なんともご立派でロマンチックなＡＩ様じゃねえか。なあ、サガラよ？」


「はあ。ただこれが、単なるだれかの悪いた戯ずらとは思えないのですが……」


　サガラはいまだに釈しやく然ぜんとしない様子だ。


「イタズラじゃなきゃ、おおかたレミングの姉ちゃんのせいじゃねえのか？　あの研究部の技術士官どの、きっとアルこいつに自作のポエムでも聞かせてるんだよ。そのせいで変なクセがついたんだ。わっはっは」


　そこに新たな声。


「だれがポエムを聞かせてるんですの？」


　振ふり返ると、そこに研究部のノーラ・レミング少しよう尉いが立っていた。二〇代半ばの女で、いまはカーキ色の制服を着ている。テスタロッサ大たい佐さなど、一部の女性将校が着ているのと同じデザインだ。


「おっと。こりゃ失礼、少尉殿」


　肩をすくめて俺が言うと、レミングの目に冷たい光が宿った。


「サガラ軍曹。アルについての問題なら、中尉ではなく私に相談しなさい。アルのプロセッサはラムダ・ドライバと密みつ接せつな関係があるのよ。中尉殿の知識では、手に負えないでしょうからね」


　明らかにこの俺を、見下しているような態たい度どだった。研究部から出向してきたこのＭＩＴ出の、とりすましたブロンド女が、俺はどうしても好きになれない。


「は……。しかし──」


「あとは私が対たい処しよします。あなたは行っていいわ。ご苦労さま」


　サガラはちらりと、俺の様子をうかがった。


「いいよ、サガラ。行きな」


「…………了りよう解かい。では失礼します」





　サガラがその場を立ち去ってから、レミングは目の前のキーボードを何度か叩いた。


「なにか設定を変えたりしませんでしたか？」


「別に。アルのジョークを聞いてただけさ」


「中尉殿。非ひ常じように僭せん越えつながら、あなたの知識で〈アーバレスト〉を勝手にいじられるのは困ります。この機体の貴き重ちようさについては、以前にご説明したはずですが……？」


　好意のかけらもない声で、レミングは言った。慇いん懃ぎん無ぶ礼れいって奴だな。俺のことを、ド田舎いなかの自動車修理工かなにかだとでも思っているんだろう。


「だから、なんだ。俺がこいつを壊こわすってのか？」


「いえ。そうは申してませんが……。ただ、今後の戦隊の命運は、この機体が担になっているといっても過か言ごんではありませんから。すこしは扱いを慎しん重ちようにしていただきたいのです」


「まどろっこしい物もの言いいだな。階かい級きゆうなんぞ気にすんなよ。言いたいように言ったらどうだい、嬢じようちゃん？」


「そう。じゃあ、お言葉に甘あまえるわ」


　レミングは、きっと俺をにらみあげた。


「愚ぐ鈍どんな大男のあなたには分からないでしょうけど、この機体は本当に重要なのよ。核かく兵へい器きの誕たん生じように匹ひつ敵てきするほどの、それくらい革かく新しん的てきなシステムなの。ほかのＭ９の中の、『風変わりな実験機』なんて認にん識しきでいられると迷めい惑わくだわ」


「そうかい」


「それに──サガラ軍曹は毎回、命がけであの機体を使っているのよ。もう少し誠せい実じつに接してあげたらどうなの？　あなたたちは安全な場所で、適てき当とうに機き械かいいじりをしてれば、給料がもらえるんでしょうけどね」


「…………」


　頭がカッとなるのを、俺はどうにかこらえた。だが続くレミングの言葉には、さすがの俺も爆ばく発はつした。


「でも、彼らは違うの。機体の不ふ具ぐ合あいでなにかがあって、サガラくんやメリッサたちが命を落としたら、あなたはどうやってそれを償つぐなう気なの？　私には──」


「俺はいつだって命がけだ……！」


　怒ど鳴なって、俺はレミングの胸ぐらを乱暴につかんだ。


「作戦中、俺がどんな気持ちで連れん中ちゆうを待ってると思う!?　『機体なんぞどうなってもいいから、あのガキどもを無ぶ事じに帰らせてください』と十じゆう字じ架かに祈いのってる、俺の姿すがたがおまえに想像できるか!?　マオやクルツやスペックが死にかけたあと、俺が整備資し料りようを前に、どれだけ悩なやんで苦しんだのか、おまえにわかるってのか!?　えっ!?」


　突とつ然ぜんのことに、レミングはおびえるというより──びっくりしているようだった。周しゆう囲いの整備クルーたちの驚おどろいた視し線せんも、俺と彼女に集まっている。


　俺はすぐに我われに返った。


　すまない、ママ。俺、女に手をあげちまったよ。


「……いや、悪かった。ちょっと寝ね不ぶ足そくでイラついてたんだ」


　俺はレミングを放して、申もうし訳わけ程てい度どに彼女のネクタイを直してやった。レミングは無反応のまま、ぽかんと俺を見上げていた。


「まあ……あんたの言うとおりだ。なるべく気を付ける」


　考えてみれば、レミングだってしんどい立場なんだろう。軍にいた経験もない、大学出のお嬢さんが、柄がらの悪い整備兵たちの中で、肩かた身みの狭せまい思いをしてるのは想像できる。


「じゃあ、アルの件は頼むぞ。なにかあったら言ってくんな」


　俺は大おお股またで──それでも、部下たちに対してカッコはつくくらいの早足で──その場を立ち去った。





　まったく、いい歳としだってのに。えらい醜しゆう態たいをさらしちまった。


　そりゃあ俺ら整備中隊は、戦場で命を張はったりはしねえよ。俺も〈ミスリル〉に入ってからこっち、ドンパチで弾たまが飛び交うところにいた経験なんて、例の八月のペリオ諸しよ島とうで、〈デ・ダナン〉に乗り合わせてたときくらいのもんだ。


　でもな？　俺があのクソアマに言った台詞せりふに、噓うそはねえ。みんな無ぶ事じに帰ってきて欲しいんだよ。だから真しん剣けんに機体を診みる。どれだけ疲れてても、手は抜かない。操縦兵オペレータどもが好き勝手吐ぬかしても、ぐっとガマンする。


　俺が〈ミスリル〉に入る前、国の陸軍を放り出された事じ情じようを知ってる奴は、この基地には一人もいない。


　俺が整備していたＭ６が、クルジスタンでの戦闘中に、機能不ふ全ぜんを起こして撃げき破はされた。簡かん単たんに避よけられるはずの対戦車ミサイルが直ちよく撃げきしたんだ。操縦兵は即そく死しだった。それに、倒れた機体の下した敷じきになって、味方の歩兵が二人死んだ。一人は、苦しみ抜いて死んだ。


　整備ミスの疑うたがいがかかり、俺がその矢や面おもてに立たされた。いまだに心当たりがないんだが、さりとて、俺のミスではないとも断だん言げんできなかった。弁べん護ご士しの助じよ言げんに逆らって、俺は自分のミスを認みとめた。自信がなかったんだよ。


　だからいま、俺は真剣なんだ。


　二度とあんなことがないように。


　胸を張って、あいつらを送り出せるように。


　だが、こうやっていろいろあると、そういう気力も萎なえてくる。そろそろ次の職しよく場ばを探す時期なのかもしれねえな……。





　気分がふさいだときは、軽く一杯やるに限る。一日の仕事が終わってから、俺は基地内の唯一の酒パ場ブに足を運んだ。


　第一一整備中隊の指定席──薄暗い店内の入り口あたりのテーブルは、がらんとしていた。部下たちは、まだ来ていないようだ。


　生ビールだけを頼んでからすこしたつと、店のおやじがチョリソーとポテトサラダとフィッシュ＆チップス、そしてバーボンのボトルを持ってきた。ずいぶんと豪ごう勢せいな品しな揃ぞろえだったが──


「？　なんだ、こりゃ」


　不思議に思って俺がたずねると、マスターは『ふん』と鼻を鳴らし、カウンター席の奥をあごで差した。


「あっちの客からだ。おごりだとよ」


　見ると、その席──ＳＲＴの連中がいつも陣じん取どっているカウンターに、野や戦せん服ふく姿すがたの若い連中が座すわっていた。そろってこちらを見て、それぞれのグラスを掲かかげている。


　メリッサ・マオはビール入りのジョッキを。


　クルツ・ウェーバーはスコッチ入りのショット・グラスを。


　サガラ・ソースケはオレンジ・ジュース入りのタンブラーを。


「ブルーザー、いつもありがと!!」


　三人を代表して、マオが叫さけんだ。


　俺はすこしの間ぽかんとしてから、努めて平静を装よそおいつつ、ボトルを握にぎって軽く掲げて見せた。ちょっとだけ目頭が熱くなったが、そいつは内ない緒しよだ。


　……まあ、おかげでやる気も出たってもんだよ。奴らも、かわいいところがあるじゃねえか。


「……で、開けるか？」


　マスターが言う。


「？　なにを？」


「ばかもん。そのボトルだ。ブラントンのゴールド。ちょいとこの基地じゃ、手に入りにくいシロモンだぞ？」


「お……おう。じゃあ、ストレートで……って、ブラントン!?　あいつら、こんな高い酒を……。なんか企たくらんでんじゃねえか？」


　マスターはにんまりとした。


「いいや。この酒は別の客からだ。もう帰っちまったがな。ついでにこいつを渡してくれだとさ」


　ボトルにセロテープで貼はり付けられた、小さな封ふう筒とうに、はじめて目がいった。取りだして、中の紙片を読む。





[image: ]





　こう書いてあった。


《ごめんなさい。すごく反省してます。


　お互い肩かた肘ひじ張はるの、もうやめない？




ノーラ》




「ふむ……」


　ていねいに手紙を畳たたんで、胸ポケットにしまい込むと、俺はつぶやいた。


「なんでえ。いい女じゃねえか」


　するとマスターは、豪ごう快かいに笑いながらその場を去っていった。


　酒がなくても、今夜はいい気分になれそうだ。ちょいと飲んだら、しっかり休んで、明日もきりきり働くとするか。


　なかなか、この仕事も捨すてたもんじゃない。




［おしまい］













　女め神がみの来日（温おん泉せん編）










ブリーフィング





　このエピソードは、長編第三巻『揺ゆれるイントゥ・ザ・ブルー』の事件の直後、九月上じよう旬じゆんから中旬にかけての期き間かんに起きた出で来き事ごとの一つである。〈ミスリル〉西太平洋戦隊の司し令れい官かん、テレサ・テスタロッサ大佐が、いかにしてかなめたちの陣じん代だい高校にやってきたかについては、短編集第六巻『あてにならない六ろつ法ぽう全ぜん書しよ？』収録の短編『女神の来日（受じゆ難なん編）』で描えがかれている。







　相良さがら宗そう介すけは悪夢を見ていた。


　上官と護ご衛えい対たい象しよう、双そう方ほうから受ける壮そう絶ぜつな重じゆう圧あつ。すさまじいストレスとジレンマの波は状じよう攻こう撃げき。矛む盾じゆんした指し令れい。とぼしい支し援えん。陸りく戦せん隊たい指し揮き官かんの少佐は、すでに現げん場ばを見捨て、自らの保ほ身しんに走っている。孤こ立りつ無援下での絶ぜつ望ぼう的てきな任にん務む。敵てき砲ほう兵へい隊たいの仮か借しやくない砲ほう撃げきでさえ、彼をここまで消しよう耗もうさせることはない。どれほど屈くつ強きような兵士でさえも、この状じよう況きように置かれれば泣いて命いのち乞ごいをしていることだろう。


（サガラさん[image: ]　たった二週間だけど、よろしくお願いしますね[image: ]）


　戦隊指揮官による過か酷こくな命令。


（なんらかの破は廉れん恥ちな行こう為いに及およんだ場合、私は君を八やつ裂ざきにするつもりだ！）


　戦隊副指揮官による悪あく意いに満ちた警けい告こく。


（…………。ま、勝手に鼻の下のばしてれば？　でもあたしには話しかけないでね）


　護衛対象による非ひ情じような一方的通つう知ち。


　戦況は深しん刻こくだった。


　いや、それどころか、自身がどのような状況に置かれているのかさえ把は握あくできない。情報不足だ。戦場で迷まい子ごだ。経けい験けんからいって、こうした環かん境きよう下かに放り出された兵士たちの運命は決まっていた。


　──破は滅めつである。全滅である。


「む……うーん……」


　宗介は苦しみ、うなされていた。悪夢に翻ほん弄ろうされ、汗だくになりながら、いつも通りの日常が戻ってくることを願っていた。


　そして、目が醒さめる。


「……っ。………………!!」


　毛布を跳はね上げ、彼はベッドから身を起こした。荒い息。肩をはげしく上下させ、ぐっしょりと濡ぬれた前まえ髪がみを拭ぬぐう。


　見み慣なれた天てん井じよう。見慣れた寝しん室しつ。


　ここは──自分のマンションだ。


　よかった。やはりあれは、悪夢だったのだ。正体不明のストレスはない。自分の生活はいつも通り。なにも問題はない。


　いや──


　むにゅっ。


　ベッドを降おりようとした彼の右手が、なにかやわらかいものを摑つかんだ。とても、とても柔やわらかいものを。


「…………？」


　宗介の隣となりに、一人の少女が眠っていた。波打つようなアッシュ・ブロンドの髪かみ。白く、整った小さな顔。胸口の大きく開いたＴシャツだけを着た姿すがたで、すやすやと健すこやかな寝息をたてている。


　その可か憐れんなバストの上に、自分の右手がしっかりと乗っているのだ。


「もう……サガラ……さん。……ダメです」


「ひっ!?」


　テッサが寝ね言ごとをつぶやいた。悪夢は続いている。実に珍めずらしいことだが──宗介は思わず裏うら返がえった悲ひ鳴めいをあげてしまった。


「う……うああぁあぁあっ!!　うわあ──！」


　取り乱し、部屋の押おし入いれに置いてあった衛えい星せい通つう信しん機きにがたがた飛びつき、緊きん急きゆう時じの暗号コードを入力して、友軍に支し援えんを要よう請せいしようとした。


「うるさいわねー、何の騒さわぎ？　って……」


　物もの音おとを聞きつけたメリッサ・マオが、隣りん室しつから入ってきた。こちらもラフなＴシャツ姿だ。


「ちょっと、なにやってんのよ!?　それは緊きん急きゆう用ようの──」


　マオがあわてて羽は交がい締じめにする。


「緊急だ！」


「やめなさい、ソースケ！」


「放してくれ！　敵が来る！」


「来るわけないでしょ!?……っていうか、ちょっと、テッサ!?　なんであんたがこっちの部屋にいるのよ!?　さっきまであたしの横で寝てたと思ったのに！」


　じたばたするマオと宗介。その様よう子すには気づきもせず、テッサは相あい変かわらずベッドに横たわったまま、幸せそうにつぶやいた。


「もう……ダメですったら……。そんな格かつ好こう、恥はずかしいです……」


「……どんな格好よ？」





　テッサが長期休きゆう暇かをとって、〈ミスリル〉の基き地ちから東京に押し掛かけてきてからというもの、宗介の生活は引っかき回されっぱなしだった。


　テッサは宗介にあれこれとちょっかいを出す。手料理を作ったり、校内でべったりとついて回ったり。当とう然ぜん、かなめはそれが面おも白しろくない。対たい抗こうして弁べん当とうを作ってきたり、宗介にチクチクと嫌いや味みを言ったり。


　気の毒どくなのは宗介である。


　完全な板いた挟ばさみ状態で、ひたすら恐きよう縮しゆくし、当とう惑わくし、あたふたと右う往おう左さ往おうするばかりだ。あとから応おう援えんに駆かけつけてきてくれたメリッサ・マオも、まるで頼たよりにならない。困り果てた宗介を見て笑うばかりで、ほとんど助け船を出してくれなかった。テッサやかなめと出会う以前の、無ぶ愛あい想そうな宗介を知っている彼女としては、この状況が面白くて仕し方かたないのだろう。


　もっとも、テッサは宗介にちょっかいを出すことだけを目的に、陣代高校にやってきたわけではない様子だ。年ねん齢れい相そう応おうの学生生活を、彼女は心から楽しんでいる。むしろ宗介とのことよりも、こちらの方が大だい事じにさえ思えるくらいだった。


　実じつ際さい、テッサは学校の人々にうまくとけ込んでいた。かなめや恭きよう子こたちと一いつ緒しよにあれこれお喋しやべりしたり、雑ざつ用ようや清せい掃そうをこなしたり。放ほう課か後ごの遊びにも付いていったし、稲いな葉ば瑞みず樹きのバイト先を手伝ったりもした。


　そういうすべてが、彼女の楽しみだった。





「今夜から屋上で野の宿じゆくする」


　マンションの自じ室しつ。げっそりした顔で宗介はつぶやいた。朝食のベーコンには、箸はしを付けようともしない。テーブルの反対側で、いちごジャムをたっぷりと塗ぬりつけたトーストをかじっていたマオが、眉まゆをひそめる。ちなみにテッサはシャワー中だ。


「野宿？　そりゃまたなんで？」


「その方が落ち着くからだ。そもそも……自分のベッドの中に他人が潜もぐり込んできたのに、まるで気づかなかったのは由ゆ々ゆしき事じ態たいだ。兵隊としての俺の腕うでが、相そう当とうなまった証しよう拠こといっていい」


「ホントに気づかなかったの？」


　マオが意い地じの悪い笑みを浮かべる。


「どういう意味だ？」


「いや別に。ま、寝ぼけたあの子のトロくさい動きじゃ、歴れき戦せんのサガラ軍ぐん曹そうの『殺気センサー』も、にぶるってことでしょ」


「そういうものなのか？」


「そーいうもんよ。あたしも基地で、あの子の部屋に泊とまることあるけど、いつのまにかあたしの寝床に潜り込んでるもの」


「気づかんのか？」


「全然。ホント、不ふ思し議ぎな特とく技ぎよね……。下か士し官かん用ようの兵へい舎しやで寝てるときに、クルツが忍しのび込もうとしてくると絶ぜつ対たいに気づくんだけど」


「むう……」


　彼らの同どう僚りよう、クルツ・ウェーバー軍ぐん曹そうは狙そ撃げき兵へいの出身だ。偵てい察さつが専せん門もんの宗介同様、忍び歩きは得とく意いなのである。もちろん、クルツの夜よ這ばいは毎回、マオに蹴けり飛ばされて失敗に終わるわけなのだが。


「まあ、一緒に寝ね起おきしてる子こ猫ねこみたいなもんよ。あんまり気にしないことね」


「無む茶ちやを言うな」


　宗介は苦々しげに言った。


「……ともかく大たい佐さ殿どのと一つ屋根の下で寝るのは、もう終わりにしたいのだが」


「カナメの目が気になる？」


「……どういう意味だ？」


「いや別に」


「ほらほら、見てください！」


　そのおり、バスルームからテッサが飛び出してきた。通学前だというのに、なぜか鳶とび色いろの浴衣ゆかた姿すがただ。シャワー前のぼんやりした様子とは、うって変わったハイテンションである。


「明日の旅行で、これ着るんです。どうです、けっこうかわいいでしょう！」


　うきうきした足取りで、朝食中の宗介とマオの前で浴衣の裾すそをひるがえす。


『明日の、旅行？』


　食事の手を止め、宗介とマオは同時に聞きかえした。するとテッサはきょとんとする。


「？　知らないんですか？」


「いや、聞いてないけど……」


　マオが首を振る。


「でもでも、ウェーバーさんがセッティングしてくれたんです。明日の土曜日から」


「クルツのバカが？」


「あいつめ、何を勝手に……」


「きわめてトラディッショナルな、温泉宿での週末を過すごす予定です。カナメさんや陣代高校のみなさんと一いつ緒しよに、奥おく多た摩まの旅館で一いつ泊ぱく二ふつ日かです。おいしい料理を楽しみつつ、お肌はだにいいお湯ゆにつかったりするんですよ？　もちろん！　サガラさんもメリッサも行きましょうね？　あ、でも……」


　テッサはぽっと頰ほおを赤らめて、浴衣の袖そでの陰かげから、宗介の方をのぞき見た。


「混こん浴よくのお風ふ呂ろはありませんよ？……うふふ」


　などと言いつつも、恥はじらいと期き待たいの入り交じった視し線せんである。その初うい々ういしい仕し草ぐさを見ていると、なぜか宗介はかつてのゲリラ時代、味方から緊きん迫ぱくした通信を受けたときのことを思い出した。


　すなわち──


〝敵の大部隊がそちらに向かっている。いますぐ撤てつ退たいしろ！〟





　翌よく朝あさ、調ちよう布ふ駅北口の集合場所にて──


「はいみなさん、おはよーございまーす!!」


　旅行参加者一同の前で、私服姿のクルツ・ウェーバーは朗ほがらかに言った。かなめや常盤ときわ恭子、稲葉瑞樹や美み樹き原はら蓮れん、テッサやマオの女子グループと、宗介、風かざ間ま信しん二じ、小お野の寺でら孝こう太た郎ろうの男子グループ。総そう計けい一〇名である。


「ういーっす」


「おはようございまーす」


　だのと、陣高のメンツは口々に言う。


「幹かん事じのクルツ・ウェーバーです。大学生やってます。みんなは親しみをこめて、『クルツくん』って呼んでくださいねー！」


　テッサは表向き、さる大学教きよう授じゆの娘だということになっていた。クルツはその大学の学生で、マオは教授の助手をやっているということになっている。二人とも、テッサの『仮の父』の世せ話わになっていて、そのためにテッサと親しい──そういう扱あつかいだった。


　恭子は以前、クルツと会ったことがあるので、なにやら色々と言いたげなことがある様子だったが──


「あの、クルツさんでしたっけ？　前に会いませんでした……？」


「あっはっは。気のせいだよ！」


「でも」


『気のせいだって（です／だ／だよ）！』


　異い口く同どう音おん。かなめ、マオ、クルツ、テッサ、宗介の五人から、ずいっと寄られて断だん言げんされては、恭子も口をつぐむよりほかなかった。


　マオが咳せき払ばらいして後を続ける。


「えー、おほん。このナンパ野や郎ろうのことはあんまり気にしなくていいから。で、あたしのことは、もう知ってる人もいるわね？　メリッサ・マオです。テッサのお父さんの大学で、助手やってます。よろしくね☆」


　すでに何日か前に、マオは瑞樹や恭子たちと会っていたのだったりする。


「……なにが『よろしくねー☆ほし』だよ。猫かぶりやがって──うぐっ！」


　ひねた顔で吐はき捨てるようにつぶやくクルツの鳩みぞ尾おちに、マオは肘ひじ打うちをたたき込んだ。固まる一同の様子は完かん璧ぺきに無む視しして、彼女はにこにことその場を仕し切きる。


「はい、これも気にしないでね☆　まあ、そんなこんなで。運転手は任まかせてちょーだい。女の子組はあたしとバンね。男の子組は、クルツくんとそっちの乗用車」


　クルツが血けつ相そうを変え、マオに詰つめ寄よりひそひそささやく。


（おいおい姐ねえさん！　なんで男女を隔かく離りするわけ？）


（ふん。同じ車に女の子乗せたら、どーせ道中、ずっと口く説どいたりセクハラ発言したりするつもりでしょ）


（ぎくっ……。い、いや。そんなこと俺がするわけねーだろ!?　俺だって、そこまで空気が読めないバカじゃねーぜ？　だいたい──）


（うるさい。あんたはね、空気を読んだ上で、さらに女がイヤがるアクションを起こしたがるような、もっとタチの悪いバカなのよ。女の子に毛虫を見せつけて、いやがる顔を見るのが大好きな小学生と同じなの。わかった？　わかったわね？　議ぎ論ろんは以上）


「そっ──」


　なおも抗こう弁べんしようとするクルツの背中を、マオはぐいっと押し出した。


「はい、決定！　あんたは男組。さっさと乗る！」


　しぶしぶと従したがうクルツ。その後ろ姿を、女子グループは苦く笑しよう混まじりに見送る。


「ああ……露ろ骨こつに落ち込んでるし」


「ちょっとかわいそうです」


　かなめとテッサがそれぞれ言う。


「ふん。いーのよ。だいたいね、男グループだけで隔離しといた方が、宗介もくつろげるだろうから」


『？　どうして？』


　きょとんとするかなめとテッサ。


　二人の顔を交こう互ごに見て、マオは〝やれやれ〟とため息をついた。まったく、こんなところまで来て、先任下士官の苦労を味わうことになるとは。





　クルツへの剣けん幕まくはともかく、ほかの面メン子ツに対しては、マオは親切なお姉さんだった。おかげで女子グループの車内は大にぎわいである。おやつをかじって、カードゲームをやって、しりとりをやって、大いに盛もり上がる。


　修学旅行や遠足の女子グループに特とく有ゆうの、あのハイテンションである。〝イノシシに注意！〟なんて看かん板ばんを見ただけで、腹を抱かかえて笑ってしまう状じよう態たいだ。


　さんざん笑って落ち着いたあとに、恭子がたずねた。


「マオさんって日本語上じよう手ずですよねー。どこで覚えたんですかー？」


　恭子が聞くと、マオは意い味み深しんに微笑ほほえむ。


「オトコよ、オ・ト・コ。ベッドで覚えるのが上達の秘ひ訣けつね。ふふふ……」


『きゃ──っ！』


　恭子や瑞樹はもとより、かなめやテッサまでもが身をすくめて黄色い声をあげる。


「はっは、冗じよう談だん冗談。まあね、だいたい、ああいうのは日常じゃ使えない言葉ばっかりだしねー」


『やだやだー！　すごいすごいすごいー！』


　なにがすごいのだか定かではないのだが、とにかく一同は興こう奮ふんして騒さわぎ立てる（ちなみに蓮だけが頭上に『？』のマークを浮うかべ、にこにこ微笑んでいた）。


　とにかく、女子組の車内はそんな調子なのであった。





　一方の男子グループの車内はといえば、対たい照しよう的てきにどんよりと重たい空気がたちこめていた。のっけから自分の目もく論ろ見みをマオに妨ぼう害がいされて、すっかり腐くさってしまったクルツ。その不ふ機き嫌げんの虫が伝でん染せんして、車内にはほとんど会話らしい会話もない。


「狭せまい車内で男が四人。三時間……か」


　くねくねとした山やま間あいの道路を走りながら、クルツがやっと、口を開いた。


「ほとんど拷ごう問もんに近いぜ、これは……」


「それはこっちの台詞せりふだよ」


　これまた不ふ機き嫌げんな声で、小野寺孝太郎が言った。宗介やかなめのクラスメートだ。


「あんた……クルツさんだっけ？　幹事だろ？　なんであのマオってお姉さんの言いなりなんだよ」


「うるせー」


　力なくクルツは言った。


「あのアマを怒らせると、いろいろ厄やつ介かいなんだよ。本当は俺があっちのバンを運転して、ささやかなハーレム状じよう態たいを楽しむつもりだったのに。それが……くそっ。マオめ」


「あ、あのー。ご自分だけいい目、見るつもりだったんですか……？」


　と気弱な声で核かく心しんをついたのは、やはり同級生の風間信二だった。


「別にいいだろー。俺だって日々の暮らしに疲れてるんだよ。女子高生と楽しいドライブしたって、バチは当たらねーだろが」


「クルツさんの大学にだって、きれーなお姉さんたちはいるんじゃないんですか？」


「理系だから。女、少ないんだよ」


「はあ」


　クルツはさらにぼやく。


「……まあ、なんつーの？　キミら高校生は毎日、あーゆうピチピチなコたちと会ってるわけだろ。空気と同じなんだよ。なくなって、はじめてその価か値ちに気付くんだ。だいたいだな、大人になったらエッチなことはたっくさーんできるけどな、同じクラスのあのコと、目が遭あってドキドキ……なんてのは学生のときしかできねーんだぞ？」


「似たようなセリフ、なんかのマンガで読んだような気がするなー」


「どーだっていいよ。深しん遠えんな真しん理りだってことが問題なんだよ。……いいかね、諸しよ君くん？　いまこの時じ期き、この瞬しゆん間かんを大だい事じにしなきゃいかんよ？　わかっとる？」


「そんな説せつ教きよう、聞きたかねえよ。けっ……」


　孝太郎が無む関かん心しんにボヤく。


「あー、言ってろ、言ってろ。言って将しよう来らい、後こう悔かいしながら思い出せ。ふん」


　どこまでも気だるげなクルツ、孝太郎、信二の三人であった。互たがいに仲良くなる気も全然ない。


　もっとも、残りの一人──助手席の宗介だけは、様子が違うようだった。


「しっかしソースケ。おまえ、妙にくつろいでるな」


「うむ。久々に食欲も戻ってきた。男だけの車内はすばらしい」


　カロリーメイトをもぐもぐとかじり、宗介はうなずいた。いつも通りのむっつり顔なのだが、どことなく癒いやされ、満ち足りたようにも見える。


「アホか、おまえ!?」


「ちっとも笑えないよ、それ！」


「オレ、たまに相良がわからなくなる」


　三人が不機嫌な声をあげても、宗介の安らかなむっつり顔は揺ゆらぐこともなかった。


「まあ……いいや。ところでだな、諸しよ君くん。きょうは温泉宿に泊とまるわけなのだが」


　なにやら改あらたまった調子で、クルツが言う。


「はあ」


「若い男女のグループで、温泉旅行っつったら……なにが定てい番ばんだと思う？」


「？　さあ……」


　と、信二。


「まさか……アレ？　アレか!?」


　と、孝太郎。


　クルツはにやりとする。


「そうです。アレです」


「なるほど、アレですな」


「アレなしで、温泉旅行は完かん成せいされません。アレはあらゆる男の心に、キックを入れてくれるのです」


　なにげに空々しいクルツの口調に、孝太郎もニヤリとする。


「まったくですな。アレをやらないのは、彼女らに対してむしろ失礼にあたる」


「よく分かってらっしゃる、オノＤさん。あなたとは気が合いそうだ……」


「私もですよ、クルツさん」


「くっくっく……」


「くっくっく……」


　不ぶ気き味みな会話の意味を漠ばく然ぜんと察さつして、信二は落ち着かない様子で身じろぎする。


　宗介だけは窓の外を眺ながめ、〝平和な景色だ〟などと、のんきにコメントしていた。





　クルツが予約していた旅館は、深い草木に囲まれた山間の、急な斜しや面めんの中ちゆう腹ふくに建っていた。古いが、落ち着いたたたずまいだ。穴あな場ばらしく、週末だというのに他の客はほとんどいない様子である。


　大きな客室に通されて、荷に物もつを置いたかなめたち女子グループは、窓から望のぞめる峡きよう谷こくの景け色しきを見て、飽あきもせずはしゃぎまくる。やれ『うわー、きれいな景色ー！』だの『あとで下の川、行ってみようよー！』だの。毒どつ気けを含ふくんだ会話など一切ない。お茶の間向きのサスペンス劇場にでも出てきそうな、ぬるめなノリである。


「さて……まだご飯まで時間あるみたいだけど。どーしようか」


　畳たたみの上にごろりと転がり、かなめが言った。


「もちろんお風呂です！」


　テッサが握にぎり拳こぶしで力強く言った。


「わたし独どく自じの情報によれば、ここのお風呂は高アルカリ性の単純泉で、肩こりや腰よう痛つうに効きくそうです。可能な限り長時間浸つかって、徹てつ底てい的てきに疲れを癒さねばなりません」


「リキんでどーするのよ。それに、あわててたくさん浸かっても、湯当たりするだけだと思うけど」


　ぼやくかなめの言葉には構かまわず、テッサはいそいそと自分のバッグから替かえの下着を取り出しはじめる。


「いいんじゃない？　とりあえず先に一回、入っちゃおうよ」


　と、稲葉瑞樹。旅館の浴衣ゆかたを広げてサイズを確かく認にんしながら、のんきに言う。


「そーね。でも、大だい丈じよう夫ぶかなー」


「なにが？　おっ、ありがと、お蓮さん」


　蓮がいれたお茶を受け取りながら、マオが言った。


「いや……クルツくんとかいるし、なんか企たくらんでるんじゃないかと思って」


「ああ。それなら平気よ」


　妙に自信たっぷりに、マオが言った。その様子に気づいてるわけでもなさそうだったが、テッサも気楽に同意する。


「そうです。さすがにウェーバーさんだって、そこまで露骨でエッチじゃないですよ」





「ところが、俺は露骨にエッチなのだった。くっくっく……」


　そのとなりの、壁かべ一枚をはさんだ男用の客室で、壁にコップをつけて聞き耳を立てていたクルツは、にんまりとほくそ笑んでいるのだった。


「獲え物ものが動くぜ。西館の露天風呂だ」


　そばに膝ひざをつき、様子をうかがっていた孝太郎と信二に告げる。


「おっし。こっちも動くか」


「で、でも……大丈夫かな」


　鼻息の荒い孝太郎と、不安げな信二。


「なに言ってんの、風間くんよ。下着ドロする度ど胸きようがあって、のぞきやる度胸がないとは言わさんぜ？」


「な、なぜそれを……!?」


「気にすんな。とにかく行こう動どうだ」


　オリーブ色のバッグをつかんで、クルツは立ち上がる。その彼を、宗介が呼び止めた。


「風呂に行くのか」


　宗介は窓際の椅い子すに腰掛け、のほほんとほうじ茶をすすっていた。なにやら、今回は妙にくつろいだ様子である。
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「おう。おめーも来るか？　桃とう源げん郷きようってやつを拝おがませてやるぜ。ククク……」


「いや。それより……普ふ通つうに入にゆう浴よくを楽しめ。普通にな……」


「？　なに言ってんだ？」


　怪け訝げん顔がおのクルツを、孝太郎が急せかした。


「何モタモタしてんだよ、早く行こうぜ！」


「ん？　おう」


　クルツと孝太郎と信二は、あわただしく客室を飛び出していった。





　客室に負けず劣おとらず、その露ろ天てん風呂から望む景色は美しかった。


　空は青く、大気は澄すみ、小鳥のさえずりが心ここ地ちよい。しかしそれ以上に美しいのが、一いつ糸しまとわぬ姿で、お湯と戯たわむれる六人の美女・美少女なのであった。


　こんな機き会かいは二度とないだろうから、各員の姿を握にぎり拳こぶしで描びよう写しやさせていただく。


　なお、女性読者は次のチャプター（★Ｙ148☆Ｙ頁）まで読み飛ばしてもらえると幸いである。どうしても読みたいなら、「ふうーん……。そういうの好きなんだ。男ってバカね……」くらいの冷たい目で見守っていただきたい。「うわ。なんか、最っ低……」などと嫌けん悪おもあらわな目で読まれるのは、とても辛つらい（←だれがだ？）。だからなるべく読まないで欲しい。





　以上を踏ふまえ、露天風呂である。





　まず、かなめ。


　しばしば触ふれてきた通り、かなめはスタイル抜ばつ群ぐんだ。特に鳩みぞ尾おちから下か腹ふく部ぶへと続くラインが絶ぜつ妙みように美しく、無む駄だな贅ぜい肉にくが一切ない。さらに──この際言ってしまうが、彼女は巨きよ乳にゆうの部ぶ類るいに入る。いわゆる「ロケットおっぱい」という奴やつだろうか。そんな彼女が『わー、ホントいい景色！』などと言いながら、湯船からお尻しり丸出しの前ぜん傾けい姿し勢せいで身を乗り出しているのだ。岩に手を付いている彼女のバストは、重たげに垂すい直ちよく方向を向いており、まさしく『たわわに実った』という表現がふさわしい。さらにその可か憐れんなたたずまいの突とつ端たんから、ぽたぽたと滴しずくが落ちている様が、たとえようもなく悩なやましいのである。なにしろその下、乾かわいた岩の表面に、およそ17センチ間隔で小さな二つの水すい滴てきの跡あとができているのだ。これはたまらない。ヒップについていえば、きゅっと締しまってたるみが一切なく、いやらしい気持ちがなくても頰ほおずりしたくなるような白はく磁じのなめらかさ、つややかさをたたえている（もちろん、架か空くうの目もく撃げき者しやにいやらしい気持ちがあったら、もっといろいろしたくなることだろう）。芸術的と呼ぶだけでは済まされない、男の丹たん田でんやらリビドーやらにズンッとくるような肢し体たいなのである。


　次、恭子。


　いちばん小こ柄がらな恭子の体つきは、まだまだ発育途と上じようだ。胸もお尻も小さいが、幼おさなさを残したバストのふくらみは、むしろその筋すじの方々にとってはほぼ理り想そう的てきなバランスを達たつ成せいしている。あどけなさを演出するくらいのレベルで、微び妙みようにおなかがまだ膨ふくらんでいる感じとか、おへそがちょっとだけ小学生っぽかったりとか、そういうのもしっかり押さえている。また、いまの彼女はメガネを外し、おさげの髪かみを解といている。そうした途と端たん、恭子の相そう貌ぼうはどこか大人びた少女になる。その雰ふん囲い気きとこの体型、そして風呂の外に立って柵さくによりかかる無む防ぼう備びな裸ら身しんとのギャップがたまらない。そんな彼女が、奔ほん放ぽうなその姿を青空の下にさらし、『ホント、ホント！　きれいだよねー！』などと無む邪じや気きにはしゃいでいるわけである。警けい戒かい心しんはまったくゼロだ。手ぬぐいさえ持たずに、その裸ら身しんを丸出しにして、浴場の中をペタペタと走り回るのだ。だれかに見られる可か能のう性せいなど夢む想そうだにしていない。まったく、露天風呂だというのに！　だがこれがグっとくる。


　次、瑞樹。


　彼女も小柄な方なのだが、恭子とは対たい照しよう的てきに出るところは出て、引っ込むところは引っ込んでいる。グラマーだといってもいいくらいだ。現にいま湯船につかり、仰あお向むけの姿し勢せいでうっとりしている彼女のバストの先端二〇％は、氷山のごとく水面からぷるんと顔をのぞかせていた。ねばりのある泉質の湯が、コンパクトかつ豊ほう満まんな、実に形のいい乳ち房ぶさにねっとりとまとわりつき、つややかな光こう沢たくをはなっている。『うーん……気持ちいい』と言いつつ、くるりと一八〇度ロールすると、今度はお尻が湯船に浮うかぶ。ピンク色に上気したその肌はだの色は、健けん康こう的てきでありながら、なまめかしい艶つやっぽさを放っている。ただ小柄なだけでは醸かもし出せない質しつ感かん。つかめばほどよく指先がめり込むような、やわらかな弾だん性せいをたたえたヒップだ。


　次、蓮。


　彼女はうっとりと『いいお湯ですね……』だのと言いながら、濡ぬれて半はん透とう明めいになった手ぬぐいで前をギリギリに隠かくしつつ、湯船に脚あしをすべりこませたりしている。蓮はまさしく『意外と着やせするタイプ』だ。日頃の楚そ々そとして、ほっそりとした制服姿からは想像もつかないほど、どこか肉感的な肢体なのである。むっちりと豊かでありながら、上品で落ち着いた肉しし置おき。安産型のお尻は、湯船の縁ふちに腰掛けているために、すこしだけふにゃっと押しつぶされていて、その形がまた絶ぜつ妙みように扇せん情じよう的だ。それでいて、締しまるべきところは締まっている。湯ゆ煙けむりの中で、濡れた黒髪がほっそりとしたうなじにまとわりつくその姿を見る者がいたとすれば、『ああ、日本人に生まれて本当に良かった』と感かん涙るいにむせぶことだろう。そして、たっぷりと量りよう感かんのある乳房。すべらかでありながら、すいつくような質感を持つそれに、薄うす手での手ぬぐいがけなげに張はり付き、上気した肌と汚けがれを知らぬ大切な部分とが、わずかに──ごくわずかに透すけて見えそうになっている。


　次、マオ。


　彼女は壁際で洗面器にお湯を出して、『いやー、来て良かったわ』と言いつつ体を洗っている最さい中ちゆうだ。かっちりした肩、すらりと引き締まった太ふと股ももの健康美がまぶしい。その脚きやく線せんは、えもいわれぬ緊張感をかもしており、しなやかな野生動物の美しさを感じさせる。背中のラインのなめらかさは、大人の彼女にしか出せない魅み力りよくだ。細身な彼女だが、バストはかなめに負けていない。どーん、と前方に向けて張り出した、見事な形の双そう丘きゆう。それが体を動かすたび、ぷるぷると小こ刻きざみに震ふるえるのだからこたえられない。濡れた肌にまとわりつく泡あわ、泡、泡……。ちらりとかすかに見え隠れする桜色。ソープをシャワーで洗い落とす姿のアダルトなしっとり感。普ふ段だんの粗そ暴ぼうなイメージとは対たい極きよくのあでやかさだ。


　そして、テッサ。


　テッサはいちばん遅れて、脱だつ衣い所じよから浴場に入ってきたところだった。アッシュ・ブロンドの髪をおろし、ほんのりと頰ほおを赤らめ、小さな手ぬぐいで、いじましく前を隠しながら、後ろ手にガラス戸を閉める。やわらかな微び風ふうでちらちらと手ぬぐいが揺れ、すべてを隠しきることはできなくなって、彼女はどうすることもできずに身をすくめた。


　テッサの裸身も格かく別べつだった。ほとんど透明といってもいいような、真っ白で瑞みず々みずしい肌。腕に抱いだけば折れてしまいそうな華きや奢しやな体つき。ほっそりとした、頼たよりなさげな肩。両りよう膝ひざをぴったりと合わせているのに、太股の間には空間ができてしまうような細い脚あし。やはり小柄で幼さの残る体つきの彼女だったが、女の子らしい部分は、それなりに発育していた。青空の下で丸出しになった愛らしいお尻が、おびえるように震ふるえている。
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　もじもじしているテッサに気づいて、マオがたずねた。


「どーしたの」


「いえ……ろ、露天風呂って……やっぱり、ちょっと落ち着かなくて」


　テッサのような欧おう米べい人じんにとって、こういう形の『裸はだかの付き合い』というのは基き本ほん的てきに習しゆう慣かんがないのだ。軍隊暮ぐらしの長いマオはともかく、彼女にとっては共同の浴場──しかも遠えん景けいから遮さえぎるもの一つない露天風呂に出てくるのは、かなり勇気のいる行こう為いなのである。裸で町を歩くほどではないが、相そう当とうな頼たよりなさと恥ずかしさを感じているのだ。


　だが、テッサはこの旅行の言い出しっぺの一人だ。いまさら避さけて通るわけにもいかない。その躊ちゆう躇ちよと恥じらいとが入り混まじった様子で、そわそわと内うち股またをこすりあわせる仕し草ぐさ──そのいじましい姿自体が、むしろ見る者の鼻息を荒くしてしまう。見られたくなくて体を揺すっているのに、その動作が最後の防ぼう衛えい線せんである手ぬぐいをひらひらさせてしまって、大事なところが見え隠れしてしまうのだ。それに彼女は気付いていない……！


「うっ……」


　それを見ていたマオも、基本的にノーマルな女の身ながら、心の深しん層そうに眠る邪よこしまな部分をくすぐられるような心ここ地ちだった。


　うわー、どうしてくれようか、この娘むすめは。いつもそうなのだ。しかも天てん然ねんで。普段はあの少佐や中佐と気き丈じようにわたりあってるくせに。こういうときは、これなんだ。こんな身を硬かたくしちゃって。もしあたしが、ここでいきなりガバーっと押し倒して、あの白い首くび筋すじや鎖さ骨こつに優しく唇くちびるを這わせてやったり、あちこちを弄もてあそんであげたりなんかしたら、このコは涙なみだ声ごえで『や、やめてください、メリッサ……！　これは命令ですよ!?』なんて言ったりするのだろうか。いや、きっと言うに違いない。しかも、これまた天然で。やばい。言わせてみたい気もする。あー、なんてかわいい奴やつなんだ、おまえは。この娘だったら、禁きん断だんの領りよう域いきに踏ふみ込んでもいいような気がする。


　あ、いかん。生なま唾つばが。


　冷静になれ、自分。冷静に……冷静に……。よし、あたしはもう冷静。


「お、おほん……！」


　咳せき払ばらいをしてから、マオは努めてクールに言った。


「こっち来なさい、背中流してあげるから」


「あ……はい」


　手招きするマオへと、テッサはぺたぺた小走りする。


　そこで、彼女の足下がつるりと滑すべった。


「ひゃっ……！」


　手ぬぐいを放り出して、テッサはすてーんと転てん倒とうする。景気良く。情け無む用ように。


「！」


　空中で大だい開かい脚きやくしてから、微び妙みような姿し勢せいで尻しり餅もちをついた彼女の姿を、マオはしばしの間、口を半開きにして見つめていた。ひらりと舞まい落ちた手ぬぐい──その頼りない薄布が、テッサのひそやかなかげりをぎりぎりで隠している。


「い、いたた……」


　固まっていたのは何秒くらいだったか。マオは強しいて余よ裕ゆうたっぷりな大人の顔に戻り、彼女を助けに立ち上がった。


「まったく……」





　以上。描写終わり。





　そうした女湯の会話に耳をそばだて、男湯のクルツたちは鼻の下を伸のばしていた。


『テッサ、大だい丈じよう夫ぶー？』と、かなめの声。


『え、ええ。ちょっとお尻がひりひりしますけど……』


『どれ。見せなさいよ』と、マオ。


『……あっ』


『ふむふむ……』


『め、メリッサ……困ります。そんなじろじろ……ひゃっ……』


『ちょっと擦こすっただけみたいね。でもきれいな肌だなー。うーん……』


『そ、そこは違……んあ……』


『おおっと。ごめんごめん。じゃあほら、そっちも見せて』


『こ、ここもですか!?　ひぁ……！』


『こうするとどう？　痛くない？』


『ああ……ひ、引っ張らないでください』


　こういう悩なやましい会話を聞いただけで、男子三名はもう、辛しん抱ぼうたまらない状態になってしまうのであった。信二などは熱病にうかされたように、はあはあと荒い息づかいをしている。


「ひ、ひひひ……引っ張るって……な、なにを……」


「落ち着け、風間」


「お、おおおお、落ち着いてるヨ？　うん。で、でも、引っ張るって……」


「ああ。……くそっ。はやく見ようぜ」


　孝太郎は塀へいのてっぺんを見上げて、うなり声をあげた。


「どーするよ、クルツさん。のぞくなら、肩車でもしねえと届かないぜ」


　するとクルツは不ふ敵てきに笑った。


「ふっ……あんなところから頭出したら、すぐ気づかれちまうだろ。これだから素しろ人うとは」


「そりゃ素人だけど」


「これを使うんだよ」


　クルツは持じ参さんしたバッグから、電でん動どうドリルとファイバー・スコープを取り出した。


「穴あなを空けてスコープを通す。簡かん単たんだろ」


「なるほど。でも相良みたいな道具持ってるな、あんた」


　と、孝太郎。


「気にすんな。とにかく行くぜ」


　さっそくクルツは電動ドリルを木板にあて、スイッチを押し込む。ドリルが音もなくゆるゆると回り、木板の表面を削けずっていく。


『ゴクリ……』


　固かた唾ずを飲む信二と孝太郎。クルツはむっつりとドリルを操あやつる。回したり止めたりを繰くり返し、別の場所を試ためしてみたり、思し案あん顔がおで首をひねったり。


「どうした？」


「おかしい。どうも……中に鉄板かなにかが仕込んであるみたいだ。ドリルが通らない」


「なんだって!?」


「の、のぞき対たい策さくかな……」


　不安げな顔の信二。クルツは塀を見上げる。


「仕し方かたねえ。塀の上から行こう」


　ジャンケンで負けた孝太郎が、クルツを肩車することになった。ふらふらする二人を、信二がはらはらと見守る。クルツはファイバー・スコープを頭上に掲かかげ、その先端を塀の向こうにやろうと悪あく戦せん苦く闘とうする。


「ま、まだかよ……!?」


「もうちょい、こらえろ……」


　どうにか安定を保ち、クルツはスコープの先を女湯へと差し出した。


　だがその瞬しゆん間かん──


　どこからともなく伸のびてきた赤いレーザー光が、聖せい域いきへと侵しん入にゆうしたスコープの先端にポイントされ、直後に鋭するどい電撃が襲おそいかかった。ばしっと火花が散ちって、ファイバー・スコープが焼き切られる。


「おわっ!?」


　強力な電気銃エア・テイザーの一いち撃げきだ。


　クルツがたまらずのけぞり返る。孝太郎が大きくよろめく。二人は信二を巻き込んで、背後の露天風呂へと景気良く転てん落らくした。





　マオがテッサの髪をていねいに洗ってあげていると、視し界かいの片かた隅すみ──男湯と女湯を仕し切きる塀の上で、電光が閃ひらめいた。続いてクルツたちの悲鳴と、大きな水音。


「？」


　全員が同時に胸を隠して、男湯の方向を振り返る。


「なんだろ？」と恭子。


「男同士でじゃれ合ってんでしょ？」と瑞樹。


「仲がいいですねえ……」と蓮。


　マオはテッサの髪をやさしく揉もみながら、何なに事ごともなかったかのように言った。


「大丈夫。ネズミ取りが働いただけよ」


「？」





　湯船に尻餅を付いたままの姿し勢せいで、クルツは驚おどろき、目を剝むいていた。


「せ、セントリー・ガンだと!?　どーいう旅館だ、おい!?　聞いてねえぞ!?」


　セントリー・ガン。最近セキュリティ用に開発された、全自動の警けい備びシステムのことだ。あらかじめ指し定ていされた領りよう域いきに、なんらかの動体が侵しん入にゆうすると、それを検けん知ちし、電気銃で攻こう撃げきを行う。そんな最新装そう備びが、いったい、なぜこのひなびた旅館に!?


「おいおい。どうなってんだよ？」


　孝太郎と信二も困こん惑わく顔がおだ。クルツは頭をくしゃくしゃと搔かきながら、遠景をのぞむ柵さくの方へと歩いた。柵を乗り越こえて回り込めば、女湯がのぞける位い置ちだ。


「こっちから回り込むとしても……」


　桶おけをつかんで、柵の外に出してみる。たちまち別の場所に隠してあったセントリー・ガンが反応して、桶めがけて強きよう烈れつな電撃を見み舞まった。


「うおっ……！」


　あわてて手を引っ込める。どうやら、女湯をのぞける位置には、例外なくこの警備装置がしかけてあるようだ。


　この厳げん重じゆうさは一体？


　クルツは桶を放り捨て、悪あく態たいをついた。


「くそっ、隙すきがねえ……」





　夕食の時間になっても、女子グループの様子は朗ほがらかで楽しげだった。


　一方のクルツたちはといえば、えらく不ふ景けい気きな顔でみそ汁しるをすすったり、鮎あゆの塩焼きをぱくついたりしている。ちなみに宗介一人は、かなめとテッサに挟はさまれて、なにやら居い心ごこ地ちが悪そうだった。


　恭子たちは談だん笑しようしながら、『あとでまたお風呂行こうね』などと言っていた。


「まだチャンスはあるぞ……」


　男部屋に戻るなり、クルツは衛星通信機付きの携けい帯たいパソコンを取り出し、タブロイドサイズのスクリーンを広げて、この付近一帯の詳しよう細さいな地形図を表ひよう示じさせた。


「どーするつもりだよ、クルツさんよ」


「近きん距きよ離りがダメなら、遠距離だ。この旅館の対たい面めんの、山さん頂ちよう付近まで移い動どうして、望ぼう遠えんスコープで捉とらえる。理想的な観かん測そくポイントはここと、ここと、ここだ」


　クルツは地図の数か所にマークを入れた。


　この旅館は、山の中腹に建っている。下を流れる渓けい流りゆうを渡って、反対側にそびえる無む人じんの山を登れば、そこから露天風呂の全景が望めるはずだった。孝太郎が真ま面じ目めな顔で、別の地点を指さす。


「こっちはどうだ？　標ひよう高こうは高いし、直線距きよ離りなら一番近いと思うけどよ……」


「駄だ目めだ。方位を見ろ。その付近は東面で日光がよく当たる地形だから、植生が濃こい。木が邪じや魔まで、目標捕ほ捉そくはまず不可能だ」


「なるほど。頭いいな、あんた」


「俺はスナイパーだぜ？　地図を読むのはお手のもんさ」


　黙だまって聞いていた信二が、『は？』と怪け訝げん顔をしたが、そんなことにはお構かまいなしに話は進んでいく。


「よし、じゃあさっそく移い動どうだ。ポイントまで、三〇分以上はかかるだろうからな」


　浴衣姿のまま、あわただしく出発の準じゆん備びをするクルツたち。そこで、一人のんびりとテレビを見ていた宗介が、声をかけてきた。


「また風呂か？」


「そーだよ。わりいか？」


「いや……。楽しんでこい。普通にな」





　虫の鳴き声。真っ暗な山の中を、クルツたちは歩いていった。浴衣の上に各種装備の詰まったバッグを背負って、道無き道をかきわけていく。暗闇のせいで、信二や孝太郎は何度も木の根につまずいて転び、全身泥まみれになっていた。


「はあ……はあ……。あのよークルツさん、せめて懐かい中ちゆう電でん灯とうくらい、点つけようぜ？」


「だめだ。敵に発見される」


　きびしい声でクルツは言った。


「もうすぐ目が闇夜に慣なれる。それまで我が慢まんするんだ」


「なんか相良みてーなこと言うな、あんた」


「へっくしょっ！」


　ふらつきながら、二人の後を付いてきた信二が、小さなくしゃみをした。


「風間。湯冷めか？」


「うん……いや、大丈夫……」


　そのとき、クルツが鋭く叫さけんだ。


「待て！」


　信二と孝太郎はぴたりと立ち止まる。


「？　どうし……」


「動くな、風間！　地じ雷らいだ！」


　言われて、はじめて信二は自分の右足が、地面に埋うまった対人地雷を踏ふみしめていることに気づいた。


「ひ!?」


　信二が凍こおり付き、孝太郎が怪訝顔をする。


「地雷ィ？　地雷って、あの地雷か!?」


「も、もしかして……足を放すと爆ばく発はつする、ってやつですか……？」


「ああ。ここまで読まれてたとは……」


「ちょ、ちょっと待てよ!?　どこの世界に地雷まで仕し掛かける旅館があんだよ!?　これ、はっきり言って相良の手口だぞ!?」


「そうだな……」


　すでにクルツは確かく信しんしていた。この地雷や、セントリー・ガンを仕掛けたのは宗介とマオだ。テッサから温泉旅館の話を聞いて、前日のうちに数々の周しゆう到とうな罠わなを仕掛けておいたということか……？　だが、高価なセントリー・ガンの設せつ置ちや風呂の仕切り板への細さい工くなど、簡かん単たんにできることではない。おそらく旅館の主人も丸め込まれている。それどころか〈ミスリル〉の支し援えんも受けていると見ていいだろう。さてはマデューカス中ちゆう佐さか？　いや、作戦部長のボーダ提てい督とくの意い向こうも働いているとみていい。なんたることか。超ちよう大国でさえうかつに手出しのできない、全世界的な極ごく秘ひの軍事組織が、あの重要拠きよ点てんを──あの女湯を守っているというのか……!?


　だとしたら、自分たちはとてつもない危き険けんのただ中に身を置いていることになる。


　クルツは夜の山中を見渡した。


「たぶん、ここ一帯は罠と地雷だらけだ。下手へたに身動きできねえぞ」


「おいおいおい！」


「た、助けて……！」


　涙声で震える信二。クルツは慎しん重ちように地面を探り、ちょうどいい重さの大きな石を拾ひろった。


「ビビるな！　この石を代わりに、地雷の上に置く。ゆっくりと体重を移うつすんだ」


　クルツは信二の足下にひざまずき、石を地雷の上へとずらしていった。


「いいな、ゆっくりだぞ……」


「う、うん……」


「そう、落ち着いて、少しずつ……」


　そこで信二が顔をあげ、口をぱくぱくとさせ始めた。


「う……ふぁ……ふぁ……」


「？」


　湯冷め。くしゃみ。この二語を思い浮かべ、孝太郎が息をのむ。


「お、おい……！」


「ふぇっくしょん！」


　地雷が炸さく裂れつし、爆ばく風ふうが三人を吹き飛ばした。





『ん……？』


　ゆったりと湯船につかっていた恭子、蓮、瑞樹の三人は、遠くの山中から響ひびいてきた爆発音を聞いて、眉をひそめた。


「なんだろ？」と恭子。


「さあ……」と蓮。


「花火かなんかじゃないの？」と瑞樹。


　その後も断だん続ぞく的てきな爆発音、そしてかすかな歓かん声せい（実は悲鳴）が聞こえてきたが、三人はとりたてて気にすることもなく、のんびりと世せ間けん話ばなしに戻もどっていった。





　トラップだらけの殺人地帯から、クルツたちはどうにか安全な領域まで退たい却きやくすることに成功した。当初の予定の観測ポイントに到とう達たつすることなど、まったく不可能だった。


　山やま間あいの渓けい流りゆう、大きな岩のそばにしゃがみ込み、三人はぐったりとする。ぼろぼろの浴衣姿で、憔しよう悴すいの極きわみ。まさしく満まん身しん創そう痍いであった。


「僕はもうヤだよ！」


　号ごう泣きゆうしながら信二が叫んだ。


「命がいくつあっても足りないじゃないか！　こんな恐ろしい思いはたくさんだ！　そりゃあ千鳥さんやテッサさんのヌードは見たいけど、死んでしまっては元も子もないよ！」


「いやほんと。俺たち、なんで生きてるんだろーな……」


　げっそりとして、孝太郎はつぶやく。


　かたやクルツは、しばらく深しん刻こくな顔でうつむいていた。そして──なにか思い詰つめた様子で、すすり泣く信二に目を向けた。


「なあ、風間……。おまえがそう言うなら、俺は無む理り強じいしないぜ。でもよ……本当にここで逃げちまっていいのか？」


「え……？」


　クルツはゆっくりと語った。


「そりゃあ……俺だって死ぬのは怖こわいさ。正直、逃げ出したくなることもある。だけどよ、命をかけても、絶対に譲ゆずれないことって……あると思うんだよ。だから俺は諦あきらめない。だから、俺は戦うんだ。自分が自分であるために。だれも見たことのない、あの聖域をかいま見るために」


「…………」


「これさえやり遂とげれば、自分は一生胸を張はって生きていける……そういう何かに必死になるのって……大切なことなんじゃないか？」


『クルツさん……』


　信二と孝太郎はしんみりとつぶやく。一生胸を張っていける目的なのかどうかはさておき、いま、三人の心はひとつになっていた。


「へへっ。ガラにもねえこと言っちまったな。……まあいいさ。後は俺一人でやってみるよ。おまえらは帰りな」


「なに言ってんだ。俺もつきあうぜ」


「ぼ……僕も行くよ！」


　孝太郎がほほえみ、信二も勇気を奮ふるい起こす。そして三人は結けつ束そくも新たに、固かたく手を握りあうのだった。


　やめときゃいいのに。





「時間も遅い。こうなったら、正面突とつ破ぱしかないだろう」


　クルツたちがいる谷底──渓流のほとりから見上げると、旅館ははるか頭上にある。露天風呂は見えない。ごつごつとした低木の茂しげる、急な斜しや面めんを駆かけ上がり、垂すい直ちよくな石いし垣がきを登とう攀はんすれば、その先がゴール、すなわち女湯だ。


　普通に登っていくだけでも大変な地形である。その先にそびえる旅館は、あたかも天然の要よう害がいに建けん設せつされた堅けん牢ろうな要よう塞さいだった。


「この斜面を駆け上がり、警けい戒かい網もうを強行突破して、直接、目標に肉にく薄はく・視し認にんする。その後のことは考えるな」


　ザルみたいな作戦だったが、信二と孝太郎は真剣な顔でうなずく。


「あの警備装そう置ち──セントリー・ガンは？」


「ああ、確実に仕掛けてあるだろうな。だからまず、おまえら二人がこの斜面を昇のぼれ」


『ええ!?』


　信二と孝太郎は同時に叫んだ。


「心配するな。あのセントリー・ガンは、目標を識しき別べつしてから攻撃するまで、およそ２秒のタイム・ラグがある。その２秒の間に、俺が装置を発見して──これで仕し留とめる」


　クルツは装備のひとつ、ライフルケースからサイレンサー内蔵の狙そ撃げき銃じゆうを取り出した。


「そ、それはＡＷコヴァート！　でも、そんな神かみ業わざ……」


「できる。俺を信じろ！」


　きっぱりとクルツは言った。





　決戦のときは来た。


　ポジションにつく。


　銃に取り付けた暗あん視しスコープをオンに。勝利へと続く急斜面の風景が投とう影えいされる。クルツは一度、固く目を閉じてからグリップを確かめた。深しん呼こ吸きゆう。目を開く。集中力が極きよく限げんに。安全装置を解かい除じよする。


「行け！」


『う…………うおおおぉぉぉ────っ!!』


　信二と孝太郎が、決意もあらわに斜面を駆け上がっていった。


「どこだ……さあ来い」


　完かん璧ぺきな射撃姿し勢せいを保ち、クルツは敵を探し求める。すると怒ど濤とうとなって斜面を登る信二の前方、小さな岩の陰かげから、セントリー・ガンが突き出した。


「見えた……！」


　発砲。銃弾が命中し、セントリー・ガンが火花を散らす。すかさずライフルのボルトを前後させ、次弾を装そう塡てん。孝太郎の左前方からも、セントリー・ガンが姿を見せる。こちらも正確に一撃で仕し留とめる。


「止まるな！　走れ、走れ！」


　叫ぶクルツ。息を切らし、けなげに走り続ける信二と孝太郎。だがその二人の行く先に、数え切れないほどのセントリー・ガンが、一斉に『にょきにょき！』と現れた。まさか、ここまで念ねん入いりだったとは……！


「くっ！」


　クルツはそれらすべての標ひよう的てきを、おそろしい早はや業わざで狙撃していく。並なみの兵隊では不可能な素す早ばやさ、正確さだ。しかし──彼の狙撃だけでは捉とらえきれない脅きよう威いがあった。またしても地雷である。


　先頭を走る孝太郎の足下が、いきなり爆発した。


　しまった。ここにも……!?


「ぐわあああーっ！」


　孝太郎は煙の尾を引いて吹き飛び、地面に激げき突とつして動かなくなった。


「くそっ、オノＤっ!!」


　クルツは狙撃ポイントから飛び出し、黒こげの孝太郎へと走った。セントリー・ガンの攻撃と、その余よ波はで起きる爆発の数々。静かな奥おく多た摩まの渓けい谷こくは、いまや地じ獄ごくの戦場と化していた。


　茂みに身を伏ふせ、信二が叫ぶ。


「クルツさんっ!?」


「伏せてろ、風間──ぐおっ!?」


　撃うち漏もらしたセントリー・ガンの電撃が、クルツに襲おそいかかった。全身の肉が焼けるような衝しよう撃げき。彼はよろめき、前のめりに倒れた。倒れながらも、なんとかライフルでそのセントリー・ガンを破は壊かいする。


　ぐったりしたクルツに、信二が駆け寄った。


「クルツさん！　しっかり！」


「へへ……ヘマしちまった」


「なに言うんだ。お尻を火傷やけどしただけだよ!?」


「フッ……いいんだ。自分の身体からだのことは、自分がいちばんよく知ってるさ……」


　クルツは苦しげに言った。信二はその場に膝ひざをつき、動くこともできずにいる。肩が、膝が実じつ戦せんの恐怖で小こ刻きざみに震えていた。


「あ、ああ……」


「なにを……なにをモタモタしてんだ。早くしねえと目標が……うっ！」


「く、クルツさん……」


　信二の胸を、クルツはどん、と叩たたいた。


「行けっ！　俺とオノＤの犠ぎ牲せいを無む駄だにする気かっ!?　ここで動けないようなら、俺はおまえを軽けい蔑べつするぜっ！　さあ、行け！　行ってその目に焼き付けてこい！　そして……そして後こう世せいに伝えるんだっ！　俺たちがこの手で勝ち取ったものをっ!!」


「うっ……くっ……」


「行けって言ってるだろうが!?　おれのことなんか構うな！　てめえ、それでも男か風間！　ためらうな！　行けえええええっっっ!!」


　信二は大おお粒つぶの涙をこぼし、クルツのライフルを手に取った。そして坂の上──傲ごう然ぜんとそびえる温泉宿と、露天風呂をにらみあげた。


「う……うおぉおぉおぉ────!!」


　信二は走った。生しよう涯がい最大の雄お叫たけびをあげて。まだ見ぬ世界──未知の聖域に潜ひそむ真実に向けて。その背中を、クルツは朦もう朧ろうと見送った。


「そうだ。走れ、風間……走るんだ」


　つぶやき、彼は眠るように息絶たえた。





　さすがにそうした爆発音は、女湯にもはっきりと届いた。いまは恭子たちと入れ替わりで、かなめ、テッサ、マオの三人が入浴している最中だ。


「な、なに……？」


　身を硬くするかなめとテッサを、マオがなだめる。


「あー、大丈夫よ。クルツたちが花火で遊んでるだけだから」


「あれが花火……？」


「それになにか、悲ひ痛つうな感じの怒ど号ごうとか泣き声とかが、聞こえるような……」


「気にしない、気にしない。のんびりしてましょ、のんびりと」


　しっかり持ち込んできた日本酒を楽しみつつ、マオはのんきに言った。





　自分にこれほどの力が眠っていたとは、思いもよらないことだった。戦と友もの無む念ねんを背中に負って、信二は斜面を爆ばく走そうする。


　正面に新たなセントリー・ガン。電気銃の端たん子しがこちらを向いた。


「ぅ……ぅわああぁぁぁ──っ！」


　信二は覚かく醒せいした。脳のう裏りでマカダミア・ナッツみたいな種が落ちてきて、ぱちんと弾はじけた。


　跳ちよう躍やく。接せつ近きん。


　そのままセントリー・ガンを蹴けり飛ばす。吹き飛ぶマシン。着地、疾しつ走そう。さらに現れた二つのセントリー・ガンを、クルツのライフルで正確に破壊し、駆け抜ける。


（見えるよ、クルツさん！　僕にも敵が見える……!!）


　地雷が、トラップが爆発した。信二は構わず、ぼろぼろになりながらも突っ走る。旅館が近づいてきた。露天風呂が。中央に仕切り板が見えるが、まだ死角で中は見えない。だが覚えている。目標は──女湯は確かに左側だったッ!!


　一気に行く！　逃がしはしない！
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　もはや自分が見えていないとか、そういうツッコミなど知ったことかっ!!


「こっちだあぁぁぁぁ────っ！」


　信二は助走し、大地を蹴った。背後でトラップが派は手でに爆発する。その爆風になかば吹き飛ばされるようにして、彼は目指す露天風呂の柵さくをぶち破やぶった。


「ぐっ……があっ！」


　浴場の湯船、その手前の床ゆかに、信二はたたきつけられた。這はいつくばり、全身ぼろぼろ。露天風呂には、湯気と煙とがたちこめていた。


「く…………」


　信二は苦しげに顔をあげ、腰に手を伸ばした。デジカメ……そう、デジカメを使うときだ。だがそのカメラは、地雷の破は片へんを受けて、まっぷたつにひしゃげていた。ならば、せめて肉眼で──彼は口の端はの血を拭ぬぐい、ひび割われた眼鏡めがねをかけ直す。ぼんやりとした湯気の向こうに人影があった。


　湯気が晴れていく。相手が見えた。


「ここまで来るとは驚おどろいたぞ。だが……」


　そう言ったのは、宗介だった。折り畳たたんだ手ぬぐいを頭に乗せ、ずん、と仁王立ちしている。凄せい絶ぜつな戦いの末に信二が見たものは、それがすべてだった。


「言い忘れていた。実は九時から、男湯と女湯は入れ替かわるのだ」


「……そんなオチ、あり……？」


　もう動く力は残っていなかった。信二はがっくりと頭をうなだれ、湯船に顔面をつっこみ、ぶくぶくと泡を吹いた。





　そんな調子の温泉旅行。そのほかにも、あれこれと事件はあったのだが──


　それはまた、別の話である。







［おしまい］













　よいこのじかん～マまオおおねえさんとアーム・スレイブあーむ・すれいぶにのってみよう～










〈ミスリル〉西太平洋戦せん隊たいの陸りく戦せんユニットには、大きく分けて二つの部隊がある。特とく別べつ対たい応おう班（ＳＲＴ）と、初しよ期き対応班（ＰＲＴ）だ。このうちＳＲＴの方は、相良さがら宗そう介すけやメリッサ・マオ、クルツ・ウェーバーやベン・クルーゾーが所しよ属ぞくする精せい鋭えいチームである。彼らはＰＲＴには手に負えない種しゆ類るいの作戦を担たん当とうしている。


　しかし、ＳＲＴの人数はごく少ない。日ひ頃ごろの作戦行動のほとんどは、ＰＲＴの人員がこなしているのである。ＳＲＴの人間ほどではないが、ＰＲＴの彼らも実じつ戦せん経験が豊ほう富ふで、高い技ぎ能のうを持つ傭よう兵へいたちだ。〈トゥアハー・デ・ダナン〉戦隊の実じつ質しつ的てきな戦力は、ＰＲＴが担になっているといってもいい。


　ＰＲＴには六つの専せん門もんチームがある。水陸両用戦を専門とするチームや、屋内への突とつ入にゆうを専門とするチーム、電子戦や情報戦を専門とするチーム……そして、アーム・スレイブの運用を専門とするチームなどなど。


　ＰＲＴの兵士たちは、そうした各チームを定期的に異い動どうし、それぞれの分野で専門知ち識しきを身につけていく。あらゆる技能に通じている兵士こそが、特とく殊しゆ部ぶ隊たいでは求められるからだ。ゲームなどでは基本の「このキャラはこれが得とく意い。あのキャラはあれが得意」といった振ふり分けでは困るのである。専門バカの集まりでは、チームのだれかが死んだときに、代わりがいなくなってしまう。


　だから宗介は狙そ撃げき技能もかなりのものだし、クルツは電子戦の知識でも並みの兵士を上回り、マオは生身での偵てい察さつ作戦について一流の技能を持っている。ただ、だれにも負けないほどの最さい先せん端たんの技能と才能を持っている分ぶん野やが、それぞれ違うというだけの話なのである。


　さて──


〈ミスリル〉はそういうポリシーの部隊なので、ＡＳの操そう縦じゆう経験がないＰＲＴの兵士も、ＡＳの運用と戦術のなんたるかを学ばされることになる。特にここ半年あたりは、陸戦ユニット総そう指し揮き官かんのカリーニン少佐の考えで、どんどんその方ほう針しんが徹てつ底ていされるようになってきている。おかげでＰＲＴの隊員のほとんどは、いまやＡＳの搭とう乗じよう資し格かく保ほ持じ者しやだ。


　ところが、よりにもよって万ばん能のう選手のＳＲＴ要員に一人だけ、ＡＳにはほとんど触さわったことさえない隊員がいた。


　ウルズ９のコールサインを持つ、ヤン・ジュンギュ伍ご長ちようである。


　彼は他の面ではきわめて優ゆう秀しゆうで、総そう合ごう的てきに高い技能を持つ兵士なのだが──不ふ思し議ぎな巡めぐり合わせか、これまでの経けい歴れきでＡＳにはまるで縁えんがなかったのだ。本人は特に気にしていない。自分が付つけ焼やき刃で学ぶよりは、ほかの専せん門もん家かたちに、ＡＳのことは任せておけばいい──そう思っていた。


　ところが前ぜん述じゆつの事じ情じようで、そうもいかなくなってきた。ヤン伍長はクルーゾー中ちゆう尉いにしつこく勧すすめられた結果、しぶしぶとＡＳの操縦法と運用法を学ばねばならなくなったのである。彼が教えを請こう相手は、戦隊でもトップクラスのＡＳ操縦兵でもある、メリッサ・マオ少しよう尉いだった。








　　そのいち：のるまえにてをあらおう







「え～～～。と、いうわけで」


　咳せき払ばらいしてから、マオが切り出した。


「きょうは初心者のヤンくんに、お姉さんがＡＳ操縦の基き本ほんを伝でん授じゆします。かなりマニアックな内容になるかと思います。あと、オチとか萌もえとか、ありません」


「あれほど楽屋ネタはやめろって言われてるのに……いきなり全開だね」


「気にしない。では行きましょー」


　マオはバイオレットのワンポイントが入った、いつもの黒いＡＳ操縦服姿すがただった。ライダーのツナギのようにも見えるが、この操縦服は防ぼう弾だん・防刃じん・耐たい火か・対たい衝しよう撃げき機き能のうがあり、さらにエアコン的な機能も備そなえている。まことに優すぐれものの装そう備びなのだ。この操縦服のまま、生なま身みで戦ってもいいくらいなのである。


「……で、ヤンくん。操縦服の具ぐ合あいはどうかしら？」


「うん……まあ、ちょうどいいよ。すこしキツい感じもするけど」


　マオと同じタイプの黒い操縦服を見下ろして、ヤンは言った。初めて着るＡＳ操縦服に、ちょっとだけわくわくしていたりする。


「文もん句くを言うなぁ!!」


　いきなり教官の蹴けりが入って、ヤンは地面に叩きつけられた。


「な、なにするんだよ!?」


「服が合わないんだったら、自分を服に合わせなさいっ！　ペーペーの新人のために、高価な操縦服をあつらえてやる余よ裕ゆうなど、我わが部隊にはないっ！　いいわねっ!?」


「はあ……」


「ちなみにいま、あたしは割わりと容よう赦しやなくあんたを蹴っ飛ばしたけど、あんまり痛くなかったでしょ。なぜだかわかる？」


「えーと。この操縦服の衝しよう撃げき吸きゆう収しゆう機能のおかげ……？」


「その通り。この操縦服の衝撃吸収層に使われている高こう分ぶん子し素そ材ざいは、ビルの四階から落ちてきた生卵さえも、割らずに受け止めることができるのよ」


　本当である。こうした素材は実在する。


「ＡＳ本体の衝撃吸収システムでも拾いきれなかった強きよう烈れつなショックから、この服は操縦兵を守るの。おかげであたしの肌はだは、青アザを作ることなく美しい状じよう態たいで保たれているわけ。特にＭ９級の高運動性能を持つＡＳに搭とう乗じようする場合、こうした装そう備びは必ひつ須すだわ」


「でも、ソースケはアーバレストに乗るとき、着てないことが多いけど……」


「揚あげ足をとるなぁ!!」


　容赦ない蹴けりがヤンを襲おそった。


「ソースケが操縦服なしで乗るのは、緊きん急きゆうのときだけでしょ。順安スンアンでの事件のとき、宗介がこの操縦服を着て〈サベージ〉に乗っていたら、その後のああいう負傷は避さけられたでしょうね。ついでにいえば、あの救出作戦のときクルツがこの服を着ていなかったら、死んでいたかもしれない。それくらい、ありがたい服なのよ。わかったわね？」


「うん」


　のろのろと身を起こしながら、ヤンがうなずく。


「じゃあ、搭乗前の手続きをしましょう」


　二人がいるのはメリダ島基き地ちの演えん習しゆう場じようのはずれ──なだらかな丘きゆう陵りよう地帯の一角であった。時じ刻こくは午後一時。空は晴れ、太陽はぎらぎらと熱い。かたわらには、二機の第三世代型アーム・スレイブ──Ｍ９〈ガーンズバック〉が降こう着ちやく姿し勢せいをとっている。


　きわめて人型に近いスマートなシルエット。戦せん闘とう機きパイロットのヘルメットを思わせる頭部。肩の装そう甲こうには、小さくそれぞれ『Ｅ─００５』『Ｅ─００８』のナンバーが入っている。Ｅ─００５号機の方は、以前、テッサとマオが大おお喧げん嘩かしたときに使われた機体だ。


　ヤンは機体に搭乗する前に、土ど下げ座ざをしているような降着姿勢のＭ９の周しゆう囲いを、ぐるりと一周した。目に見える間かん節せつ駆く動どう部ぶに、異い物ぶつが詰つまっていたり、液えき漏もれが起きたりしてないかを、しっかりとチェックする。


「そう！　操縦兵自身が目視で点検を行うこと。Ｍ９の場合、ＡＩが機体を自己診しん断だんすることができるけど──それで完かん璧ぺきとは言えないわ。もし万一、脚きやく部ぶ周りの間かん節せつに深しん刻こくな故こ障しようがあった場合、どうなると思う？」


「えーと……最悪の場合、機体を直立させたときに転てん倒とう事じ故こを起こし、周囲の器き材ざいや人員を巻き込む危険があるんだよね。それから──その故障に気づかずに走行した場合、いきなり脚部が吹き飛んだりして、操縦者が大けがをするような大事故になったりします」


「重さ一〇トンの機き械かいが動くんだからね。ナメちゃだめよ。……チェックは済んだ？」


「済んだよ。問題ないです」


「よろしい。では搭乗」


　ヤンは機体の足首にあるレバーをひねり、搭乗用の縄なわばしごを展開させた［※１］。この段だん階かいでまごついたテッサとは異ことなり、さすがにヤンはすいすいとはしごを登っていく。


「登ったよー」


「じゃあコックピットに」








　　そのに：きみのともだち、あーむすれいぶをおこしてあげよう







　ヤンがＭ９のコックピットにすべりこんだ。


「入ったよー」


　ＡＳのコックピットは、操縦者の全身を包み込むような構こう造ぞうで、手足を通す穴がある。両りよう腕うでを通すと、その奥にジェット戦せん闘とう機きを彷ほう彿ふつとさせるスティックがあって、ヤンはそれをぐいっと握にぎった。このスティックにはいくつものスイッチやダイヤル、トリガーが付いている。操縦者はこのスティックのスイッチ類るいを操そう作さするだけで、機体の細かい制せい御ぎよがほとんど行えるようになっている。


　スティックの親指があたる部分には、小さなアナログ式のポインティング・ディバイスがある。このディバイスで、画面上のカーソルを動かすことができる。人差し指のとどく位置には、ゲーム機でいうところの『Ａ（○）ボタン』と『Ｂ（×）ボタン』が配置されている。これで『決定』と『キャンセル』を操作する。このたった三つを使うことで、ほとんどの操作が可か能のうだ。家庭用ゲーム機の操作パッドと同じ概がい念ねんである。文字や数字の入力も可能だが、それらは基き本ほん的てきに音声で行われる。


　もちろん、その他にも様々なスイッチ類が配はい置ちされている。


　いくつか、重じゆう要ようなスイッチ類を挙あげておこう。


　まず、火器の発はつ砲ぽうを行うための引き金トリガー。これは戦闘機などにもあるので、想像しやすいだろう。拳けん銃じゆうと同じように人差し指で引けば、機体の主しゆ兵へい装そうや副兵装を発はつ射しやする。誤ご射しやや暴ぼう発はつを避さけるために、トリガーには小さな安全レバーがついている。


　次に、ＡＳの『手』──すなわちマニピュレータを操作するためのホイール・スイッチがある。これについては後こう述じゆつする。


　そして『音声入力スイッチ』。これは第二世代型ＡＳ以降、機体の操作に必要不ふ可か欠けつになっている。小指で簡かん単たんに押せる位置にある、このスイッチを押し込みながら、操縦兵は様々な命令を口頭でコンピュータに伝えるのだ［※２］。


　ほかにも『マスター・モード選せん択たく』、『優先ターゲット切り替かえ』、『兵へい装そう／発射モード選択』、『索さく敵てきモード選択』、『通信方式の切り替かえ』、『スクリーン表示切り替え』、『予備Ａ』、『予備Ｂ』などなど、慣なれていないと目が回りそうなスイッチの数だ。だがこれでもＭ９は、ＡＩの支し援えんでずいぶんと操作が簡単になった方なのである。古い機き種しゆになると、前述のスイッチ類だけではまったく足りないので、スティック以外の場所にも、たくさんのスイッチがレイアウトしてある。これらを冷静に、反はん射しや的てきに使いこなせるようになるためには、大変な時間の訓くん練れんが必要だ。


　ちなみに第二世代型のＭ６は『扱あつかいやすい』と定てい評ひようだが、それだってＭ９よりはずいぶんと煩はん雑ざつな操そう作さを必要とする。油圧制せい御ぎよ、燃ねん料りよう制御、パワー制御、各種センサーのオン・オフ、運動マネージャの選択、バイラテラル角の設定、エトセトラ、エトセトラ……。テッサがマオと勝負したときにＭ９でなくＭ６を選んだのは、機体の反はん応のう速そく度どと安定性の問題だ。テッサは運動神しん経けいはゼロだが、頭はいい。複ふく雑ざつな機体システムの制御とマネージメントについては、やはり並なみ大たい抵ていの人間では追いつかないくらいの飲み込みの早さだったのである。だから、Ｍ６を使う方がむしろ有ゆう効こうだったのだ。〈ミスリル〉使用のＭ９が『超ちよう・上級者向け』といわれる由ゆ縁えんは、実戦でその性能を完全に引き出すための、もっと高等な操縦技術の世界での話だ。そちらはあまりにも専門的かつ有ゆう機き的てきで、それこそ分厚いマニュアル一冊分でも説明できないほどの話になってしまう。


「さて──これからどうするんだっけ？」


『ったく……午前の座ざ学がくで教えたでしょ？　まず、ＡＰＵ起き動どうスイッチを押して。スティックの根元に付いてるボタンの、一番左よ』


　ヤンは従したがった。ＡＰＵ──すなわち補ほ助じよ電力ユニットが起動し、たちまち真っ暗だったスクリーンに灯ひが入る。コックピットのスクリーンは、操縦者の頭部を被おおうように湾わん曲きよくしている。解かい像ぞう度どはきわめて高く、Ｍ９のセンサが捉とらえた外の風景をカラーで表示し、必要に応じて様々なデータのウィンドウを重ねて投とう影えいする。ただし、ＡＰＵを起動しただけのいまは、風景は映らない。青い画面に白い文字がずらずらと並び、オペレーション・システムのバージョン、機体のシリアルや所しよ属ぞく部ぶ署しよ、各プログラムのチェック項こう目もくなどを表示していく。


『Ｍ９に搭とう載さいされたヴェトロニクス（車しや載さい電子機器）は、それだけで莫ばく大だいな電力を消費するわ。このスイッチで起動したのは、必要最低限のＣＣＵ中（ちゆう枢すう制御ユニット）だけよ。ＡＩはすでに作動しているから、姓名、階級、認にん識しき番号を音声入力してやって』


　ＡＩも同時にヤンの素す性じようを質問してきた。彼は音声入力スイッチを押して応こたえる。


「ヤン・ジュンギュ伍長。Ｂ─３１２０」


　ヤンのデータはすでに、指し揮き官かんの承しよう認にんを得てＭ９に入力してある。機体のＡＩはヤンを操縦者と認みとめ、その旨むねを音声と文字の両方で表示した。


《声せい紋もん照しよ合うごう。確かく認にん。ようこそ伍長、ご命令を》


　機体が恭きよう順じゆんを示したことに気をよくして、ヤンは意い気き揚よう々ようとこう命じた。


「ハッチ閉へい鎖さ！」


《ラジャー》


　がくん、とにぶい振しん動どうがして、Ｍ９の上半身が複雑にスライドする。内ない壁へきと外壁がそれぞれ動き、コックピット・ハッチを閉鎖した［※３］。


「できたよ！　ハッチが閉しまった！」


『よし。ちなみにＭ９のコックピットは完全密みつ閉ぺい式よ。なぜだかわかる？』


「えーと。対ＮＢＣ（核かく・生物・化学）防ぼう御ぎよと、水中行動機能、高々度降こう下か機き能のうが備そなわっているからだったね」


『そう。コックピット内の気温も、快かい適てきとまでは言えないまでも──作戦行動には支し障しようがないレベルに保つことができるの。感謝しなさい。エアコン付きよ』








　　そのさん：あーむすれいぶとおはなししよう







　ようやくハッチを閉じるところまで来た。ヤンはマオにたずねる。


「次は？」


『〝マスター・モード〟の設定。マスター・モードが何かは分かる？』


「えー……なんか、いろんなモードをまとめた奴やつだよね」


『各モードを言ってみなさい』


「えーと……ごめん」


　マオが無線の向こうでうなり声をあげた。どうやらあきれているらしい。


『なんのために朝からあんたに退たい屈くつな個人授業をしてやったと思ってんの!?　いい？　もう一回言うわよ!?……まず、操縦モードが一〇種類。火器管かん制せいモードが一一種類。索敵モードが九種類。ＥＣＳの作動モードが四種類。通信モードが六種類。ＧＰＬが五種類！　［※４］わかった？』


「そんなにたくさん、使いこなせないよ！」


『だからマスター・モードがあるんでしょ。実じつ際さいの作戦で使うことになる組み合わせはせいぜい五、六種類。それをまとめて指し定ていするのがマスター・モード』


「はあ」


『たとえばマスター・モード３は普通、遠えん距きよ離りでの敵との遭そう遇ぐうが予想される状じよう況きようでの隠おん密みつ歩ほ行こうで使うの。操縦モードは〝半主従操縦Ａ〟、火器管制モードは〝光学・自動半照しよう準じゆん〟、索敵モードは〝すべてのパッシブ・センサによる索敵〟、ＥＣＳのモードは〝不ふ可か視し〟、通信モードは〝ＶＨＦ〟、ＧＰＬ──つまり動力レベルは〝巡航クルーズ〟。いちいち指定するのは面倒くさいし、緊きん急きゆう時じは混こん乱らんするから、操縦兵はまとめて〝マスター・モード３〟と指し示じするだけでいいの。理り解かいできた!?』


「いや、あの、その」


　超ちよう初心者のヤンには混乱、また混乱である。慣なれればむしろ簡単で、少し濃こいめのＰＣゲームに親しんだ人間なら、『あ、そういうことね』とうなずける仕組みなのだが──


「あ、えーと……で、いまは何て指示すればいいのかな」


『マスター・モード７よ。とりあえず機き体たいの動かし方をのみこむために、あたしが特別に設定してやったの。もっと細かい熟じゆく練れん者しや向けの設定値──バイラテラル角やモーション・マネージャの設定、照しよう準じゆん誤ご差さの補ほ正せいモードや最優先ターゲットの選定基き準じゆんとかは、覚えなくていいから』


「もう、なにがなにやら……。っていうか、そこまで考えてる作者って、正直、どうかと思うんだけど」


『うるさい！　いいからさっさと言われた通りにする！』


　マオにどやしつけられ、ヤンはあわてて音声入力スイッチを押し込んだ。


「ま、マスター・モード７」


《ラジャー。モード７。ＢＭＳＡ１・３。設定完了》


　機体のＡＩが淡たん々たんと応おうじ、さらに様々な起動手順を報告していった。真っ青だったスクリーンに、有う無むを言わさぬ勢いきおいで文字が表示されていく。


《ＭＰＵ点火。メーン・コンデンサ接せつ続ぞく。電でん荷か上昇中。全ヴェトロニクス起動。機体制御ユニット。機体診断ユニット。パッシブな知覚ユニット。戦術データユニット。火器管制ユニット。メーン・バランサ。すべて起動。ＣＣＵとのリンクを確かく立りつ。完了。モード７に基もとづくセンサを起動。ジャイロを初しよ期き化か。ＧＰＳの位置データを初期化。Ｅ─００８号機からの通信に応答中。リンク確かく立りつ。点検項こう目もくＡ群を実じつ施し。完了。Ｂ群を実施。完了。Ｃ群を実施。限げん定てい的てきに完了。最終点検項目を実施。限定的に完了。最終起動シィークェンス。確認を、伍長》


　たちまちヤンは悲ひ鳴めいをあげた。


「な、なんか色々言ってるよ？　あの、わけわかんないんですけど!?」


『あー、いいの、いいの。こっちでもモニターしたから』


　どうやらマオは、すでにもう一機のＥ─００８号機に乗り込み、起動を済ませているらしい。


『儀ぎ式しきよ、儀式。まあ……急いでるときは、こういう手続きもすっ飛ばせるけどね。あんたは〝承しよう認にん〟っていえばいいの』


「それだけ？」


『それだけ』


「あ、えーと……。こほん。〝承認〟」


《ラジャー。光学センサの映像を表示》


　コックピットのスクリーンが明めい滅めつし、頭部の光学センサ──つまり機体の『目』が捉とらえたカラー映像が表示される。両腕うでをついた降着姿勢なので、数メートルの高さから見下ろした地面が視し界かいいっぱいに映っていた。


《全間節のロックを解かい除じよしますか？》


『それも承認して』


「えー、承認」


《ラジャー。全ロック解除》


　たくさんの『ジーー、ガチャ』という金属音とサーボ・モーター音が、機体のあちこちから聞こえてくる。それまで微び動どうだにしなかった機体が、ほんのわずかに傾かたむいたような気がした。いや、実際に傾いたのだ。非ひ常じようにゆっくり、かすかに右へ。続いて左へ。


『間節のロックが解除されたわね？　いまあなたのＭ９は、固定状態から〝ネガティブ・バランス状態〟になったの。制御系と駆く動どう系が働いて、機体をその姿勢に保っているわけ。たとえるなら、カチコチの石せき像ぞうが生身の人間になったようなものね［※５］』


「なるほど……」


　操縦者の自分が下手に動いたら、機体はそのまま脇わきを下にして倒れてしまうのではないか──そう思って、ヤンは身を硬かたくした。


『まだ大丈夫よ。音声操縦モードだから、手足を動かしても機体は反応しないわ。まずは立とうか。左の方の音声入力スイッチを押して、〝直立〟と命令して』


「ちょ……直立」


《ラジャー》


　機体が動いた。コックピットががくがくと小こ刻きざみな振しん動どうを伴ともないながら、大きく揺れる。ヤンの体は一気に五メートルばかり宙ちゆうへと持ち上げられる。大きなブランコかなにかにでも乗っているような感覚だった。スクリーンの映像もめまぐるしく動く。たちまち地面一色だった画面が、電でん信しん柱ばしらのてっぺんから見たような演習場の風ふう景けいに変わった。








　　そのよん：げんきよくあるこう







「わわっ……！」


　高い。揺れる。おっかない。





[image: ]





　Ｍ９が直立すると、ヤンは思わず悲鳴をあげてしまった。すかさずマオがのんびりと告げる。


『あわてない。ちょっとびっくりするけど、すぐに慣なれるわ。直立したＡＳの視し点てんは、ほぼ八メートル。ヘリから降こう下かするときは、もっと高いこともあるでしょ？』


「そ……そうだったね。ははは」


　ＡＳのことを除のぞけば、ヤンは優秀な兵士だ。空中でホバリングするヘリから、ロープ一本で降下する作業など、飽あき飽きするほどやっている。


『いま、あんたの機体はまっすぐに立っている状じよう態たい。正面、一〇〇メートル先の地面に、ライフルが置いてあるのが見える？』


「ああ。見える」


　スクリーンの映像をにらみ、ヤンは応こたえた。演習場の地面に、ＡＳ用のライフルが置いてあるのが彼にも見えた。


『これから音声操縦を切って、あのライフルまで歩いてもらうわよ。右側の音声入力スイッチを押して、〝操縦モード変へん更こう。セミ・マスタースレイブ、ブラボー〟と命令しなさい』


「操縦モード変更。セミ・マスタースレイブ、ブラボー」


《ラジャー。操縦モード変更。セミ・マスタースレイブ、ブラボー》


　ＡＩが復ふく唱しよう。


『さあ、これからは下手に動かないこと！　機体はあんたの動きを、忠ちゆう実じつにトレースするわよ。試ためしに右腕だけを、ちょっと動かしてみなさい』


「りょ、了りよう解かい……」


　ヤンはおそるおそる、自分の右腕をすこしだけ持ち上げてみた。その動作を読みとり、機体の右腕がすうーっと前に出ていく。下げてみると、機体の腕は素す直なおに元の位置の近くへと動いていった。


「おお……。これなら、わりと……」


　おもしろい。何度か右腕を動かしていると、マオが言った。


『前にソースケとテッサが大失敗したからね。反応を最低限にしてあるわ。腕でだいたいの感じが摑つかめたら、歩いてみなさい。普通に自分で歩くのよりも、かなり控ひかえめな歩ほ幅はばのつもりで、ゆっくりとね』


　後方視界の映像が、スクリーンの下か端たん部ぶに表示されている。ヤンのＭ９のすぐ後ろには、マオの乗るＭ９が立っていた。


「わかった。……じゃあ、いくよ？」


『ゆっくりよ、ゆっくり』


　子供の頃、はじめて補ほ助じよ輪りんなしの自転車に乗った記憶が、ふと蘇よみがえる。


　モンスター・カーのスロットルを踏ふむように、慎しん重ちように右足を前に出す。機体が反応する。コックピットがぐらりと傾いた。前に倒れ込むような感覚。まずい、失敗したか──と思ったときに、がくんと衝しよう撃げきがして、機体が止まった。ちょうど機体の右足が、つっかえ棒ぼうになったような感じだった。


　いま、ヤンのＭ９は右足を一歩だけ前に踏ふみ出した状じよう態たいで静せい止ししていた。


　続いて左足を出す。Ｍ９はもう一歩前に出る。さらに右足。


「歩けた。歩けたよ、マオ！」


『簡かん単たんでしょ？　操縦者がだいたい意い図とした通りに、コンピュータが機体を制御してくれるの［※６］。そのままゆっくり、ライフルの前まで歩いて』


　ヤンは言われた通りに、Ｍ９をまっすぐ歩かせた。


『そうそう。さすがは元走り屋。飲み込みが早いわね。……スクリーン正面の表示に注目。左右に揺れてる線があるでしょ。てっぺんにマル印があって、機体の動きに合わせて伸のび縮ちぢみしてる線』


　図にすると［○─────[image: ]］といった形の表示である。上端の［○］は細かく動いて、下端の［[image: ]］は固定されている。


「ああ。あるよ」


『それが〝速度ベクトル表示ヴエロシテイ・ベクター〟。機体の動いている方向と、その速度を示しているの。いまは緑色でしょ？　その線が緑色のときは、〝安全な機動〟の範はん囲い内ない。走ると黄色くなって、線の長さもいまの倍以上になる。黄色は〝注意が必要な機動〟よ。で、全力疾しつ走そうしたり、跳ちよう躍やくすると──』


「赤になる？」


『そう。それが〝危険な機動〟。ま、戦闘機動のときは、ずっと赤だったりするけど。その表示が緑のときは、まあ──転んだりしてもまず大丈夫よ。……っと。そこで停てい止し』


　地面に置かれたライフルのそばまで来た。ヤンは機体を停止させる。小こ刻きざみに揺れていたヴェロシティ・ベクターが、長さゼロになってぴたりと止まった。


『あと一歩前へ。そこでひざまづく』


「ひざまづく？　そんなの、やったことがないよ」


『だったら挑ちよう戦せんする！　ほらほら！』


　がつん、と強い衝しよう撃げきが来た。マオが後ろから、ヤンの機体を小こ突づいたのだ。


「わわ……！」


　前のめりにＭ９が倒れる──いや、倒れそうになったところで、機体が膝ひざをついた。


「あれ？」


『ビビってんじゃないの。これくらいなら、機体がちゃんと対応してくれるわよ』


「ははあ。すごいね」


　ヤンは素す直なおに感心した。








　　そのご：あーむすれいぶはやさしくてちからもち







　いま、彼の機体はＡＳ用の四〇ミリライフル──エリコン・コントラヴェス社製『ＧＥＣ─Ｂ』の前に跪ひざまづいている。手を伸のばせば、すぐに届とどく位置だ。


『さて、次！　今度は機体の右手で、このライフルを拾ひろい上げなさい。スティックの〝マニピュレータ操そう作さスイッチ〟は分かるわね？』


「あ、うん。これだね」


　スティックを握った右手の親指を動かすと、その親指の腹はらに、くるくると回して操作できるホイール・スイッチがあたる。マウスについているあれと同じだ。


　ここの講こう釈しやくはちょっと長い。


　ＡＳという兵器の最大の利り点てんは、人体を模もしたことにある。ワシでも、ライオンでも、サメでもない。運動性やステルス性、防ぼう御ぎよ力りよくにおいて、それらの猛もう獣じゆうよりもはるかに非ひ効こう率りつな構こう造ぞうの人体が、なぜ『兵器』のモデルになりうるのか？


　それは『手』があるからだ。


　戦闘における人体の最大の利点とは、柔じゆう軟なんにモノをつかみ、武器を使いこなす『手』があることだ。『手』があるから、人間はどんな地形も移い動どうできるし、状じよう況きように応じて武器をすばやく切り替かえられる。


　ならば、ライオンやワシの体に人間の腕うでを取り付ければいい──そういうアイデアも、ＡＳが生まれた初期にはあった。だが、使い物にはならなかった。おいしいところ取りだけを考えたキメラ的な構こう造ぞうの機体は、数百万年の時間をかけて進化してきた人体の合ごう理り性せいには、バランス面でとうてい及およばなかったのだ［※７］。


　戦闘中、とっさに手を使わなければならなくなる状況は、思いのほか多い。斜しや面めんをすべり落ちそうになったときには、何かをつかんで姿勢を保つだろう。行動不ふ能のうになった味方機を、安全な場所まで引っ張ることもある。格闘戦になったときは、敵てつ機きをつかんで引き倒たおす能力も必要だ。


　こういうわけで、『手』はＡＳにとって必ひつ要よう不ふ可か欠けつな部位なのである。


　左右のスティックに埋うめ込まれたホイール・スイッチを前後に軽く押したり引いたりすることで、操縦者はＡＳの手に『にぎる／ひらく』という動作をさせることができる。


　実際に機体がモノを握るときの、細かい指の動きはコンピュータが制御してくれる。モノを握る力の加か減げんもだ。ホイール・スイッチにはフォース・フィードバック機き能のうがついていて、モノを握るとスイッチが重くなる。その抵抗に逆さからって、強引にホイールを押し込んでいくと、つかんだモノを握りつぶすこともできる（握りつぶせないほど固いモノの場合は、一定の力を加えた段階で動作が止まる）。


　もちろんデータ・グローブによるマスター・スレイブで、そうした動きを再現することも技術的には可能だ。だがその方式だと、操縦者は一度スティックから手を放さなければならない。マニピュレータ以外の操作が、ほとんどできなくなるのだ。親指で動かすホイールならば、スティックを握ったまま瞬しゆん時じに操作できる。


　ＡＳが登場した初期は、データ・グローブ方式の機種も存在した。だが現在では、この『ホイール・スイッチ方式』が圧あつ倒とう的てきな主流を占めている。


　もちろんこの方式では『にぎる／ひらく』の操作だけなので、Ｖサインを出したり、中指を立てたり、紐ひもを結んだりといった複ふく雑ざつな動作は表現できない。そういう細かい指の動きを操作したい場合は、事じ前ぜんに記憶させておいたメニューの中から選ぶよりほかない（ホイール・スイッチを押し込んで、メニューを呼び出してホイールで選び、また押し込んで選択する）。


　だが第一世代ＡＳ以来の実戦データから、ＡＳが戦闘中に複雑で特とく殊しゆな指の動作が必要になる状況は、ほとんどないことが統とう計けい的てきにはっきりしている。『にぎる／ひらく』だけで充じゆう分ぶんなのだ。


『古今東西のロボットアニメで最大の謎なぞとされてきた、〝いったいスティックだけで、どうやって機体のマニピュレータを操作しているのか？〟っていう命めい題だいの解かい答とうが、このホイール・スイッチなわけよ。どう!?』


　なぜか自じ慢まんげな様子で、マオが言った。


「はいはい。よく考えたよね……」


『なに、その投げやりな声は!?』


「うわーすごいなー！　びっくり！」


『よろしい。では、ライフルをつかみなさい』


「じゃあいくよ」


　ヤンは右スティックのホイール・スイッチに親指をあてて、ゆっくりと機体の腕をライフルに伸のばしていった。


　ホイールを手前に回すと、機体の右手が開いた。そのまま機体の手を、ライフルのグリップ部分へと誘ゆう導どうしてやる。


　マオがふざけて色っぽい声を出す。


『その調子、その調子。やさしく、恋人の胸にタッチするようにね。そうよ。上手。ああ、いいわ、素す敵てき……』


「黙だまっててくれよ！　気が散るだろ！」


『へいへい』


「……よーし……この辺か」


　ライフルのグリップに、Ｍ９の手のひらがあたる。スティックにその感覚が伝わってきた。ホイール・スイッチを奥へと回す。機体の指が閉じていく。細かいグリップの角度などに合わせて、手首と五本の指すべてが、賢かしこく、有ゆう機き的てきに動いていき──


「つかんだ……？」


『ＯＫ。そうしたら、ホイール・スイッチを続けて二回押す。そうすると、握った状じよう態たいで固定されるわ』


　ヤンは従った。ホイール・スイッチをダブル・クリックしてから、指を放してみる。機体の手は、ライフルを握ったままだ。試しに右腕をあげてみると、ヤンのＭ９は重さ数百キロのライフルを軽々と持ち上げた。


「できた！」


『できないでどーすんのよ』








　　そのろく：いよいよほんばん。らいふるでひょうてきをはかいしよう







『……さて、武器は取った。こうやってＡＳ用の武器を握ると、機体が自動的にその武器の種類やモデルを判別して、ＦＣＳ（火器管制システム）のリンクを確立するわ［※８］。もう表示が出てるでしょ』


　マオが言った通り、スクリーンの右側に、その旨がそっけなく表示されている。


《ARM(R): GEC-B [CNT] 46/45 (TP) SEMI *》


　右手の武器。兵器名はＧＥＣ─Ｂライフル（接続中）。残弾数は、四五連マガジン内に四五発、薬室内に一発（弾種は標的訓練弾ターゲツト・プラクテス）。射撃モードはセミオート。安全装そう置ちは未み解かい除じよ。


「ああ。出てる」


『それじゃ機体を立たせて。できる？』


「ど、どうかな……よっと」


　さっきは自動だったので、自分で立ち上がるのはこれが初めてだ。不安だったが、試してみる。すこしぎこちなかったが、機体は思いのほか素す直なおに、立て膝ひざの姿勢から直立状態に戻った。


「できた！」


『平時にライフルを持って歩くときは、基本的に砲ほう身しんを上に向けること。暴ぼう発はつ事じ故こはまずないけど、念のためね。なにしろ四〇ミリ弾だんよ［※９］。乗用車が一発で粉々になる威い力りよくだから。気を付けて』


「了りよう解かい」


『では次、射しや撃げき。……正面を見て。丘の手前に標ひよう的てきがあるでしょ。三〇〇メートルの距きよ離り』


　ヤンはスクリーンの風景に注目した。土が剝むき出しになった丘の斜しや面めんに、標的が並んでいる。ベニヤ板に赤いペンキをスプレーしただけの、粗そ末まつな標的が全部で一〇枚。


「見えた」


『あれを撃うってもらうわよ。標的の照しよう準じゆんには、大きく分けて三つの方式がある。ちゃんと覚えてる？』


「えーと……自動照準、半自動照準、手動照準だっけ？」


『そう。自動照準は、腕の動作も含ふくめてすべてＦＣＳが行ってくれる。ターゲットを選んで、あとは撃うつだけ』


　マオ機からデータが流れ込んできた。ベニヤ板の標的すべてに、□マークが重なって表示される。


『四角いマークが出たでしょ？　それがターゲット・ボックス。いま、あんたのＭ９は、あのベニヤ板をターゲットとして認にん識しきしている。どうやってターゲットと認識させるか［※10］は、今日は覚えなくていいわ』


「ほっ……」


『ちなみにターゲット・ボックスには、標的の種類によって色々な形がある。いま出てる四角マークは、〝低価値の構造物〟。これを仮に〝対空車両〟だとすると──』


　ふたたびマオ機からデータが来る。ベニヤ板の上の□マークが、ずらずらと△マークに変わった。


『この三角が、対空車両のシンボル。あのベニヤ板がＡＳだった場合は──』


　△マークが、今度は[image: ]マークに変わった。


『その逆ぎやくＵ字マークが、ＡＳのシンボル。戦場で出会ったら、まず真っ先に撃げき破はすべきターゲットよ』


「ふむふむ……」


『じゃあ、親指のレバーでカーソルを動かして、一番左のターゲットを選択しなさい』


　先ほどのマニピュレータ操作スイッチの上に位置する、ポインティング・ディバイスを左に傾け、『決定』を押す。


　するとそれまでヤンの腕の動きをトレースしていた機体の腕が、ひとりでに動き出して、ライフルを左端の標的に向けた。同時にスクリーンの中でライフルの照準先を示すレティクルが動き、[image: ]マークと重なる。この二つのマークはそれまで緑色だったのだが、重なった途と端たんに黄色に変わった。ピピピ、とビープ音が鳴って、スクリーン下のメッセージ表示欄らんに《VALID AIM（確かく実じつな照準）》の文字が出る。


『いま、Ｍ９は自動でターゲットをロックしてるわ。そのまますこし歩いてみなさい』


　言われた通り、ヤンは機体を二、三歩前に出す。姿勢が変わっても、機体の腕が自動で動き、ライフルの砲ほう身しんをターゲットに向け続けた。


「狙ねらい続けてるね」


『そう。この自動照準モードは、腕部の可か動どう範はん囲いが許す限り、どう動いても標的を狙い続けるの。じゃあ、ライフルを活かつ性せい化かさせるわよ。左スティックの根元、いちばん奥に、〝アーム／セーフ〟スイッチがある。それを押すか、音声入力で〝マスター・アーム、オン〟と命令して』


「わかった。マスター・アーム、オン！」


　単なる好みから、ヤンは音声入力した。


《ラジャー。マスター・アーム、オン》


　警けい告こく音おんと共に、ＡＩが即そく答とうする。スクリーンの中央下、マスター・アーム・インディケーターが赤く点灯し、兵装がいつでも発射できることを示した。黄色かったターゲットのシンボルが、ちかちかと赤く点てん滅めつする。


『さあ、これでいつでもライフルが撃てるわよ。あとは右トリガーの安全レバーを外してから、トリガーを引くだけ』


「ゴクリ……」


　故こ国こくで徴ちよう兵へいされて、はじめて実じつ弾だん訓くん練れんをしたときの緊張感が蘇よみがえる。こういう初うい々ういしい気持ち、忘れてたなぁ、などと頭の隅すみっこでふと思った。


『では、任にん意いに射しや撃げきしてよし。撃て！』


　つっかえ棒になっている小さな安全レバーを外し、ヤンはトリガーを引いた。


　発はつ砲ぽう。


　思っていたよりも、反動はきつくなかった。さっきマオのＭ９に小突かれたのよりも、ずっと小さな衝しよう撃げきだ。


　音も予想とは違った。『ダン！』というよりは、もっと低くてくぐもった『ブンッ！』という感じの音だった。


　四〇ミリ砲弾が、狙いたがわず命中する。


　見み事ごとに──というか、当たり前のことなのだが、標的のベニヤ板は煙のようにばらばらになって吹き飛んだ。


「当たった！　当たったよ、マオ！」


『当とう然ぜんよ。次は隣となりの標的。同じように撃ってみなさい』


　ＡＩが自動的に隣のターゲットを照準していた。マークが赤く点滅している。


　発砲。命中。


『はい、その隣』


　発砲。命中。


「わー、当たる当たる！　簡かん単たんだ！」


『止まってる目標ならね。これが動くと──まあ、なかなか当たらないのよ』


　ぼやくようにマオが言った。


「そうなの？」


『そうなのよ。それに戦闘中は、自機も動かないと危険でしょ。敵も動いて、自分も動く。だからますます当たらない。もちろん、敵機の未来位置をコンピュータが予測して射撃する機能はあるけど、相手がＡＳの場合は、その予測がひどく難むずかしいの。ＡＳっていうのは、動きが直線的な普通のヴィークルとは全然違うのよ。ほとんどの方向に一瞬で動けるから。横っ飛びしたり、跳はねたり、転がったり、伏ふせたり』


「ははあ……」


『そうなると、いま使った自動照準モードは、ＡＳ相手の実戦ではほとんど使えないのよ。敵機が次にどう動くかを読めるのは、熟じゆく練れんした操縦兵の勘と経験だけ。いまのコンピュータにはとても無む理りね。それで、半自動か手動の照準を使うことになるわけ。フェイントや当てずっぽうも必要になるし、一件不ふ合ごう理りな機動や射撃も要よう求きゆうされてくる。そこから先の戦術は、もう一日や二日じゃ教えられないわ。素そ質しつやセンスも大事だから、だれにでも習しゆう得とくできるものではないしね』




[image: ]





「なるほど……」


　ヤンは妙みように感心した。超ハイテクの陸戦兵器、アーム・スレイブの世界でも、けっきょく勝敗を決するのは、人間の領りよう分ぶんになってくるのだ。


『本当なら通信や航こう法ほう、索敵、機体の隠いん蔽ぺい、もっと高度な火器管制、ＡＩにはできない機体システムのマネージメント、地形の利用や敵機種の特性、小隊戦術、損そん害がい制御なんかもマスターしなきゃならないのよね。それでやっと半人前。格闘戦の方法も触れなかったし。〈デ・ダナンうち〉でＭ９を運用するなら、空くう挺てい降こう下かや水陸両用戦も学ぶ必要があるわ』


　ずらずら並べ立てられて、ヤンは気が遠くなるような心ここ地ちがした。


「そ、そこまで覚えるのは、さすがに……」


『無む理りでしょうね。ま、きょう教えたのは、本当に基本中の基本。〝立って、歩いて、武器を持ち、撃つ〟。これだけよ』


　いやまったく。


　ここまで紙数を費ついやしたのに、ヤンがやったことと言ったら、乗って、歩いて、撃っただけだったりする。


「あ、あの……その。本当にこれだけ？　これでおしまいなわけ!?」


『そーよ。それがなにか？』


　上じよう機き嫌げんな声で笑うと、マオのＭ９は〝えっへん〟と胸を反そらした。







［おしまい］





［※１］


　この縄なわばしごの形は、［[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]］といった普ふ通つうのはしごではなく、ステップが折り畳たたみできる有ゆう刺し鉄てつ線せん型のはしごである。登りにくいが、収しゆう納のうスペースが小さくて済む。





［※２］


　ちなみに宗介が最近のアルにイライラしている理り由ゆうのひとつは、音声入力スイッチを押していないときの言葉にまで、アルが反応したり感想を述のべたりするからだったりする。





［※３］


　ハッチの開閉はスイッチ操そう作さで行うこともできる。スティックの根元にあるいくつかのスイッチのひとつがそれで、左右を同時に押すことで操作する。また、緊急時の機体脱だつ出しゆつ用として、操縦者の胸部を保ほ護ごするパッドの上部（胸むな元もとのあたり）にも『緊急開放レバー』がある。このレバーは、口でくわえて思い切り引っ張ることで作動する。この操作で機体の頭部が爆ばく発はつボルトで吹き飛ばされて、コックピットの天てん井じように脱出用の穴あながあく。





［※４］


　たとえば操縦モードの一〇種類は、遠えん隔かく操縦二種、音声操縦二種、簡かん易い操縦二種、半自じ律りつ操作、完全自律操作、半主従操作二種。もっとも使う半主従操作には、長時間の巡じゆん航こうに向いたフットペダル方式（行軍中、ずっと足をガチャガチャやるのは疲れるので、両足を任にん意いの方向に傾けることで機体の歩行を制御する）と、戦闘機動に向いたマスター・スレイブ方式（跳ちよう躍やくや横っ跳び、蹴りや障しよう害がい物ぶつの踏とう破はなどの動作は、直感的に操縦者の足で制御した方が良い）の二種がある。





［※５］


　このロック状態とロック解かい除じよ状態の違いについては、アニメ第一作の第五話、格かく納のう庫こ内で宗介の乗った〈サベージ〉がギリギリで動くシーンが必見。





［※６］


　この動作の翻ほん案あんと実行を行うソフトウェア群ぐんが、モーション・マネージャと総そう称しようされている。機体の性能を最大限に引き出し、自分の癖くせに合わせるため、熟じゆく練れん者んしやはこのマネージャの設定と調整を頻ひん繁ぱんに行う。たとえばクルツは、狙そ撃げきに特とつ化かした自分専用の設定データを持っている。そうしたデータは実戦や演習のたびに研究部に提てい出しゆつされ、ソフトウェアのアップデートに利用されることになる（ただ、クルツの設定はクセが強すぎるのだが）。


　Ｍ９搭載のモーション・マネージャやその他のプログラムは、頻繁にヴァージョン・アップされている。そのためハイジャックのとき（四月）とクリスマスのとき（一二月）では、細かい起動手順や設定手順が、若じやつ干かん異ことなっている。





［※７］


　これらはＡＳの出自が装そう甲こう強化服であることも大きく関係している。


　ただ、それらの事じ情じようを差し引いても、ＡＳという兵器は『人型』にこだわりすぎている面がある。その開発史の裏では、『人型』を強く押しすすめる有ゆう形けい無む形けいの政治的圧あつ力りよくがあった。ほとんどの人々はこの事実を知らないが、ごく一部の専門家や軍事関係者、政治関係者は、なにか目に見えない超国家的な存在が、不ふ合ごう理りな面を知りながらも『人型』にこだわっていることを、漠ばく然ぜんと感じている。


　ちなみにキメラ的な機き体たいの研究はいまでも続いており、まったく顧かえりみられなくなったわけではない。事実、Ｍ９の関節構造には、ネコ科の動物や昆こん虫ちゆうの持つ利点が取り入れられている（その外見からは分からないが）。


　クモなどの構造を模も倣ほうするプランも存在しており、こちらも研究中である。クモ型多たき脚やく戦車は、従じゆう来らいの技術ではいろいろと問題があって実用化が難むずかしかったのだが、最近はそうでもなくなってきており、にわかにその可能性が注目され始めている。





［※８］


　機体の手のひらには、ライフル側とデータのやりとりを行う端たん子しがついている。発射方式や照準補ほ正せいなど、様々な情報が行き交いするほか、最終的な撃げき発はつ信号も手のひらから発信される。この方式は、ほとんど万国共通である（細かい仕し様ようの違いはあるが）。


　つまり通常の発砲時、ＡＳは人間のように、『火器のトリガーを人差し指で引く』という動作を行わないのだ。ではなぜ、こうしたＡＳ用の火器に人間用そっくりのトリガーが付いているのかというと、このトリガーは、非常時、緊急時のための強制撃発装置なのである。なんらかの故こ障しようや気象条件などで、通常の撃発方式が使えないときのみ、ＡＳはこのトリガーを使う。





［※９］


　この場合の四〇ミリ弾とは、ＡＳ用に開発された新しい弾種のことである。九〇年代前半のころまでは、ＡＳ用火砲の主流は二五ミリと三〇ミリの機き関かん砲ほうで、弾薬も従来のもの（戦闘ヘリや装甲車などの弾）をそのまま使っていた。しかしソ連軍の〈サベージ〉や、その他の装甲車を相手にするには、従来の三〇ミリ弾はやや攻撃力不足だったため、現在の四〇ミリ弾が新しん規き開発された。ＧＥＣ─Ｂの四〇ミリ弾は最新技術の液えき体たい炸さく薬やくを採用したケースレス弾で、携けい行こう性せいと速そく射しや性、装甲貫かん通つう力りよくに優れている。


　クルツや宗介が好んで使う五六ミリ弾も、ＡＳ用に新規開発された弾種のひとつだが、技術的にはオーソドックスなものである。装甲貫通力は四〇ミリを上回るが、携行性や速射性は劣る。クルツは持ち前の射撃センスでそれを補おぎない、宗介は『絶対に外さない距離』まで敵に接せつ近きんすることでそれを補っている。


　ＡＳ用火砲の中で最大のものは、ラインメタル社製の九〇ミリ・ライフル砲。人間のスケールなら二〇ミリのバケモノ対物ライフルみたいなものなので、あんまり使わない。





［※10］


　通つう常じよう、ＦＣＳはＡＩと協調して、ターゲットを自動的に選定する。たとえば戦車があれば、その形状や動き、熱分布などから、それが戦車だということを瞬時に認にん識しきする。また、その機種も詳くわしく判別できる。Ｍ９は世界中の兵器や車両、航こう空くう機きなどのデータを持っており、また該がい当とうしないヴィークルに対しても、それがどういった種類の兵器なのかを、かなり正確に類るい推すいすることができる。


　このため、操縦兵がターゲットをＦＣＳに指定する手て間まは通常、ほとんどかからない。ただしベニヤ板ででっちあげたターゲットのように、脅きよう威いや価値がないものについては、その都つ度ど指定してやる必要がある。初心者のヤンだとまごつくので、マオは自分がベニヤ板をターゲットに指定してから、そのデータをヤン機に流してやったのである。


　Ｍ９のＦＣＳは人間もターゲットとして認にん識しき可か能のうで、戦闘員か非戦闘員かも、ある程てい度どは区別できる。ただ、迷めい彩さい服ふくを着てライフルを持った兵士は『戦闘員』と認識できるが、派は手でなアロハシャツを着て手製爆弾を小こ脇わきに抱えたゲリラは『非戦闘員』と認識してしまう。こうした微び妙みようなターゲットの選定は、操縦兵の仕事である。宗介がボン太くんの形を気に入った理由のひとつに、着ぐるみを敵と認にん識しきできない、このＦＣＳの盲もう点てんがある……かどうかはさだかではない。
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　ある作戦直前の一ひと幕まく










　スクリーンの映えい像ぞうは薄うす暗ぐらかった。


　外部の風ふう景けいで映うつっているのは、赤い非ひ常じよう灯とうに照らされた金きん属ぞくの骨ほね組ぐみとパイプ類ばかりだ。消火装そう置ちと、その注意書きも見える。


　飛行中の輸ゆ送そう機きの格かく納のう庫こ内ない。


　ターボファン・エンジンの爆ばく音おんが、細かな振しん動どうとなって伝わってくる。


　降こう下か作戦の開始まで、あと一時間だ。


　専せん用ようのガイドレールに固定され、そのアーム・スレイブ──ＡＲＸ─７〈アーバレスト〉は待機していた。コックピットの中の宗そう介すけは、黙もく々もくと読書にふけっている。スクリーン内の一角に窓まどを開き、あらかじめ入力しておいた文書ファイルを表ひよう示じさせ、真しん剣けんな表ひよう情じようで頭にたたき込こむ。


　あいにく、作戦要よう項こうの書類ではなかった。きのうの古文の授じゆ業ぎようのレジュメである。とかく兵隊というのは、待つ時間が多い。その時間を勉強にあてることで、なんとか宗介は苦手科目の落らく第だい点てんを回かい避ひしているのだった。


　例文の一つを、繰くり返し読み返す。





　古ふる池いけや　蛙かわず飛び込む水の音──





　古い池にカエルが飛び込んで水の音がした。


　──だから何だと言うのだ？


「まったく分からん……」


　こと古文について、自分はこの言葉を何十回つぶやいただろうか。


　宿題の解かい答とうに直ちよく訳やくだけ書いたら、古文の教きよう諭ゆは『ダメだ』という。そこから連想される、もっと大事なことを述のべろ、と。彼は仕方なく『古い池にカエルが飛び込み、水の音がした。その音に驚おどろいた新兵が、隠おん密みつ行こう動どう中ちゆうだったのに発はつ砲ぽうしてしまった。たった一発のその銃じゆう声せいのために作戦は台無しになり、味み方かた部隊は大だい損そん害がいを被こうむった』と書いて提てい出しゆつしたら、『ふざけるな』とノートで頭をはたかれた。


　別にふざけてなどいない。自分はいつでも大まじめだ。


　ここまで努力しても分からないとなると、これはもはや、自分の生まれや育ちに起き因いんする問題ではないのではないか？　そもそも才さい能のうというか、先天的な脳のうの作りからして無む理りな点があるのではないか？　数学や化学はすいすい理り解かいできるのに。なぜ古文だけはダメなのだろう？


《なにが分からないのでしょうか、軍ぐん曹そう殿どの》


　陰いん気きな男の声。機き体たいのＡＩシステム〈アル〉が言った。


　まただ。いつもこうだ。音声入力スイッチを押おしてないのに、こちらの独ひとり言にまで勝手に反はん応のうしてくる。


「おまえには関係ない。黙だまっていろ」


《現げん在ざい閲えつ覧らん中ちゆうのファイルＲ─０６３ｃの内ない容ようでしたら、助言できますが》


「古文の復ふく習しゆうだぞ。おまえに分かるものか」


《いいえ。例としてファイルＲ─０６３ｃの三行目の中世日本の定てい型けい詩しを解説します。この詩が表現しているのは、単なる事実関係ではありません。その状況がもたらした余よ諳いんと静せい寂じやくを連想させるのが狙いなのです。難なん解かいな修しゆ辞うじ詩しを廃はいしながら、人間心理に適てき切せつなイメージと情動を伝えることに成功したポエムの傑けつ作さくです》


「…………」


　おそらく、正解である。宗介はその文の解釈に、一時間以上も悪あく戦せん苦く闘とうしてきたというのに。


《私の言げん語ご能のう力りよくがきわめて高こう水すい準じゆんであることを、ご理解いただけましたか？》


「……どうせネットワークに接せつ続ぞくして検けん索さくしたんだろう」


《もちろんです。使える情じよう報ほうはすべて使うべきです》


「それを学生の世界では『カンニングチート』というんだ」


《データリンク能力を最大限に活用することが、なぜ『ずるチート』に？》


「訓くん練れんにならないからだ」


《そうでしたか》


　そこはかとなく、すましたようなアルの声（いや、もちろん気のせいだろうが）。


《では独どく力りよくで解決を。私には頼たよらないでください》


「俺おれがいつ貴き様さまを頼った……!?」


　ついつい声を荒あららげると、通信回かい線せんから笑い声が入った。クルツ・ウェーバーからだ。彼の乗るＡＳ──Ｍ９〈ガーンズバック〉は、宗介の機体の隣となりに、同様の姿し勢せいで格かく納のうされている。


「なにがおかしい、クルツ」


『おかしいに決まってるだろ。おまえとそのＡＩの会話ときたら……』


　機内だけで使う有線の回線を開放していたので、自分とアルの会話はクルツにも聞こえていたのだろう。


「言っている意味がわからんな」


『いや、だってよ。まるでいつものカナメとおまえみたいなんだから。その〈アル〉ってのは最強のボケ役だな。おまえも顔負けだよ』


《お褒ほめにあずかり光栄です、ウルズ６》


『ほら、な？　くっくっく……』


　無線の向こうで笑いをかみ殺すクルツ。


　彼の言う意味が全部わかったわけでもなかったが、愉ゆ快かいな話でないことくらいは宗介にも想そう像ぞうできた。


「人の苦労を笑って楽しいか？」


　つっけんどんに宗介は言った。


「おまえが俺の立場なら、いまごろ癇かん癪しやくを起こして周囲に悪あく態たいをまき散ちらしているところだ。忍にん耐たい力りよくのかけらもないからな」


『……ンだと？』


　クルツの声がむっとなった。


『そりゃ、おめえ、俺が狙そ撃げき屋やと知った上で言ってんのか？』


「射しや的てきの腕うでは認みとめるが。狙撃兵としてはどうだか知らん」


　有ゆう能のうな狙撃兵には常じよう人じん離ばなれした忍耐力が要よう求きゆうされる。卓たく越えつした知ち性せいと判はん断だん力りよくもだ。それを踏ふまえた上での言葉だった。


「そもそも、〈ミスリルここ〉に来る前に俺が知り合った狙撃兵は皆みな、自分から『狙撃屋だ』などと言ったりしなかった。『狙撃もできる』と謙けん虚きよに言う程てい度どだ」


　それ自体は宗介の実じつ体たい験けんからくる感想だった。だが彼の言葉は、スペシャリスト揃ぞろいの集しゆう団だんの中でも屈くつ指しの腕を持つクルツ・ウェーバーのプライドを傷きずつけるのに充じゆう分ぶんだった。機械相手にたまったストレスを、身近な戦友にぶつけてしまった格かつ好こうだが、それすら当事者の二人は自覚していなかった。


　冷たい声でクルツは言う。


『この野や郎ろう……。そのエセ狙撃兵に、さんざん助け船よこしてもらってるのはどいつだ？　てめーのドジの尻しり拭ぬぐいをしてやってんだろうが。それを──感かん謝しやどころか、その物言いとはな……！』


「頼たのんだ覚えはない」


『いい度ど胸きようじゃねえか。次からは背せ中なかにも気をつけな。弾たまは前からばかり飛んでこねえぞ』


「やってみろ。乱らん戦せんは俺の得とく意いとするところだ。背はい後ごの敵てきもきれいに始し末まつしてやる」


　クルツは『はっ』と嘲あざけりの笑いを漏もらした。


『そんなヒマなんざ、くれてやるかよ』


「なんだと？」


『いつも見てんだ、てめえの背中はガラ空きだぜ。俺の気まぐれで、ちょいとターゲットを変へん更こうして、かるーく人差し指を動かせば──』


　仰あお向むけの格かく納のう姿し勢せいのまま、クルツのＭ９の頭部が九〇度動き、隣となりで待たい機きする〈アーバレスト〉へと向いた。センサー部分から、ごくまれに使用される照しよう準じゆん用ようの赤外線レーザーが照しよう射しやされる。


　アラーム音。


　クルツからのレーザーを検出したアルが、《警けい告こく。Ｅ─００６号機からの照準レーザーを感知》と告げた。


『ズドン！　だ』


　レーザーが消える。


『ほんと、マジ楽勝だよ。動きのクセはワンパターンだし、フェイントもすぐに見み抜ぬけるからな。まったく、てめえくらいの腕うで前まえの奴やつが、チームの前衛ポイントマンだなんてよ。〈ミスリルここ〉の人材不足も相当なもんだぜ』


「いつでも代わってやるぞ。貴き様さまでは五分で即そく死しだろうがな」


『こっちの台詞せりふだ、タコ。ターゲットも決められないで、オロオロした挙あげ句くに味方は全ぜん滅めつだな。でもって、半ベソかきながら〝みんな、すまない〟とか言うんだよ。あー、みっともねえ』


《お二人とも。口こう論ろんは作戦後にお願いします》


　アルが口を挟はさむが、二人は完全にそれを無む視しした。


「思い上がるのも大たい概がいにしろ。貴き様さま程てい度どの狙撃兵など、いくらでもいる」


『バーカ。てめえの代わりこそ、掃はいて捨すてるほどいるんだよ』


「口先だけの射的屋よりはましだ」


『だったらてめえは何だ？　むっつりネクラの童どう貞てい野郎が、大口叩たたくな』


「支し離り滅めつ裂れつだな……」


『ああ!?　スカしてんじゃねえぞ、コルぁ!?』


　そこで通信に、女の怒ど鳴なり声が割わって入った。


『二人とも！　いい加か減げんにしなさいっ!!』


　チーム・リーダーのメリッサ・マオである。


『でもよー、ねーさん!?　こいつが──』


「だがマオ。この男が──」


　同時に抗こう弁べんしようとする二人を、海兵隊出身の彼女がもう一度ぴしゃりと遮さえぎった。


『だまれ！　あたしは〝いい加減にしろ〟と言ったのよ!?　あんたらが殺し合うのは勝手だけどね、アルの言うとおり、せめて作戦が終わってからにしなさい。だいたいあたしに言わせりゃね、あんたたちは新兵以前の、クソッタレの、両生類の小便ほどの価か値ちもない存そん在ざいよ！　そんな最低のウジ虫野や郎ろうどもが一人前に口こう論ろんなんざ、神が許ゆるしてもあたしが許さない。それ以上、発情したメス犬のわめき声みたいな雑ざつ音おんを聞かせる気なら、いますぐコックピットから引きずり出して、あたしのクソをテメーらの口に詰つめこんで縫ぬいつけてやる！　わかったわね!?』


　まさしくマシンガンのような勢いきおいでまくしたてる。二人は渋しぶ々しぶと口をつぐんでから、


『了りよう解かい』


　と、つぶやいた。


『言ってみなさい、あんたらのケツはだれのもの!?』


『メリッサ・マオ曹そう長ちようのものです』


　二人は同時に言った。


『あんたらの金玉はだれが握にぎってる!?』


『メリッサ・マオ曹長です』


　やはり二人は同時に言った。


『よろしい。以後は私し語ご厳げん禁きん』


　わだかまりの空気を残しながらも、輸ゆ送そう機き内ないの口論は終しゆう結けつした。





「まったく……」


　無む線せんのチャンネルを閉へい鎖さしてから、マオは舌した打うちした。左手のスティックの通信ダイヤルを操そう作さして、回線を輸送機の機長につなぐ。


『大だい丈じよう夫ぶか、マオ？』


「申もうし訳わけありません、中ちゆう尉い。うちのクソガキどもが退たい屈くつしてるだけです。もう済すみましたので」


『そうか。おまえも大変だな』


「ええ、まったく。ホントあいつらと来たら……って」


　マオは咳せき払ばらいしてから、小さく頭かぶりを振ふる。


　いかん、いかん。気持ちが愚ぐ痴ちモードに突とつ入にゆうしかけた。


「ありがとうございます、中尉。ですが大丈夫です。ご迷めい惑わくをおかけしました」


『降こう下かのときにヘマは困こまるぞ』


「はい」


『二万人の命がかかってるんだからな』


「承しよう知ちしております、サー」


　彼らの輸送機は現げん在ざい、赤道近くの小国・ナバナ共きよう和わ国こくへと飛行中だ。


　その作戦を依い頼らいしたのは、内ない情じよう不安定で自国の軍ぐん部ぶを統とう制せいできなくなった、文民出身の大だい統とう領りようだった。危機クライシスの内ない容ようは『おきまり』のものだ。国内の少数民族が住んでいる地ち域いきに、軍部が『テロリスト殲せん滅めつのため』といって進しん撃げきした。首都での爆ばく弾だんテロがそのきっかけだったのだが、〈ミスリル〉の情報では、このテロは軍部の自じ作さく自じ演えんだと判はん明めいしている。


　進撃しているのはナバナ陸軍第一六連隊だ。民間人への虐ぎやく殺さつ行こう為いや武ぶ器き横流しで悪名高い部隊である。そしてその部隊の侵しん攻こうルートには、二万人の少数民族が暮くらす難なん民みんキャンプが位置しているのだ。


　このままでは少数民族への敵てき意いをむき出しにした軍が、のろのろと避ひ難なんする二万人の難民を蹂じゆう躙りんすることになる。彼ら難民がキャンプを離はなれ、国連軍の監かん視し下かにある州しゆう都とまで脱だつ出しゆつする──その時間を稼かせぐのがマオたちの任にん務むだった。


　すでに国軍が支配している橋を強きよう襲しゆうして破は壊かい。


　戦力を分ぶん断だんした後に、敵の先せん遣けん隊たいを遊ゆう撃げきして混こん乱らんさせつつ後こう退たい。


　遅おくれて到とう着ちやくする〈ミスリル〉の輸送ヘリに拾ひろってもらって、島の北ほく端たんから脱出する。


　マオたちの水すい準じゆんからすれば、そう難むずかしい作戦ではない。その国の状じよう況きようが、やはり『おきまり』で胸むなくそ悪いのは、どうしようもないことだったが。


『そもそもだ』


　機長は言った。


『陸戦ユニットのＳＲＴ（特とく別べつ対たい応おう班はん）ってのは、謙けん虚きよで冷れい静せい沈ちん着ちやく、経けい験けん豊ほう富ふな人間が選ばれるはずじゃないのか？』


「はい。いちおう、そういう方ほう針しんのはずです……」


『だというのに、いまの喧けん嘩かはなんだ？　おまえらの不機嫌の虫が、俺のクルーにまで伝でん染せんしかけてる。ちんぴらの兵隊を三人落っことすんじゃないんだぞ？　一〇トンの高こう価かなハイテク装そう備びを、三機落とすんだ。ミスは許されない。それがわかってるのか？』


「はっ。肝きもに銘めいじております……」


『あの体たらくでは、おまえの管かん理り能のう力りよくも怪あやしいもんだ』


「先せん任にん下か士し官かんとしての責せき務むを果はたすべく、より一いつ層そうの努力を誓ちかいます、サー」


　……と厳げん粛しゆくに答えながらも、マオは自分の頭の中の仮か想そう空くう間かん──見たこともない機長の部屋で、テーブルをひっくり返してビール瓶びんを壁かべに投げつけ、金きん属ぞくバットを振ふり回し窓まどガラスや食器を叩たたき壊こわして、ヒステリックな雄お叫たけびをあげていた。





　あたしの、知ったことかっアーイ・ドン・ギヴア・フアツク!!!!





　そんなマオの心情などつゆ知らず、機長は締しめくくった。


『わかればいい。注意しろ』


「イエッサー」


　回線を閉じて、深いため息をつく。


（……ったく。なんであたしが怒おこられなきゃならないのよ？）


　悪いのはあのバカどもでしょうが。だいたい、実じつ際さいにヤバいヤマ踏ふむのはあたしらなんだから、機長にしたってもう少しものの言いようってもんがあるんじゃないの？　板いた挟ばさみになるあたしの立場とか、想そう像ぞうできないのかしらね？　あー、もうやだ。先任下士官なんて、もうたくさん。決めた。将しよう校こうになろう。クソったれの将校に。ギャラはちょっと、一時的に下がっちゃうかもしれないけど、少しよう尉いになった方がマシってもんよ。前からそういう勧すすめはあったんだし。……メリッサ・マオ少尉か。うん。まあ、それはそれでいいかもしれない。この作戦が終わったら、ベンと少佐に話すとしようか。


　そこまで考えてから、マオは思い直した。


　この作戦が終わったら──


　そうだった。まずはそちらに集中しなければ。


　機内の回線を開いてみる。彼女の命令通り、クルツと宗介は沈ちん黙もくを保たもっていた。どことなく、険けん悪あくな空気を感じる。マオにはそれがよく分かった。


　さっきの二人の会話の流れにしても、いつもの喧嘩のようで、いささか様子が違ちがっていた。互たがいの個こ性せいをバカにするのは毎度のことだったが、兵隊としての能力をとりあげて、中ちゆう傷しようしあうようなことは滅めつ多たにない。


　ひょっとしたら、チームの連れん係けいに悪い影えい響きようが出るかもしれない。


（やれやれ。手ェ、打っとくか。降下までまだ五〇分以上あるし……）


　二に枚まい舌じた外がい交こうか。あー、ウザい。めんどくさい。でも仕方ねーか。くそっ。


　まずはクルツだ。


　彼だけに聞こえる回線を選せん択たくし、マオはクルツを呼よび出してみた。





　クルツがイライラを抱かかえたまま、Ｍ９のコックピットの中で黙だまり込んでいると、マオが話しかけてきた。


『クルツ、聞こえてる……？』


　当たりめーだろ、この暴ぼう力りよく女おんなが。ホットラインの回線なんぞ使って、いまさら何の話だってんだ。いきなり柔やわらかくて女っぽい声、出しやがってよ。『憂うれいを秘ひめた』……とでも言うのか？　あんたのそういう態たい度どに、何度もドキッとして踊おどらされてきたけどな、きょうは違ちがうぜ。


　あれは、絶ぜつ対たいにソースケの野や郎ろうが悪い。


　譲ゆずる気はねえからな。


　そう思いながら、クルツはつっけんどんに答えた。


「……ああ？　なンだよ」


『もう。ガキじゃないんでしょ？　拗すねないでよ……』


「む……拗ねてなんか、いねえよ」


　なかば唇くちびるをとがらせて、クルツは言った。


『あんたがホントにカッとなったら、あたし、どうしたらいいか分かんないから……』


　回線の向こうで、マオがふっとため息をつく。


「え……」


『ねえ、怒ってない？』


　頼たよるような相手の声に、彼はいささかとまどった。


「いや……心配すんなよ。大だい丈じよう夫ぶだから」


『……ホント？』


「決まってるだろ。俺はクールだぜ」


『うん。ありがと』


　あっという間だ。この時点で、すでに八割わり方マオのペースにはまっていることが、クルツには分かってない。彼は人類の半数を占しめる単たん細さい胞ぼうの種族──すなわち男なのである。


『ねえ、クルツ。あたしの立場、わかるよね？』


「ああ。わかってるさ」


『いろいろ我が慢まんさせて、悪いとは思ってるの』


「いいって。しょうがないよ」


『あ……でも、こういう話してるの、ソースケには内ない緒しよにしてね？』


「もちろんだよ。言わないから安心しな」


　そう答えながら、クルツは小さな優ゆう越えつ感かんに浸ひたっていた。


　ま、そういうことだ。残念だったな、ソースケ。なんだかんだで、相談を受けるのは俺様なんだよ。けっきょくてめーは、お子ちゃま、ってことだ。へっへっへ……。


「あいつも大たい概がい、ガキだから。その辺はきっちりと割引いて考えてやらないと」


『でも実力はピカイチなんだから。ね？　ちゃんと息を合わせてあげて？』


「ああ。でもなあ……」


　ふと思い出して、クルツは渋しぶい声になった。


『でも、なに？』


「さっき俺が言ったの、ありゃ本気だよ。ソースケくらいの腕うでの奴やつはゴロゴロいる。あいつはちょっと、うぬぼれすぎだね」


　毒どくっ気けたっぷりにクルツは言う。やはりまだ、先ほどの口論の怒いかりが残っていた。


『そう……？』


「世の中、上には上がいるんだよ。実じつ際さい、俺は中東で傭よう兵へいやってたころ、あいつなんかよりもっとすごい敵とやり合ったことがある。ソースケなんか問題にならない。それほどすごい腕のＡＳ操そう縦じゆう兵へいだった」


『へえ……』


　それは彼の本音だった。


　宗介をはるかに上回る実力の敵──その敵と互ご角かくに渡わたり合ったという自信があるからこそ、いまのクルツは宗介の戦せん闘とう技ぎ術じゆつを批ひ判はん的てきな目で見ることができるのだ。


「思い出すぜ。二年前のレバノンだ。あのころ俺は、西せい欧おう系けいの企き業ぎようが出しゆつ資しした傭兵部隊にいてな。第二世代型だが、ＡＳも装そう備びしていた。俺はそのＡＳ部隊の精せい密みつ火力支し援えんチーム、つまりは狙そ撃げき砲ほう装備のＡＳ小隊に所しよ属ぞくしていたんだ──」





　クルツ・ウェーバーが相良さがら宗介と共に、〈ミスリル〉に入ったのは一年前のことだ。それ以前の経けい歴れきは、ほとんど話したことがない。そしてクルツ自身は、〈ミスリル〉ほど装備が豊ゆたかではないものの、それなりの装備を保ほ有ゆうした傭兵部隊に所属していた。


　クルツがその敵と遭そう遇ぐうしたのは、度たび重かさなる戦闘で廃はい墟きよと化した市し街がい地ちだった。


　黒こげの自動車。


　崩くずれ落ちたビル。


　クレーターだらけのアスファルト。


　街のあちこちで放ほう置ちされた火か災さいが黒こく煙えんをあげ、空を鉛なまり色いろに染そめていた。


　クルツのＡＳは、ラインメタル社製せいの狙撃砲を装備し、砲ほう爆ばく撃げきから生き残っていた六階建てのビルの屋上に待たい機きしていた。任にん務むは味方ＡＳ部隊の進撃の支援だ。見通しのいいそのポイントから、五キロ近い遠方の敵を早期に発見、狙撃砲で仕し留とめるのがクルツの役やく割わりだった。


　その頃ころのクルツは、すでにほとんど並ならぶ者のない狙撃テクニックを身につけ、部隊の中でもトップクラスの腕うで前まえだった。そう──生なま身みでも、ＡＳでも。


　さっそく彼は困こん難なんな標ひよう的てきを二機しとめた。


　ほどなく味方と交戦中の三機目も発見し、照しよう準じゆん。がれきの向こうにわずかに露ろ出しゆつした頭部センサーを、吹ふき飛ばすつもりで発はつ砲ぽうした。


　だが、その三機目が『問題の敵てき』だったのだ。


　その敵てつ機きの操縦兵は、まるで背中に目がついているかのように機動し、クルツの狙撃をぎりぎりでかわした。そしてその男は──予期せぬ方角からの狙撃にもたじろがず、ごく冷静に、クルツの味方ＡＳを立て続けに二機、撃げき破はした。


　まったく無む駄だのない、洗せん練れんされた動きだった。


　狙撃される危き険けんを考えれば、市し街がい地ちの中で姿すがたをさらしていい場所は限かぎられている。その『三機目』はそれをすべて計算しつくした上で、至し近きん距きよ離りの敵に狡こう猾かつに迫せまり、単たん分ぶん子しカッターで行こう動どう不ふ能のうにしていった。


　かろうじて、敵の左腕を破は壊かいすることはできた。穴あなだらけのビルの陰かげに隠かくれた見えない『三機目』の位い置ちを、砂すな煙けむりの巻まき上がり具ぐ合あいだけを頼たよりに、瞬しゆん時じに予測し、壁ごしに射しや撃げきしたのだ。


　クルツの神がかった攻撃で左腕を吹き飛ばされた『三機目』は、撤てつ退たいするかのように見えた。普ふ通つうはそうだ。四し肢しに損そん傷しようを受けたＡＳは、できるだけ早く後退するのがセオリーなのだから。


　だが、その『三機目』は違ちがった。


　市街地の遮しや蔽へい物ぶつを最大限に活用し、『三機目』はクルツの機体へと接せつ近きんを試こころみてきた。クルツはあらかじめ決めておいた狙撃ポイントを変へん更こうして、巧こう妙みような待ち伏ぶせをかけてやったが──それすら、その『三機目』は絶ぜつ妙みようの状じよう況きよう判はん断だんでしのいでみせた。二重、三重の罠わなさえ、その操縦兵は苦もなくかわした。


　おそるべき勘かん。おそるべき技ぎ能のう。


　こんな敵に出会ったことは、かつて無なかった。


　やがて射しや程てい距離まで接近してきた『三機目』が、クルツ機のひそむ廃はい墟きよに発砲してきた。ＡＳ同士の射撃戦だ。『三機目』の操縦兵は機体の性せい能のうと地形をフル活用し、クルツに肉にく薄はくしてきた。しかし彼も無能ではない。仕掛け爆弾と不ふ意い打うちを駆く使しして、その凄すご腕うでを迎むかえ討うった。


　結けつ果かは引き分け。


　その敵ＡＳは残された右腕にも損傷を受け、やむなく引き下がっていった。クルツの方も、唯ゆい一いつの火か砲ほうである狙撃砲を撃うち尽つくし、攻撃能力をほとんど失って後退するしかなかった。





『──もちろん、顔も名前も知らないけどな』


　クルツがマオに回かい想そうを語り終えた。


『その敵とやり合ったのは、そのレバノンの時だけだ。まあ……認みとめるよ。ホッとしてるところもある。次に戦ったら、勝てるかどうか……』


「ははあ……」


　曖あい昧まいな相あい槌づちを打ちながらも、マオは素す直なおに驚おどろいていた。


　確たしかにすごい操そう縦じゆう兵へいだ。このクルツ・ウェーバーを、そこまで追い詰めるとは。


「せめて名前だけでも分かってたらねぇ……」


『ああ。作戦本部に進言して、大金積つんででもスカウトしてもらうところだ』


　ごくごく真ま面じ目めな声でクルツは言った。


「いやはや。その操縦兵だけは、敵に回したくないわね」


『ま、そういうことだ。わかっただろ？　世の中広いんだよ。ソースケより腕のいい奴なんか、いくらでもいるってことさ』


「うん……」


　マオは気の抜けた返事をしてから、大事なことを告げた。


「でも……それを理由に、バックアップに手を抜かないでよ？」


『ああ？　決まってるだろ!?』


　語気を強めてクルツが言った。


『あのムッツリネクラ野や郎ろうは、俺がケツ守ってやらなきゃ、何にもできねえんだから。わーってるよ。ちょっとあいつが図ずに乗ってるから、ムカついただけさ』


「そう？」


『そうだ。だから心配すんなって』


「ならいいけど……」


　今度はしなを作った声ではなく、本音の気の抜けた返事を返してから、マオはクルツとの回線を切った。





　直通回線をつなぎ直して、今度は宗介を呼よび出す。


　やはり、そこはかとなく不ふ機き嫌げんな声だった。さっそく治ち療りように当たらねばならない。


「ソースケ？」


『…………』


「聞いてる？」


『……ああ。なんだ』


　いつにもましてぶっきらぼうな返答。


「もう。ガキじゃないんだから。拗すねないでよ」


『俺は拗ねてなどいない』


　おまえもかい、とあきれながらも、マオは苦く労ろうして甘あまえるような声を出した。


「ねえ、あんな風に怒ど鳴なっちゃったけど、わかってね？　あたしの立場はああだし、クルツはああいう奴やつだから。あんただけが頼たよりなの」


『…………』


「ソースケ？」


『……もちろん分かっている。いつも苦労をかけてすまない、マオ』


「ありがと。……あ、でもこういうこと言ったの、クルツには話さないでね？」


『ああ。約束する』


　さっきまでとは違った、どことなく明るい声で宗介は答えた。


　ことこういう点についていえば、宗介もやっぱり男なのよね……などと、どこか虚むなしい気持ちになる。


「ホント？」


『本当だ。クルツは精せい神しん的てきに未み熟じゆくな男だからな。俺が我が慢まんしなければ始まらない』


「うん、ありがと。でも、まあ……腕うでは確たしかなんだから。その辺は踏ふまえてあげるんだよ？」


　すると宗介は、先せん刻こくのクルツとまったく同じように、渋しぶい声でうなった。


『うむ。……だが』


「だが、なに？」


『先ほど俺が奴に言ったことは、本当だ。クルツ程てい度どの狙撃兵など、いくらでもいる。奴は少々、自分の腕にうぬぼれすぎているな』


　辛しん辣らつな口調で宗介は言う。やはり先ほどの口論が、まだ尾おを曳ひいているようだった。


「そ、そう……」


『噓うそではない。世の中、上には上がいるのだ。現げんに俺は中東で傭よう兵へいをやっていたころ、クルツなど問題にならないレベルの狙撃兵と交戦したことがある。すさまじい腕だった』


　遠い記き憶おくを述じゆつ懐かいするように、宗介はつぶやいた。


　かたや、マオは──


「あのー。それって、もしかして……」


『思い出す。二ヽ年ヽ前ヽのヽレヽバヽノヽンヽだヽ。あのころ俺は、ある富ふ豪ごうが出しゆつ資ししたゲリラ部隊に所しよ属ぞくしていてな。第二世代型だが、ＡＳさえ装そう備びしていた。アフガンでの経けい験けんを買われ、俺はＡＳ小隊の一機を任まかされていて──』


「はあ」


　マオはそれから二〇分間、先せん刻こくクルツから聞いたばかりの戦せん闘とうを、問題の『三機目』の操そう縦じゆう兵へい自身の口から聞かされた。


『──あとすこしだった』


　宗介は感かん慨がい深げに言った。


『持てる技ぎ術じゆつのすべてを尽くしたが──しとめることなど、とうてい無む理りだった。残された機体の右腕も破は壊かいされ、逃にげ帰るしかなかったのだ。おそろしい男だ。あの敵が俺を殺さなかったのは、なにかの情なさけだろう』


「いや、それ、ただの弾たま切ぎれだったらしいわよ」


『？　なんの話だ？』


「…………。気にしないで」


　いまさら真しん相そうを告げても仕方ない。マオは小こ刻きざみに手のひらを振ふって、素そ知しらぬ振りをした。


『……とにかく、そういう男が世間にはいるのだ。周しゆう到とうで用心深く、すさまじい集中力の持ち主だった。そしてクルツなど及およびもつかない忍にん耐たい力りよく……。あの狙撃兵だけは、二度と敵に回したくないな。逆ぎやくに味方にいてくれれば、どれほど頼たのもしいことか……』


「なんつーのか、狭せまい業界よねー……」


『？　なんの話だ？』


「いいの。気にしないで」


　どよんとした目で、マオはつぶやく。


　そのとき、輸送機の機長が全員に告げた。


『こちらは機長だ！　いまウェイポイントＨホテルを通つう過かした！　高度九〇〇〇フィート！　ハッチを開くぞ！　各ＡＳ搭とう乗じよう員いんは準じゆん備びしろ！』


「……っと。ウルズ２、了りよう解かい！」


　あわててマオが応える。


『ウルズ７、了解』


『ウルズ６、了解』


　がくん、と輸送機が震ふるえる。格納庫後部のハッチがゆっくりと開いていく。強い日光が差し込み、吹き込んだ乱らん流りゆうが格かく納のう庫こで荒あれ狂くるった。


『各ＡＳ搭乗員へ。現在の天てん候こうは晴れ。南西の風、六ノット──』


　輸送機のクルーの声と同時に、たくさんの情報が機体のＡＩに流れ込んでくる。


『──以上、幸運を』


「感かん謝しやする！　聞こえたわね、野や郎ろうども!?」


　マオが叫さけぶと、残りの二名──自覚ゼロの最高コンビが応こたえた。


『ウルズ６、了りよう解かい！　小しよう便べんちびるなよ、ネクラ軍ぐん曹そう!?』


『ウルズ７、了解。貴き様さまこそ足を引っ張ぱるな』


　まったく、困こまったガキどもだ。


　だが心配はいらない。まったくいらない。


「はいはい、ＯＫ！　ついてきな！」


　マオは自機を固定する電でん磁じロックの解かい放ほうスイッチを押す。


　たちまち床ゆかのレールを滑すべって、彼女のＭ９が機外へと放り出されていった。







［おしまい］







　　あとがき










　この本は「月刊ドラゴンマガジン」およびドラゴンマガジン増刊「ファンタジアバトルロイヤル」に掲けい載さいされた短編に加か筆ひつ修しゆう正せいし、短めの書き下ろし一本を加えた特別短編集です。普ふ段だんの「？」が付く短編集と異ことなり、この本は〈ミスリル〉側がわの人々を扱あつかった特別な外伝をまとめてあります。そのためかミリタリー・テイストが強めで、しかも多分にマニアックな内容が多くなっております。


　そんなわけなので、今回はあとがきもマニアックに参まいります。





『音おん程ていは哀かなしく、射しや程ていは遠く』


　なんか、ちょっとウェットすぎるかなー、などと思ったりもしたのですが、わかりやすい方がちょうどいいくらいだとも思うので。


　ところでつい先日、京都へ旅行に行ってタクシーを利用したのですが、その運転手の方（ご年ねん配ぱいでした）とつらつら話しまして。ものすごいギターのマニアなんですわ。それだけならともかく、レスポール（バースト）の木材の話わ題だいにからめて、なにげなく私が「そういや、ライフルの世界でも似にたようなことがあるみたいですねー」とかいったらもう大たい変へん。生き生きとした声で今度はライフルの超ちようマニアックな話をはじめました。仕し事ごと上じよう、それなりに調べた私も付いていくのがやっとなレベルで。それでもって、なぜかそのまま戦せん闘とう機きの零ぜろ戦せんの話に突入です。これまた私でもチンプンカンプン。妙みような対たい抗こう心しんが芽め生ばえて、「くそっ、この博はく学がくオヤジめ。だったら若者らしく最さい新しん鋭えい機きの話で思い知らせてやる」とか思って、F/A-22〈ラプター〉の話題に引ひっ張ぱっていってやりました。でもって素そ材ざい系けい、特にチタン合ごう金きんの話をして「どうだ、ついてこれまい！」とか思ったら、その初しよ老ろうの紳しん士しが笑いながら一言。


「いやいやお客さん。その辺の部ぶ材ざいはもうとっくにカーボンファイバーですよ」


　そうでしたね。おみそれしました。降こう参さんです……。


　まさかタクシーの運うんちゃんから、己おのれの未み熟じゆくさ、青二才っぷりを思い知らされるとは。


　みなさんもタクシーを利用するときは要よう注ちゆう意いです。





『エド・サックス中ちゆう尉いのきわめて専せん門もん的てきな戦い』


　なんというのか、『女おんな子こ供ども置いてきぼりシリーズ』の走りになったような話ですね……。


　ひげ面づらのおっさんによるＭ９〈ガーンズバック〉のディープな解かい説せつ。まるきりキャッチーなところのないお話です。せめてサックスを美青年か美女あたりにでも設せつ定ていしておけば……って、やっぱりそういう人々にはウケなさそうですが。


　ちなみにこの話を書いたのは最初のｗｏｗｏｗ版アニメの放ほう映えい期き間かん中ちゆうだったのですが、監かん督とくの千ち明ぎらさんが気に入ってくださったみたいで、最終話間ま際ぎわにこのおっさん、アニメに出しゆつ演えんしています。影かげが薄うすいことで逆ぎやくに人気なヤンくんは、いまだにスルーされてるのに（笑）。





『女め神がみの来日（温おん泉せん編）』


　このお話は異い例れい中ちゆうの異例で、まずアニメ『ふもっふ』用にシナリオを書いてから、それを小説用に書き直したものです。アクションや絵、音、声せい優ゆうさんの演えん技ぎが映はえる箇か所しよなどは小説ではあまり生きないので、あえて削けずったりいじったりしておりますが……。いろいろ難むずかしいところです。


　あと、雑ざつ誌し掲けい載さい時じは女性読者に大不評だった入にゆう浴よくシーンの描びよう写しやですが、ビビって減へらすどころか大おお幅はば加筆・増ぞう量りようしてやりました。でも、やっぱりこれしきではあの『武たけ本もとサーカス（勝手に命めい名めい）』には勝てそうにないっす。くそっ。


　なんと申もうしましょうか。豪ごう○先生があそこまでやって下さったんだし（これ自体は快かい挙きよ）、俺もガンガン書いちゃってもいいのかなー、いやあそこまでやらなくても、せいぜい乳ち首くびや陰いん毛もうの描びよう写しやくらいなら濃のう密みつにやってもアリかもしれないかなー、などと思ったりもしますが──


　あー！　噓うそです！　冗じよう談だんです！　やりませんから！　怒おこらないで！　見み捨すてないで！


　……まあ、ね？


　そっと手をつなぐだけでも、ちゃんとドキドキ感は出せるわけで。そういう気持ち、大切にしたいのじゃよねー。


　いや、これはこれでやっぱり本ほん音ねなんですが。





『よいこのじかん～マまオおおねえさんとアーム・スレイブあーむ・すれいぶにのってみよう～』


　増刊号という場所をお借かりして、徹てつ底てい的てきに趣しゆ味みに走った話（？）を試ためさせていただきました。ちなみにこのエピソードに至いたっては雑誌掲載時、不ふ評ひようどころか反応さえない感じでした。友人に「どうだ？」と感想を聞いても、「どうだと言われてもなあ……」と言わんばかりでした。


　まあ、無む理りもないことですが……。


　私はリアル系のロボットアニメに目のない人間です。スパロボをプレイすると、不ふ効こう率りつを承しよう知ちでザクやジムばかりに予よ算さん・装そう備びをつぎ込むタイプです。でもって、バニング大たい尉いやバーニーの乗った機き体たいで、シャアのサザビーに止とどめを刺さすことに無む上じようの喜びを感じる男なのです。待ち合わせの場所で〈ドトール〉と聞くと、まず地ち上じよう戦せんに特とつ化かしたグラドス軍のＳＰＴを連れん想そうします。


　そんな私は子供のころから、「ああいうロボット、実じつ際さいにあったらどうやって操そう縦じゆうできるんだろう」という疑ぎ問もんを持ち続けてきました。のっぺりしたスティックを前に押すと機体が動くだけでは、納なつ得とくできなかったのです。


　考えました。異い性せいのことよりも考えてきました。本当です。


　いまのところ自分的には、こういう感じなら劇げき中ちゆうのほとんどの動どう作さが可か能のうなのではないかと思っております。ちなみに第三世代型ＡＳが、ＡＴやバンツァー的なミリタリーテイストあふれる外がい観かんではないのにも、自分なりの考えがありまして──（以下略りやく）





『ある作戦直前の一ひと幕まく』


　当初から考えていたプロットなのですが、ダラダラ引き延のばすのもどうかと思ったので、コンパクトにまとめさせていただきました。担たん当とうのＳ氏（女性）は、マオの気き遣づかいのあれこれに妙みようにウケていたようです。ひょっとして、俺もクルツみたいに操あやつられてる？


　たとえば、あくまでフィクションだけど──





Ｓ「賀が東とうさん、怒おこってます？」


俺「（ぶすっと）怒ってないっスよ。大だい丈じよう夫ぶだから」


Ｓ「でもこういうこと相談できるの、賀東さんだけなんです……」


俺「……そ、そう？　いや、俺はぜんぜん平へい気きだから」


Ｓ「本当ですか？」


俺「ホント、ホント。いつもごめん。気き苦ぐ労ろうばっかりかけて……」


Ｓ「いえ、いいんです（ニヤリ）」





　……という構こう図ずなのか!?　そういうことなのかッ!?


　公こう平へいを期きすため、とりあえずＳさんのコメントを入れておいてもらいましょー。





Ｓ『そんな……。賀東さんだけが頼りなのに、あたし。……あ、でもこんなこと言ってるの、編集長とか他の作家さんには内緒にしてね？』





　はい、ありがとうございましたー。このコメントを私が見るのは発刊後です。はらはら。


　……以上です。


　次はできれば秋ごろ、現在連れん載さい中ちゆうの長編『つづくオン・マイ・オウン』をまとめてお届とどけしたいと思っております（ちょっとまだわかりませんが）。長編の方は、どんどんハードな展開になってきております。クライマックスはまだ先ですが、ドラゴンマガジンでの連載の方もぜひチェックしてください。





　さて、今回も散さん々ざんお世せ話わになった皆みなさん、本当にありがとうございました。


　次回も……って、この巻はそういうパターンがないわけですが。





　それでは、また。







二〇〇四年　三月　　賀東　招二








初　出





音程は哀しく、射程は遠く【前編】


　　　月刊ドラゴンマガジン２００２年２月号


音程は哀しく、射程は遠く【後編】


　　　月刊ドラゴンマガジン２００２年３月号


エド・サックス中尉のきわめて専門的な戦い


　　　月刊ドラゴンマガジン２００２年５月号


女神の来日（温泉編）


　　　月刊ドラゴンマガジン２００３年９月号


よいこのじかん～マオおねえさんとアーム・スレイブにのってみよう～


　　　ファンタジアバトルロイヤル　２００３年８月号増刊


ある作戦直前の一幕


　　　書き下ろし





フルメタル・パニック！─サイドアームズ─


音おん程ていは哀しく、射しや程ていは遠とおく





賀が東とう招しよう二じ
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